
正誤表 (ERRATA) 

LpqiT -ne 言果 正
Error Correct 

5 17 evapora.ted volume eva.pora.tion 

19 2 paunts baunts 

29 Table 11 a口Y plot a plot 

36 Table 13 mixen Mixed 

39 Fig. 3, 2. ro 、，vn crown 

品9 Notes of Table 17 cr<。、，vns cro、vn

53 Table 18 sample plots sample plot 

97 Second rO¥V from tbe left in Table 31 area. sd in area in 

99 13 appeared appearmg 

11 " are3S area 

128 Notes of Table 生O Grades between Grades of angles betweel! 

131 Notes of Table 43 Calucnlated Calucubted 

133 品 wbicb is standing standing 

134 15 w bich standing standing 

14壬 Fig. 15, 1. 1田proveme田 improveme口ts

153 13 bung buge 

153 8 from the bottom ばa.ndind stauding 

15生 7 Tbat tbat 

11 19 autber's authors 

11 12 from 'the botto皿 dla回目円r of rll田leter shows opp田ite diameter oﾎ 

I1 11 from the bottom breast司height breast-height shows opposite 

176 22 乾燥試l段成績 乾燥成績

189 2 Table No. 6 Ta.ble 6 

190 Fig. 5 関係燥皮 関係議皮

197 10 ar ificial artificial 

" 21 ietended intended 

198 36 faetors factors 
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第三十四披島
問-

手足』日告5えさ長林2 

1=1 弁者

本試験l念、群馬鯨碓氷郡臼井町大字五料字小根山図有林内に於て施行せるものに して.昭和

四年(1929年〉林業試験報告第 29 披を以て公表せる栗棒造林法試験の第 2 回報告とも稿すべき

ものとすo ~n ち右の報告に於て詳述せるが如< .クヤキはクリに比し造に耐陰力強く、是等・雨樹

極を混植するときは.初めはクヤキはクリに監ぜらるるもよく庇陰に耐へ格にはクリを凌駕し

て逆陀之を座するに至る事質.立立クヤキを生長埋設なる種類に属するi間葉樹の幼齢林にi昆植す

るときは数年にして樹高に於て是を凌駕して墜するに至れ結局疎植し?とると同一結果とfJ: � • 

校俸の膿張過大にして叉木とたるもの多き事質あることを確認ぜるを以て.更に是等クヤキの

特性を活用して経掛的陀良材を生産し得る造林カ法を考案せんと欲し.大正六年 (1917年〕林

墜博士白樺保美氏指導の下に山林投手山田嘉ー氏主交となりて詐\:!，強を開始し?とるものなるが、

、 植栽後満 15 年を経過し?とる昭和六年( 1931 年)其成績を調査 L. 更に昭和 8 年( 1933 年

林分の撫育を施行し?とる成績を取纏めたるに.事業寅行上澗葉樹革命林の指針?とるべき事項齢え

らさやるべきを認めたるを以て.設に其成額を公表ぜんとす口

本試験施行に首り直接間接関興せられたる林製博士白樺保美、 IlJ林投手山田裏一. 111林技師

沼津陸太、 11_j林技師岡村‘喜代策. 111林投手智野秀夫.皆林署技師外山寅雄.岡村悶文之助. 森

林主事中I1J和平.同小林慶次郎の諸氏註本試験成績の取纏めに常 P 製園上助力を奥へられたる

富岡登.岩成範雄の雨氏に深甚なる謝意を表すo

試験地の地況及林況1 

試験地は群馬，長野雨鯨界をなす I.LJ肱より分岐せるー支!日t中の}部分陀して.傾斜角 20 度内

外の東北面傾斜地とす。地質は)1:îjI石安山岩質の岩居の上を厚〈浮石を以て被lまれたるものにし ，

て . 表土の厚さは 13 糎内外.表土下の浮石は俗陀浅間砂及富士砂と稿ぜらるる浅間山噴出の

粗砂粒及火山燥の厚さ 30 糎内外の居を以て留はる。此地域は往H寺地元部落民の採草地たりし

関係、じ四時野火の害を蒙りしものが. ~!î時林政の巌漸く買を傘ぐる陀至れ野火花遠ざかる

こと教に約 30 年還に成林するに至りし天然生~~J葉樹林にして.優喬木階はク h カシハ . ク

ヌギ.コナラ等を主とする胸高直径 30 糎内外.樹高 15 米内外のもの是を l呂、め.従喬木階は

ミヅキ.ヌ Jレ デ.キハダ.オ ニ グノレミ笥7. 濯木階はサクラ類.カヘデコナ ラ .クリ.カシノ、‘

ノリウツギ.ガマズミ.グン コウパイ其他 20 飴極の慌木類を以類. 7 プラチャン.キプシ.

て占めらるる多階多居林とす(林型類別上にmふる階居の意義は河目指箸「間伐に就てJ 1'[依

向林況は後主主詳述するが如く.局部的に多少の相遮は菟れざるも.大関に於て下唐木の

多き天然生i問葉樹林にして.直径の大なるもの及樹高の高きもの程校下も高< .明に異齢林の

る〉。
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形態を現はせり(第 1 闘参照〉口

2 試験の方法詑経過

試験の)i法~:ì. (1)前述せる天然生i悶葉樹林を傾斜のカ・向に柑j伏 VC t1i'1足して.其跡地にグIJIU，に

クヤ 'r j'iî を: tJi[放する所謂列}伏lT((栽厄と. (2) 天然~t:ì，問葉樹林 f7'lの上木の 1l-1閉の時間せる阿部を

躍ぴ、て任意に G 尺(1.8 米〕内外の距離にケヤキ引を机殺する思li i/)\制裁応、の二試験院に分ちて

試験を施行せり。足を模型的lて固示すれば.tfn 闘の如し。但問中のクヤキは成績調五常時のi/)三

況を231町1'01亡岡示したるものなるを以て.是を古木大とぜるものがWI栽営時の林況に近きもの

とす。節 1 闘に示せるが如い列朕;fill~品目にありでは皆{えする加すl?の闘は 7米又は 9 米と L ，

;il? と柑との中間には幅 10 米内外のìlhj葉樹帯を段存せり口而してf主」伐日13の 111日 7 米の部分に到し

ては二列に G 尺 ( 1.8 米) /日]隔にクヤキ官[を杭殺し.キ日記せる柑の問 9 }jとの部分に到しマは同

じく G 尺( 1.8 米)間隔に三亨IJvC +11'(栽ぜり。貼j伏杭栽応}てありでは::'í-，:Hに等配l~i'J IC1似主するが

如きことなく.局所々々に於ける上木の醇閉の疎開程j芝に官官して、 jF/!D[gの大たる局部には閏

献に多敢を約1.8米間隔に前法L 1 上木の干存立せる同部 IZ:は ~J也を~!1び、て少数をが[栽すると云

ふが如く山機肱嬰の植栽を施行せりロ

試験l也の国間主主植栽本数はtïn 表の如く Jとして. 1 rヘクター JレJ匙f3~~1[の粒抜本・W!: i :ì. 3iiJIU� 

第 1 去試験問別植栽面積及布[(栽本数

Table 1. Aren of plot河川H] the Il llmù巴r of t" 巴閃郎、bli~he，j by plantn.tio l1, 

1 1 楠 空一一一二竺I訂 1iT Ei;lberuf t B 

Arc:t州
(やch】O吋) 1 A れぱ州t，口"，，1 n刊1口111川nlb陪er I .J..'UlIIIIﾇ! 1 

タリ 111¥: 中直 栽 1ぼ
Stl'ip司plantation

m，~ ifi\:植え主 l~ 1 

U川er・pla叫品川 | 

100 . I s叫 I S匀 

1.20 I 2,330 1,9[jS 

Nüteョ: Are" of 1 cllO = 0 ,9917 IIect"rl' 

相殺応に於て 781 本.思I'i!伏ti在栽匝 IC於て 1958 本なりとす。是苛:のN(枕木1z:7]しては昨今&切

除伐苛;の撫育を行ひたる他、大正 13 年林齢 8 年の時 IC土木のおj冠の服張過大lこしてti([殺木を

座するものに到して枝打を施行して酔閉の調印を嬬し、 I也へて n[ffll G 午 10 月四ち林帥 1[; 年

時 l亡於て第一回の成樹訊a:-rttを行ひ.其結果に基き明不I~ 8 年四ち{本的 17 年 l己注したるときに植

栽木に到する t~~青の目的主以て天然生澗葉樹に到して間伐此校打を施行せり。

3 成 績

調布したる事項は. (1)森林の取扱が林内環境特に林内植生に及日す影響. (2) 遣事1;)1法の

相違がfit[栽木の樹形fC 及悟す影響. (3) 若林えï法のj唱日症が植栽木の生長J!支ìlklこ及隠す影響wーの



4民、

ケヤキ主主林試験成績 5 

諸事項とす白

CIJ 森林の取扱が林内環境代及[在す影響

本事項に閲しては. 1m.車問土2f田徳太郎氏考案の紙面蒸蛮計を使用して林内外の務費量を比

較するの他.全林tと亙りて設置せる小「コドラート」 につき地表植主主主調査し倫植栽せるクヤ

キの葉の大さを調夜比較することによりて是が考察を行ふこととせり。 以下順次記述する島あ

るぺし。

(1) 平閉式祇商蒸護計による蒸護量の比政

*調査は昭和八年五月中旬新芽の話Wr ¥ ~}fJ辞し?とる時季に施行したるものにして.列j伏植栽iE

にありては.既に造林木の樹冠は欝閉せる後の地表附5!îの蒸護量怒るを以て、植栽営l待叉は植

栽木の樹冠表面の蒸護霊とは無関係のものなるも，二列植l~ と三列植匝との問K於て;現~Il:如何

怒る程度の相遣を示しつつあるかを比較する意味を以て測定したるもの友り。

本腕iHllの成簡を表示すれば失の第 2 去の如くにして. î来上也の蒸護量を標準と して比較すると

きは、列J伏植栽匿のi開業f首都下は鞘;伏植栽1&1l:比して大差 tt. く.二者共に裸地の 36-37% の

ものなるを知るを得たり。叉列j伏植栽匝にありては三列植匝は二列植田に比し僅に諜護霊少き

を見る。

第 2 表胡!地と植栽地とに於ける蒸費量比較

Table 2. C011l卯rison of evaporated volume from Hirata's atmOll1eter 

in each plots. (from 8 a.ll1. to 5 p.m.) 

制!ー 地 ケヤキ車内収縮裁lE ケヤキ列ilHili裁区 ケヤキ列扶 植裁 l直

天然生澗al 1siEta樹nd常i下n 
Strip噌plantatio口 plot

Under-pJ則ltation N"tur 
一 列植d !伍 I~三1a列n 槌 l長

G悶唱ーνlot plot 
strip-plt包口tation
plots Pl:1nted in I Planted in 

two Jines I tbree Jines 

族主連 主(瓦コ

Am. of evaporation 29.3 10.6 10.8 10.2 9.3 

(gms) 

地獄| こ 議J '"í る百分卒 100.0 36.2 36.9 34.8 31.7 

Pel'celltage 

(2) 地表植生による比較

本調査は林内に設置せる 1 米2f:;ð'の小「コドラート J につきて施行せるものに して 3 クヤキ

列j伏植栽匝のクヤキ植樹帯下に 20 佃.同じく天然生潤葉樹幣下に 20 倒. ク ヤキ品lij民植栽匝

tて 20 佃を設けて. r コドラート」各一佃内に現IHずる極につきて其株数と常現度とを調査し、

更に此試験地附近に於て最も原野植生IC3!îき植生欣態を呈せるカラマツ人工林(林齢 28 年)

内に於て同様の調査を施行せる成樹とを比較3訪問し.其喋境を吟味することとせり。以上の調

査成績を表示すれば第 3 衰の如し口
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第 3 表 試験匝別に設置せる「コ r

Table 3. List of species 

H
D
L
O
H
M。

0-'1 名〉 (Fa店印，n川1

相l 名 Species 

〈ハ V ホ" y ゴケ宇り (8e凶atophylJaceae) 

1 1 'J サコグ I Helel'OpliψlliU1n IIaldα叩.刷出 Grev.

(守口コゴケ科) I (Ju日ger凹aunbceae)

2 1 ムカデゴナ IB回開nilα albiωns St. 

(ρ ナヤスリ科つ I (Ophioglossaccae) 

31 7 ユノ Jρ、ナワラピ I Botl'γy仰阿clii山ium t的e由r円‘?ηlαtωu叩?川n Sw 

(1/ラ d於<' 0/科，つ) I (Polyp抑}旧od必bωce悶aeめ) 

4 l ,f :xワラビ I AtliYl'ium nipponi，ωmII副1CC.

5 I '"ピノヰ、ゴザ I AtliYI'ﾎwn yokos伺畑 Chl'ist.

6 1 t メ v ダ I DryoPleris thelyptel'﨎 A. Gl'ay. 

(チヤラ Y 苧lつ I (Chlomuthaceae) 

7 I t トリ V グ カ I Ohlo7'aηtli山 jα，pon'Îcus Sieb. 

81 7 '-慣習 V グ力 1 O/ùoranllit崎 se1'l'αtus Roem. et Scb. 
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11 1 コ ラ IQ出向山 serralαThunb.ナ

C ュ 利つ I (Ulmaceae) レ'

12 1 ナ

('J 

キ l 及tko雌 sel'ralαMakiuo

科〉

ヤ

ノ、 (Moraceae) 

品"向 jαponi側 Sieb. et 
Zu∞. -var. cordijo'ius Maxim・

ρI Morus bombycis Koidz. 

13 1 カラハナサ1/

14 1 グ

(イラグサ科) I (Ul'ticaceae) 

15 I ア 力 y I Boelime巾 tricuspis Makino. 

〈担デ苧lつ I (Po]ygonacea~) 

16 1 イタドリ I Polygo叫111 Rey叩ulo出 Makino

17 1 ミヅじキ I Polygon叩叫 'IlÎrgíni叩αL.

(t ::L宇D I (Amarantaωae) 

機列J民植栽I亘悔恨樹被下
Planted area in strip-pbntation 

宅見 出株主~ I 
Occurrence5''''' I常現皮

1 コドラ 1 1 ν 
株数|ー ト敏 1 1 ~ 

1 Numbel' 1 % 1 ~ Numbel' I ~， uu;uv. I /0 I 
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ラ ート J内に於け る植 物 の現 出 欣態

occuring in quadrats. 

| N様aFtUulrlkal糊st:::l.t…ld in strip附-pJ剖ltaW1tiorI 主事見事 U貼出udeト;lkp状lan椛ta態tio裁n | 区 務架松林下じノキ他殺1!íX
Larch f orest 

現仕i;伏 怒 き見 l:H 欣 1~ 
7iff見皮Oc~;rre~~~s ，~， I 'ìii' -!見区E Oc;;;rre~~~s ，~， 1 1X'・E見成 Occurrences 

コドフ E コド フ

、p a 君
コドフ

株数 ート数 株 数 ー l 数 株数 ート数

Number 
Number % NUH1ber 

Number ヲ包 Numb巴r
NUl11ber % 

of of 。f
of stocksl q日adrats of stocks 

qu"r1rats 
of stocks 

quadrals 

ぞー
5 5 25 II 1 1 5 I 14 8 40 1I 

一 , 2 1 5 I 

一 4 3 15 I 

3 1 5 I 

一
1 1 5 I 一

一
1 1 5 工

3 1 5 I 10 4 I 20 I 

2 2 10 I 1 1 6 1 2 2 10 I 

一 一 一
1 1 5 I 

一 一 一 一 2 z 10 I 

一 一
1 1 5 I 6 5 25 II 

'、

1 1 5 工 一 一 一 一 一

2 2 10 I 一 一 一 一 一 一
1 1 5 I 一 一 一 1 1 5 I 

2 2 10 I 4 3 15 I 

15 4 20 I 一 一 一 10 5 25 II 

20 7 35 II 12 4 20 I 1 1 6 I 
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:l2'J列 ~~~槌裁 1M;権植樹被下

トpo a吋d (科 名コ (Family) ~1 111 iIた 1&. 
同 Occurre口口es 7tZ見皮

。出 コ l' フ
キ1 1 名 Species 微量立 Nーuml b数er 

Nnrllher % 
of stocks 

of 
Cjuadrats 

18 牛ノ ::J ヅ今 Achyr肌thus jα.ponicα Nal王九i

〈ナ デ V コ科〉 (Caryophy llaceae) 

19 7 ':1 ?7'ロ セエ/ノウ Lycli川is Jl1~匂uelialla Ro!Jrb. 1 1 5 I fな

(Tl.... ノア V ガ，!;1f;斗〉 (Ranuncul:1c回e)

20 サ ラ v ナ毛/ヨ t; 7
α'miciJugα foetida L. ,::.r . 

ぬte1・mediαRegel. 一 一

21 対 !;< v ヅ Jt. αemαtis αpi'ijolia DC. 54 14 70 IV 

22 グ サ ホ. �< L〆
Ctemαlìs h白'ac!eaifol'ia DC. “ 。 五-2・ 10 I var. st山山 O. KUl1ze. 

23 セ Y ニ 3〆 サ ウ αemα tis paniC1úαtαThlll1b. 3 2 10 I 

24 カ ラÿ ;Y サ ウ J.'ha1icl山市 α'luil~gず'olium L. 5 4 20 I 

(ア ケ ヒ' 科〉 (Lardizab山

25 ゴエ 7 アケピ Akめia p開山内UαMakino. 88 14 70 lV 

26 ミ Y パアケピ Akebiα l1-iJoliatαKoidz. 1 1 5 I 

(:>> グラ 7 ゲ宇トコ (Menisperr刷。e，吋

。27 ア 7Y グラ 7 "f CoacuZ.us tl'ilûb'，ω守 DC. 4 。町 15 I 

〈 グ Z ノキ科〉 (Lall川口eae)

28 アプ ラチ ヤ y Pα7・abenzoin praecox N akai 1 1 5 I 

〈ユキ ノ V 鼻科〉 (Saxif ragace却)

29 トリア V ショ ウ マ Astilbe c町tgesla N akai. 2 2 10 I 

30 勺 y ギ
Dentzia scαbr，αThunb. 6 4 20 I 

var. crenalαMakino 

31 担マア ヂザ ヰ Hyd1・αngeα cuspidωαMakino 12 1 υ p I 

32 サ ハ アヂ サヰ Ilj〆mn[Jeα 問α〕.crfop.hytα 
DOαCU1W;，nαtαWils. 

1 1 5 I 

33 ノ 守 ツ ギ Hydγα:ngeαFvαηa{Ec・dPαotrαibS14l73ecbtα. 
Begel. 

1 1 5 I 

〈イ 戸 ラ 芋!っ (Rosaceae) 

34 キ y ミ グ b キ A[J1''Ï7no九{αjα.ponica Koidz. 1 1 6 I 

35 へピイ チ コ. D山he町田α 合w:icαFocke. 1 1 5 I 

36 ヤ 旬ヨF /' キ
Ke)'}.iαjα，pcmicαDO. 

var. typ'icα lI1akino 

37 コ 〉〆 ::1' lI1.al1晶 Sieboldi:i Rebd. 3 1 5 I 

38 :y チ )J' POlentilla dおcolo1' Bunge. 

39 キグ ム V ロ RFoosteαMpdobfymjトαshgααsrpS{orifemdbeg.sdeL匂t .nZαv11acMrc .• axim- 1 1 5 I 

40 ノ イ ;1{ 7 9 b 25 lJ 
var. gennina Nakai 
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爆列J附直裁区天然生i問楽樹1;fl1下 I 1阜県古紙植 栽 l直
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機列伏械栽直線焔樹併下

~ I c科 名) (Family) 現ー 出-~氏 一通一ーー
zH r nvCCUl'l'enceg j~. \'ì:一?一 現-"皮

。局 コ ドフ??
和 名 Speci田 株数ート数 呂

、、il"umbel'I Nun~ber I % I g .L; Ut:~:lO~r I of 
of stocks 'lUao drat符

4 1 キイチゴ Rubus palmatoides O. Kunzc. I 20 I 10 I 50 I III 

42 ナ川 V ロイチゴ R'ubus pαrviolius L. I 8 I 6 I 30 I n 

43 グマイチゴ Ru仇ι Wi'ightii A. Gl'ay I 1 I 1 I 5 I 1 

44 l!l v 宅カワ Samguisorbα ojjiC'IÏnalis L. ,2 I 2 I 10 I 1 

45 シ屯グケ Spira伺 jαponicαL. f. var・" I 1 I 1 I 5 I 1 
。叩t'iJoliαKo血.

46 コゴメt; :!'ギ Stepha?'国nd?・α 合lCisαZabel I 1 I 1 I 5 I 1 

(マメ苧lつ (Legminosae)

47 斗ムノキ Albizna Ju'ibγissÍ1~ Dur~zz . T~ • • I 1 I 1 I 5 I 1 
va1'. speeiosa Koidz. 

48 ヌスピ ト ハギ D白11叩dium mcemosum DC. I 1 I 1 I 5 I 1 

49 ヤプマメ Fal血tα romosa O. Kun!~e. . I 3 I ,2 I 10 I 1 
I var. .iaponi伺 Makiw

50 1;)> Iレマメ ，G lycine U8SU門、η吋 Regel et Meack. 一 一一一

51 I 7 ヂ Kr側叫句 fl07-ibwnda 'l'aub・ 20 5 I 25 I II 
va1'. typicαMakino 

52ρ ギ Lespede悶 bicol07' 'l'u1'cz. 一一一一
、a1'. j，α.po叩，icαNakai

53 IJ 7~ I Ptuwal'ia l.il'sula :Matsum. 1 1 15 I 1 

54 ナ Y テ :y "、 -~ I Vicia U1るが也ga Al. B1'. I 23 I 8 I 40 I II 

(へ y 1レ守ダ科コ (Rutacc::官)

55 I -i :Xザ Y セカ F'agara scM呼olia Engl. 一 一一一

56 サ Y セウ Xanthoxylum piperitu?九 DC. 一一一一

Ct メノ、ギ季!っ (Polygal町eae)

57 I t メノ、ギ PolygαJαjα，pon'icαHouit 一一一 一 v 
(担 カ 1・ 亨ダイ科う (Eupbol'biaceae) 

58 I ..カトウグイ b'uph07'b iα pekinensis :!:UPI:." . . I ,2 I 2 I 10 I 1 
var.O問自 Makino

〈手 V キギ苧lつ (Ceh曲。aωae)

591:!'lv t; メ宅ドキ Celωtγ出 αrticu!atus 'l'bunb. I 4 I 3 I 15 I 1 

(ホウセ:Y!1 ワ利コ (Bal-弛凹in凶eae)

60 I ;)> リ 7 >Ì、 サ ウ [mpαtiens 宜'ext01・i Mi'l ・ 15 I 8 I 40 I II 

〈プダウ科) I (Vitaceae) 
61 ノプ夕、t; I Ampelopsis heterophyllαSieb: ~ I 4 I 3 I 15 I 1 

et Zucc. 

62 ヤプ方ラ '51 I Oiss山 jα.poniea Wild. 一 一一一

(オトギリサワ季iつ (Guttiferae) 
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機列;民他殺 lJX天然生i開業樹・:件下 機~!，~ llk 植栽 lぽ 落葉1公-1*下 b ノキ総裁ι11;

~ 出 !Ik 態
'ÎB'・現皮

現s 1:I:l i伏 態
OCCl1rrences OCCl1 rrences 官i-E見!友 Oc;;; rrel~~~s -~- I'�i-~見皮

コド ラ
g g コ ー フ 、P語E コ ド ァ株数 ート 数 株 数 ート 数 株 数 ート自主

Nl1mber Number ラ4 A LP 3 Number I Nun~ber 月F4 l| Number Numf ber 
of ~r I of 。f stocks 

q日adrats
、'ぐコ of stocks mふ向 | ||Of stocks qu;to drats 

14 7 1I 14 υ F 25 JI 35 14 70 lV 

2 2 10 I 1 1 5 I 26 11 55 III 

ー失

1 1 5 I 一 一
4 4 20 I 

3 2 10 I 1 1 υ v I 

1 1 5 I 

一
1 1 5 工 2 凶 1 5 I 4 2 10 1 

一 。" 1 5 工 4 ‘J、, 15 1 

6 1 υ 戸 I 

27 7 35 II 20 6 30 工1 8 4 20 I 

一 1 1 υ " I 

2 1 5 I 26 14 70 lV 

6 4 20 I 3 1 υ v I “ の 1 υ " I 

、

1 1 υ 戸 I 

1 1 b I 1 1 5 I 一

1 1 r υ I 

一 一 l 1 5 I 6 4 20 I 

6 3 15 I 

!J5 10 50 111 5 2 10 1 1 1 5 I 

1 1 5 I 一 一 一

9 2 10 I 
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tEi列;民植栽区海植樹静下

阿H 。D <凶 仁科 名〉 (Family) き見 lJ:l l1k 態
Occnrrences 1ö'・現段

出。 コドフ E Q 
和I 名 Species 株数 ー 1・数

Number Nuomf ber % 可E口E3 t 

of stocksl rI'1;;ir3ts 

63 貢トギリサ v f現ypel'icu?n el'cclum Thn口b.

(ス 、、、
1〆 fD (Violaceae 

64 エ Y ﾀ 、、 ν 
Viðlα di.ぉ珂cω Le<leb. var. 1 1 5 I 

eizanensis Makino 

.J... 

65 タザー y ホ・ λ ミ v Violα g7'ypoce7 αs A. Gray 2 2 10 I 

66 ケ....，レパスミレ
Viol，α Okuboi Makino var. 

typicαMakino 

67 アクホ・;> À ミ v Violα Rossii Hemsl. 

仁 ?r 、、 科〉 (Elaeagnaceae) 

68 ア キ グ 、‘ El，α価抑制 ClイspαThunb・ 1 1 5 I 

(ウ ::> ギ 芋1，) (Amliaceae) 

69 ウ ::l ギ Arαnthopαnα.t ，'pi.ηOSU?n 1Ili'1. 

(縦 7診 f;ilつ (U mbellifeme) 

70 十 てす 也、 リ Ange!-ica Jlli'1ueliα.na Maxi01. 12 5 25 11 

71 ノ Jj.' ケ Z耳eucedonum clecu7'sivtL1n :Maxim・ 7 5 25 II 

72 rJ ....ノ ξY バ
Sanicula elala Hal!、ー vat'. 8 3 15 I 

jαp07!'ica Koidz. 

〈ミ ;ゾ キ 和1.コ (Cornaceae) 

73 、‘ ヅ キ Co門山符 cont7'ot'沼町α l-Iemsl. の“ 1 6 I 

74 ハナ イ カ lJ' I:Ielwi，引αjαponi伺 Wi1ld. 一

Cサクラサウ芋1，コ (P1'i凹l1hceac)

75 アカトラノヲ Lysimαchiα clethl'oides Duby 3 2 10 I 

76 コ ナ ス ビ7 Lysimαcltia jαponicαThunb. r 

C 'J :Yダウ科，) (Gentianaceae) 

77 ュ， ?J.' 1ヲ Genti由師団αbra13Iufnt国g7e・gevra4r. 
1rIaxim. 

CIJ .... 9 グラ:fiiD (Verben:¥Ce3C) 

78 ムラサキ v キプ CaUicα7・pa jαponica Tbullb. 

c!長 7移 字i) (1.a札巾e)

79 .. ,'; yミ ナ α似opodiu?n graC'ﾍle O. Kuntze 一

80 ナギナ担コ守 0 :1. ElscholtziαPα(1'ini Garcke 1 l 5 I 

81 十?ノ、 グ カ Pleclmntll附 'injlex'us Vohl. 29 11 55 IIr 

82 グロバナじキオコシ Plectranth哨 t7'ichocαrpus :Max , 

83 イヌ十マ ρ グカ Pleciranthus umbros出Makino 一
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機列j伏植1主 l亙天然生ìliH楽樹帯下 i惚貼;伏植栽侭 詰~~町公林下じ ノキ植裁底

f見 出 ffk 強
常現皮

Z見 出 lU~ 1何uhH百. 

19・現皮
現 出 lU~ 官官

~~~{.~見!支Occurrences Occurrences Occurrences 
コドフ 「。E口同sA a コ Q コド フ

匂p a g 目,., 株数 ート数 株数ート数 株数 ート数
Nl1mber Nun、ber ヲ4 Number I Nun~ber ?占 河四ロf回3 Nnmber 

NU1l1ber う4
of 、ぞロぐ古 Ul~1D~r I of of of stocks of stocks 九odrats of stocks qu九drats ,qu quadr:九ts

一 1 1 5 T 

τ全
一 一

1 1 5 工 1 1 5 I 35 9 45 JIr 
1 1 5 工 一 5 3 15 I 

5 4 20 1 

1 1 5 I 

1 1 U 戸 I 一 1 1 5 I 

21 9 45 rn 6 5 25 II 27 12 00 III 

2 。品』 10 工 一 ー ー

3 3 15 I 一
1 1 5 I 4 1 υ 戸 I 

4 1 υ F 1 9 4 20 I 

1 1 5 I 
ー一

1 1 5 I 

一 1 1 5 I 

1 1 F υ I 

1 1 5 I 

11 6 30 u 9 3 15 I 21 6 30 II 

s 3 15 I 

‘ 4 4。凶 10 I 
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機列j伏槌裁JM;樽儲樹権下

阿同ロ且04 

(芋l' 名〉 (F池田ily) き見 I:{:I 11た T・凶i~
Occurrences ~1B・き見皮

bロ当 手日 名 Species 
N株lImb数e r I Nーnomトfb数er % 

of stocks; 'll1adrats 

84 アキノタムラサウ Sah'i.α Chi?wns'Ís Benth. 

(ナ ス 字lつ (Solanaceae) 

85 イ ヌホホ グ キ So/αnu'tn 叫ig，官，m L. 3 。“ 10 1 

(ア カ 司、 科〉 (Rubia8eae) 

86 ョツ バム ~r ラ Gal�m grαcite Bnnge 
一

87 ~ Jレ "7 A 'tJ， ラ G az.ium fI' if/O!γ印・me Kom. 1 1 5 I 

88 へグソカ ブ ラ Pαed.町イα chinensis J1ance 2 2 10 I 

89 ア カ '1、 R1tbia COl'od~ o:iαL. 7 6 30 lT 

(ス b カ グ ラ科〉 (Caprifoliaceae) 

90 ス b カ ヅ 7 Lo叫cera j.α，ponica Thunb. 3 3 15 I 

91 
ミヤマウグ、じスカ P‘ LO!Jicera lenuipes NaJmi 
ヲ

92 ~、 ト コ
Sωηbu叩s Sieboldiana Blume 

3 2 10 I 一 var.Tthypuni阻b Nalmi 

93 11' フ? 、‘ 
Vib!U・nurn dilatαtum Thunb. 

『、

f. pilo.'ld1tln Nalmi 一

(ヲミナ へ ';1 '.f.öトコ (Valerianaceae) 

94 ヲ ト '" 
，、 V Pαt，"i-η{α villosa Jæ唱. 6 1 5 

(キキヤウ芋り (Camp九nulaceae)

95 ツ可カ・ 4、 ニ :y，;>:y
Adenophorα 町rticillata Fisll. 

var.Lttyupni-cαl'l，egel 
96 ホ.J< Jレフ. グロ

αunp叩ma pltnctαtα 
2 2 10 I var. typica 1\1'，此ino

97 ~山ユ γ ウ y Codonop..is lanceolalαBe口th.
一 一

(キ ~ f'lつ (Compositae) 

98 ヤマ ヨ 司三 ギ
Art.em'ÎS'iα vu!galイs L. 

3 1 υ F I var. vu!gα tissimα]3e~s . 

'�r 

99 ヤマ号/ ロギグ A ster leio phyll山 French et Sav. 18 4 20 I 

100 V ラヤ マ ギグ Asler s仰ber Thu日b. υ v 3 15 I 

101 ヲ ケ ラ Atractyl'ﾎS lyrαfαSieb. et Zucc. 2 M ‘1・ 10 I 

102 』区 『司r プ キ oαcalia bu!bifera Maxim. 

103 宅 、司ー づ2 ヵ・ サ Cαcaliα delfiniifoli，αSieb. et Zucc. 
一

104 じ メ アザミ αrsium nipPollicum l¥Iakino 8 5 25 II 

105 ヤマア ーず 、ー、. Oil叩t11l spicatu11l Malsum. 1 1 υ - I 

106 じヨド‘リバナ
Eupαt，"iwn Fortunei Tnrcz. 

var. sim plic仰加η Naka 
1 1 5 I 

107 セ:y ;¥;' :yヤリ Gerbera Al叫lldriαSch. Hip. 

108 十 グ 'v -1}" 'IJ 
Lactucα denticu!alαMaxim. 

V則・ typicα l\ [axim.
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燦列;伏植栽lJK天然生ìl四葉樹殺下 | 獄貼欣槌 ~主 l直 務楽1~;{*下じノキ村i殺限

現出 i伏態 1•• ",." ，....， 1 現出扶 態
Occ~rrené~s ._.常1見l変 1 ~U 0∞urrenres 
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A
U
 

の
剥

の
a

I 35 
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ー
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o
 

株

m
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ν I コ ドフ
言 | 総盟主 l ート数
!f I Number I NU ll巾er l % 

、:J !of stocksl 0,' 
可 I

V

' O"vvni qua,l l'ats 

721見皮

g 

g 
ロ
Cコ
河

2 I 

1 

7 

3 

o
hM

噌
A
R
U

5 

2 

7 

7 

4 

9 

2 

2 

1 

1 

。

“ 

2 

ー
よ
噌

A

のべU

2 

2 

4 

4 

Q 

、B

向

。"

5 

1 

1 

5 I 

5 I 

10 工 1 

1 

10 I 3 

1 

pn
υ

'h
u
z

υ
 

噌
ム

T
よ

T
よ

y
i

v 
d 

2 

10 I 

]0 工

1 

~O 4 γ
ム

T
A

T
-
Y

』

5 

20 11 

15 

15 

‘、5

。

1 JT 

5 I 

P 
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I 

I 

45 

14 

I 

I 

I 

2 

11 

I 

T
A
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T
i
 

6

4

5
 

no 

41 

9 

2 

33 

6 

1 

1 

4 

4 

14 

6 

3 

o 
M 

8 

12 

3 

d

t

d
告
の

hM
T
4
9
A
U

T
』
守

i

20 

20 I 

70 lV 

JJ ~O 

11� I 

5 I 

10 

40 

I 

11 

vhu

n
u

k
υ
 

n
h
υ

噌
E
A

I 

III 

I 

70 I lV 

20 I 1 

10 1 1 

1� I 1 

65 I lV 
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陣列収縮栽lE権植樹帯下

トロ0 阿且イ6 
(科 名〉 (Family) き見 出 llk 態

OCCllrrenc四 1i~'~見皮

コドフ 2 
ロb当 キ11 名 Species 株数 ー l 数

Nurnber Number % 、即自M 時口ぐ
of stocks 

of 
qlladmts 

109 アキ ノノゲヨ/ Lact叫a 1αciniαtα 1\1akino 
一

110 7 キ Petasites japoni伺1\1iq・ 3 1 υ v I 

111 カ 可 y ナ
PiCl'is hieracioid出 L. ー一var. jαp01市αRegel 一 一

112 』区 可j じ 、〆 y Sα附SUl・'ea Ta加kae Francb. et Sav. 

113 ヤマ ,)-;" lJ ザー Sel'l'αtu~a deltoides Makino 4 3 15 I 

114 ヲ ーヤ .... ，);・ lJ ず4 Se1'1・αtv1α pung由国 Franch . et Sav. 

〔禾 オζ 事'1) (Grami 

115 1ヌ 力 ホ・ A g1'Ostis pel・由l?l即時 Tuck. 

116 ヤマカ宅:/' )j" サ Bl・αcllypodiurn japonicurn Miq. 
一

117 サイ ドガヤ
Calamαgrosl:is al官れdinαceαe R心th .

var. Sciul'oides H ack. 3 6υ 1・ 15 I 

118 アプ ラス λ キ Ðωoilopω cotul:ifel' A. C削11凶
一

119 ス ス キ Jllis側ltllus sÏ1剛sis Anù目前. 。‘J 3 15 I 

120 チヂ 、‘‘ ・ ザサ Opli問問抑制dUJd1qαFdO{叫uTsC旬BSeauv. 
var・ japonicus lCoiιI z. 

117 18 90 V 

121 ア J掴~ノ ホ・ y Po'J，i'首，ia Willdenou:iana Benth. 

122 ア グマ斗戸 サ Sαsaella. l'α11I0SαMakino 5 1 υ , I 

]23 オホアプラススキ Spodiopogon sibil.i出品 Trin. 5 5 25 II 

〈カヤクリゲサ芋り (Cyperaceae) 

124 サ ~、 ス ゲ
αl'ex japon加 Thumb.

var.αpli旧，nolepis Kuek. 

125 じ カ グ λ ゲ Cal'ex la.η田dαlαBoott. 5 4 20 I 

126 �< カ・ 4・ サ T) Cαγ'ex siderosticta I-r"n~e 135 11 55 llr r 
〈 テ ユノナ y セ V 科〉 (Amceae) 

127 テ y ナ ユノ セ TJ Al'isaemα japonicαBl. 

( ツ ユグサ科〉 (Comme1inaceae) 

128 y コa lJ サ Cornmelinα 叩mmunis L. 1 1 5 I 

(ユ 字1-) (Liliaceae) 

129 �< TJ ギホ'ウ V Hosta Sieboldiα旬αEngl. 5 4 20 I 

130 十 7' 7 コノ 工.iriope graminifolic. B:ぽ.k .

131 サ Pレトリイ バラ Smüαx c1linαL. 1 1 υ v I 

132 シ * テ" Smilax Oldlw:叩，i Miq. 

1:J3 ヤマノ イ 宅 Dioscol'ea jα:ponicαTbunb. 

134 貢ー ーー コ ロ Dioscol'eα Tokoro l¥fakino 25 13 G5 IV 



ケ ヤ キ誌を林試 験 成総 17 

際列j[た植栽1亙天然生i悶楽fffH符下 1窄 思tf民組 裁 lぽ 目容認i松林下 t ，lキ植栽区

現 出 !lた 1i官
;li~'現~

里見 出 !lk 1混
;ì;~' !見皮

現 111 llk Z選
常現皮Occurrences OCCtlrrence弓 Occnrrences 

可P 臼日号
コ ドフ E コド フ コド フ

株数 ート盟主 株数 ート数 *!l， 数 ー l 数
Numb~r 

Number ~~ Number Nllmber ラ4 Number Number % 
of stocks of 

of stocks of 
of stocks of 

quadr九1 s qnadrats quadratq 

3 2 10 I 1 1 5 I 

1 1 5 I 一 1 1 5 I 

一 一 1 1 5 I 

1 1 5 I 一

4 3 15 I 1 1 5 I 

一 一 1 1 5 I 

1G6 18 90 V 

一
1 1 5 I 

5 31 15 I 
一

25 13 65 IV 

1 1 5 I 

一 19 9 45 III 

117 13 65 IV 84 8 40 1I 169 18 90 v 
、向, 1 5 I 

4 1 υ v I ー『

一

4 3 15 I 25 11 55 IIJ 

9 1 5 I 

7 5 25 II 1 1 5 I 34 12 60 III 

151 6 30 1I 47 8 40 IT 102 4 20 I 

1 1 5 I 。.， 2 10 I 

1 1 υ v I 33 s 40 II 

1 1 5 I 2 M 。 10 I 13 s 40 lJ 

1 1 υ F I 一 一

一 1 1 5 I 

1 1 5 I 1 1 5 I 1 1 5 I 

1 1 5 I 

12 7 35 1I 7 2 10 I 55 18 90 V 
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第 5 表最也環境に 閥

Tab¥e 5. Spe巴ie3 乱ppeal'ing in each plot, 

詰F 主E :f~ ;f;f, 下

A B C 

1nd. Plant n剖nes Phnt uames lEt| Plaut names No. No. 

10 カ も〆 '>'、 1 !グ サ ",' ケ 3 アユノノ、ナ P ラピ

11 '" ナ フ 2 ム カ ?ゴケ 4 イ ヌ ? ア ピ?

18 ヰノ 亡E ヅチ 8 7 ð< 可否iI ::f カ 9 71- ;1<ミ yψ ナラ

21 m' タ y ヅ}]/ 15 ア カ y 14 グ .>、

23 セ y エ Y サウ ]7 、、‘ エゾ b キ 16 イ 占認 ド

24 カラマよY サ t; 19 7 "" V' ロ セ yノウ 22 グ サホ・担 ". 

34 キ Y ミグヒキ 25 ゴェ t; アケピ 27 アヲ Y グラアゲ

35 d、、 ピイ ヲー コ. 26 ミ~ バアケビ 29 ト ワア ""';1 ョ 'IJ -v

38 ~ チ V' !38 アプラチヤ y 33 ノ ~/ ツヰ

39 キ ，;)'ム ヨノ 口 30 ウ y ギ 37 コ 三/ コ. 

40 ノ イ >'"ミ フ 31 タマアヂサヰ 4L キ イ チ =t' 

42 7・ J、 V ロイ ザーコー 36 十 句'" 7' キ 51 7 '1' 

44 ワ ν 毛 1日 ~/ 45 毛J 宅 ~ ケ 59 ;)J，レ~/メ毛 1" キ

52 _，、 ギ 48 ヌスピ ト ノ、ギ 83 イヌヤマノ、グカ

53 グ フ、 49 -p ブ. .マ メ 88 九亨'/ カ ヅ ラ

57 じ メ _，'、 ギ 54 ナ Y テ:/ _，、ギ 89 ア ヵ l '1・

58 タカ ト t; ~イ 60 Y リ 7 'Ì・サ~/ 90 3え b カ ヅ ヲ

62 ヤプカ フ ヱJ 65 タチグ，};' ^ミ ν 93 ヵ- 「ヨF y、 、司

75 ヲカトラ ノヲ 66 ケ-" Iレパスミ ν !l9 ヤマミ/ロギグ

77 ユ/ Jj: 宅J 70 ーマ ~' 100 さ/ラヤマギグ

81 i' 『ヨ， _，'、 グ カ 71 ノ )J." ナ 106 じヨド リ バナ

84 アキノタム ラ サ亨 86 ヨ~ 1~ A V' ラ 110 7 キ

95 Y リ カ・ 4、ニ ν~Y 104 b メ アザr ミ 131 サルトリイバラ

96 ホ タ Jレブ内グロ 114 ヲヤ マ，Jずグチ 133 ヤ マノ イ 宅

98 ヤ マ ヨ 宅 ギ 116 ヤマ力屯，;;- V' サ ]:::4 Jl- ーー ド '" ロ

105 ヤマ アザミ 117 サ イ ドガ ヤ

107 セ Y M Y ート リ 120 チヂ 、.、畑 ザ?サ

108 争← グ V サ 、Ij 123 オホアプラススキ

111 カ ~l y ナ 124 サ ノ、 ^ ゲ

115 ヌ カ 古ず 125 じ カ ゲス ゲ

118 アプラ ススキ ]26 』認 i/ 'ﾌ' サ 、y

119 ス ス キ 127 デ Y ナ y セ ~J

121 ア V ホ・ y 129 ?i< ~;ギ;};" t; "" 

128 ツ :1- グ -l)' 132 三/ ホ す

34 34 25 
討pecies

(-h
L
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係ぜしめたる 植物の分類

c!assified into the habitll乱1 pallnts of ea白b specie~. 

理主 5iU IIた 中直 裁 lJ1: , 海 中直 樹 Tt干 下

A B C 

Ind. Pbnt names Plant n即nes Plant names No. No. No. 

6 h メ ミノ 9' 1 グ サ コ. ケ 4 I .;ヌワラピ
10 カ ';/ ノ、 5 へピノヰゴザ 9 I Jl- *ミヅナラ

11 =ョ ナ フ 7 b ト リ毛ノヅ カ 16 イ 』認 ド

告l 21 ,}-;' �< ν ヅ Jレ s フタワ';/ :f ヵ 22 グ サ昔( -3完 コノ

23 セ Y ニ Y サウ 15 ア カ y 27 プヲツヅラ 7 ")' 

24 カ ラマ Y サ YJ 17 、ー町ー. ヅ b キ 29 1. ~ ア V ミノヨt; .... / 

34 キ y ミヅ b キ 19 7 '/ >;川口 -" y ノt; 33 ノ YJ ツキ

35 へピイ チ コ. 25 ゴエ 7 アケピ 37 コ ュ"
コ. 

30 キ i/'ム 毛ノ ロ 26 ミ y バアケピ 41 キ イ チ コ. 

40 ノ イ Jパ フ 28 アプラチヤ ν 46 コゴメt; y ギ

42 ナノ、三ノロイチゴ 30 Yl y ギ 47 ヰ、 ム ノ ヰ

43 グ ーマ イ チ コ. 31 タマアヂサヰ 51 フ づ'

44 ワ 1ノモ カ t; 32 サ ρ アヂサ牛 59 !!> )レ Y) メモ ド キ

5:J グ ;ズ 45 もノ 屯 ク ケ 61 ノ プ !l: t; 

58 部カ トt; ~.ィ 48 ヌスピ トノ、 ギ 73 、・、. y・ キ

68 ア キ >;‘ 、、、 49 ヤ プ ーマ メ 88 へグ Y 力 ヅラ

75 ヲカ ト ラノヲ 54 ナコノテ y >.....キ 89 ア カ ヰ

80 ナ ギナタカウ グユ 60 クリ 7 ;j、 サウ 90 ス b カヅラ

81 ヤマ ノ、 グ カ 64 エ Y ス 、、旬 v 94 ヲ コ へ事J

96 ホ担 Jレプグロ 65 担 1- Y オf スミレ 99 ヤ 7 毛ノロギグ

98 ヤマ ヨ モ ギ 70 ヤ ー有r せ リ 100 き/ラヤマギグ

105 -j> マアザミ 71 ノ ~. ケ 101 ヲ ケ 7 

119 ス ス キ 72 勺マ J ミ~ ;1'{ 106 b ヨドリバナ

128 i:l :r. グ サ 85 イヌホホ ::/キ 110 フ キ

87 グ 2レマム>;・ラ 131 サノレトリイ バラ

92 
一

>、 ト =ョ 134 オ
一
ドコ ロ

104 b メ アザ 、、

113 ーヤ マ ホ・ グ チ

117 サイ ド ガヤ

120 チ ヂ 、、 ザサ

122 ア グ マザサ, 
123 オホアプラ又スキ

125 ヒ カ ゲス ゲ

] 26 占認 カ・ 4、 サ 可

129 タ ウギ市・ち，';/

24 35 26 
. 
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自~5 表 C続~コ

格列 J民植栽 11豆 、 天然生澗楽樹被下

A B C 

Ind. 
Pl国1t 口ames P;aul rames Plant n九，n19SNo. No. No. 

21 ホ・ タ V ヅ }v 1 グ サ コ. ケ 12 ケ ー← キ

23 セ:/ = ';:./サウ 7 じトリ シヅ カ 14 グ >, 

24 カラマ少サt; 8 7 �< 9 シヅカ 16 イ 』完 ド

38 y ザa ~r 官 13 カラ ρ ナサ t; 22 グ サホ・タ ユ〆

40 ノ イ F{ フ 17 、、ー. ヅ じ キ 27 アヲ Y ヅラ 7 ゲ

42 ナハもノロイチコ・ 19 7 'V lr ロセ y ノウ 29 トリア'V'Vョウ 7

44 ワ V 宅 カ ちF 25 ゴエフアケピ 33 ノ 守 クギ ムー
53 IJ フ、 26 ミ Y バアケピ 41 キ イ チ ",. 

75 ヲカ トラ ノ 7 28 アプラチ← v 51 フ ゲ

76 τ3 ナ ス ピ 30 勺 ツ ''r' 61 ノ フ・ r;.o 宅J

80 ナギナタカウタユ 31 タマアヂサ牛 69 勺 ::r ギ

81 ヤ "7 >'、 グ カ 45 ジ 宅 y ケ 89 ア カ 司、

84 アキノタムラサ t; 48 ヌ z ピ トハギ 93 カ、
ーョF メ 、、

96 ホタルプグロ 54 ナ y テ y ，).、ギ 94 ヲ 士主 へ奇/

108 ー← IJ る〆 サ t; 56 サ 〉〆 lz TJ 99 ヤマ V ロギグ

128 ツ ニL グ サ 60 9 リ 7 -i、サ TJ 100 V ラヤマギグ

65 タチ Y ホ・スミ ν 101 ヲ ケ フ

66 ナマノレバスミ v 106 Eユ ヨ ドリ バナ

70 十 ーョF ~' 109 アキノノゲヂ

71 ノ r;.' -7 110 7 キ

72 TJ "7 ノミクバ 134 )1- ーー ドコ ロ

74 戸ナ イ カ 亨?

85 イヌホホ y・キ

86 ヨ~ 7~ ム ?J‘ラ

91 
ミヤマ 'IJ グ・じスカ ?J‘

フ

92 
一

.)、 ::r 

102 �< .マ ア キ

104 じメ アザ 、、

112 主Z t; b 1レ' y 
〆ー

113 ヤマ ホ・ グ ザー

117 サ イ ド、 ヵ・ ヤ

120 チゲ 、、、 ザサ

122 アグマザサ

125 じ カ ゲス ゲ

120 占露 カ・ 4 サ t; 

127 テ y ナ v セ t;

129 タ t; ''r' オヂ TJ 'V 

130 ヤ プ 7 ユ〆

132 るノ ホ ラ'

16 39 21 

-Notes: The index number of each species COl'l'esponds to tbat of hble 3. 

A=Species which predominates in sunny l,abitat B=Sp巴cieョ wbich predoruinatcs 
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将l 県占 ll~ 中直 栽 1~ 

A B C 

1ml. 
Pl山北 nanlC9 Plant name~ PhUlt names No. No. No. 

6 i t メ ヨノ ダ 1 グ サ コ. ケ 22 グ -l}" llt"タ る〆

5 へピノヰゴザ 27 γ ヲツ ヅ ラフザ

21 ホ・ 3認 :y :;;・ 1レ 7 b トリ ;y :;;・カ 29 トリア シミノヨ iJ .... 

24 カ ラ.... :;; サ TJ 8 7 ð< ~;y ヅカ 33 ノ ウ :;>ギ

34 キ y ミ グ b キ 15 ア カ y 41 キ イ ザー ",' 

ーえ
38 P 、 チ V' リ 17 、 ヅ じ キ 46 コ コ・メ iJ :;;ギ

39 キ ミ;> A シ ロ 20 サラ v ナミ/ヨ iJ .... 51 フ づ'
40 ノ イ >マ フ 25 ゴエ t; アケビ 55 イヌザ v セウ

42 ナノ、シロイ チコ・ 26 ミ~ 7-{ アケピ 73 、、、 ヅ キ

50 :;; yレ でヨF メ 28 アプラチヤ y 79 』疋 宅J >{ 9・

58 �< . カトウグイ 31 タマアヂサヰ 88 へグ Y カグラ

63 オ 1- ギリサ t; 48 ヌスピトノ、ギ 89 ア カ 司、

81 十 「ヨF ~、 グ カ 49 γ ブ. てF メ 90 ス b カ ヅラ

54 ナ Y デ:y ~、ギ 93 ji .マ f 、4‘ 

56 サ ユ〆 セ iJ 99 ヤマ V ロギグ
60 Y リ 7 ヰサ iJ 100 毛ノラヤマギグ

65 タチ 7 ホ・ λ ミ v 101 ヲ ケ 7 

67 アナポノスミレ 109 ア .キノノグ v

71 ノ ~. ケ 134 古
ー ドコ 口

74 F、ナ イ j} ~. 

78 ム ラサキ v キプ

82 F ロバナ巳キオコ V

86 ヨツ同ム y・ラ

92 
一

ノ、 ト コ

97 j' Jレニ:y '" :y 

103 宅 、、、 ヂヵ・サ

104 h メ アザ 、 ミ

113 ヤマ#ずグ チ

120 チ ヂ 、、‘ ザ サ

123 オホアプラス λ キ

125 b カ グ λ ゲ

126 �< カ・ 4、 サ 'IJ 

129 タウギホ・ 'IJ ;y 

132 毛/ ホ テ・

13 34 19 

~n shady hbitaふ u=Species which is ditliclJlt to classify its chal'actel'istic lJabitat. 
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第 3 表よ れ 各匝別に其r.r~ に J見出せる他物の1mの組数J泣1i~現度 III 以上の極数を表示すれば

第 4表の如し。

第 4 表 各試験匝内に主見出せし植物の組数

Table 4. Nllmbel' of species found in each plots. 

P4t3司1法lAFn揃ltl e;ldk事 相自 4;';: 1瓦 機列 !Ik ホl百数 l~
洛~ ~;公林 -f

d 初ar4校ca 下in 天N然at生ux 11tl楽樹aJ1 C帯l 下
~P~ 附 i伏楠裁底

a1 stancl in Uncler-pl:tnlati(ln 
也、 Larch forest strip-Ip,lloatns tMion sh iiJEpplloants tation plot 

続の総数
Total nl1mber 93 85 76 66 
of species 

72現皮 ]ff 以上の
も の 23 7 4 1 No. ofsp. sbowing 
constancy 0verml 

第四表に就て見るときは比較的原野に近き植生紙態を示せるカラマ ツ林に於ける趣数最大に

して，クヤキ列j伏植栽Ibtのクヤキ植樹郁之に次ぎ、 クヤキ列fUç純栽匝天然生澗葉樹帯. ヲ ヤキ勃

j伏植栽匝の 1 1聞に減少す.此傾向は常現皮 III 以上の柾Hて於て特花瓶著怒るを認む。恨に極の22J

配的分布傾向の明き環境程!原野植生に近きも のとイ限定すれば.賄J伏植栽[~は最林内的にして.

クヤキ列j伏植栽匝は柏原野植生に近し、 然りと!J1jt之を裸地又はカラマツ林iと比すれば遁に林内

植生I亡近きものゑることを推定するを得。'* して然りとすれば陽性の植物の種教はカラマツ林

に於て最大にして タ ヤキ製i欣植栽匿に於て最小なるべき迎な り.此閥係を吟味せんと欲し.各

~\験匝に現出せる植物の極の全部につき 、 設砲の各今が普通最旺盛主主る生活を営む讃境の如何

により τ 、 Å，原野.路傍若しくは之陀類似する環境を好むもの ， B ， 林内 . 庇陰若しくは之

lて額似する環境を好むもの . C ， 特に環境~I"J It.特徴を認め要j~ きものの三極に大目IJ して分類せ し

Ir.第 5 表を得?とり。 更に進んで・現出せる植物の極般の毘

キ出~}伏植栽匝 fr.現出せざる植物が他の lilli域に於て如何なる J伏態を示せるか. 叉クヤ キ賄 j伏植栽

匝に現出してカ ラマツ林内に現出ぜざる植物が他の匝城K於ておl何主主る j此態を示せるかをl吟味

ぜんと欲して製表せしに第 6 表及第 7 表を得たり。 l

是等第 5 表)~至第 7 表の結果を総括すれば第 8 表の如 Lo

第 8 表 I亡っきて . 位の全部に就て見れば陽性の植物はカラマツ林i句 lて最大に して . クヤキ列

j此植栽匝のクヤキ植樹41存之に次ぎ. クヤキ列}/え植栽匝天然生澗葉樹~1!l ， クヤキ貼j伏植栽匝の順

t亡漸減し.叉l(í性の植物の現 11\ 1伏態は全然之と逆の傾向の存在を示せるを認むる を得。 ::j，えにカ

ラ守ツ林内 Iて現出してクヤキ鞘j此植栽1~ 1r.現出せざる植物の鹿K就て見れば. 其 50% 内外は

陽性の極に麗し、 ク ヤキ貼紙植栽匝に現11\してカラマツ林内 K現出せざる麗の過牛は林内的の

喋境を好む極に属す ること，主主列j此植栽11î!は是笥:雨者のr.1:1問K相賞することを認む るを得ぺし口

.k 
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第 6 表 カ ラマツ林に現出して ク ヤ キ見1i j伏植栽匝に現出せざる植物の常現度

トロ4 

且.

'" 同
z 
。

“ 。

3 

4 

9 

10 

14 

16 

18 

19 

23 

30 

35 

36 

37 

44 

45 

52 

53 

5; 

5!l 

62 

66 

70 

75 

Table 6. CODstancies of species which appear in larch forest and 

no七 in tbe uD�er-plantation plot. 

卒事
磁宮蕗楽松林下 機列州側 器列llHi制裁隠

名
rzCC113 3 位L キili f.!t� tiW 下 ~~計四認E 奇字下
5sEg 4 ・ Larch P lnnt crl 町肌 1 1\ 1 N'叫UTnl stal1fl in 

Plant naJlles ユ a.1 forcst 叫rip- pplloatnutIon 叫rip -pI州lot:i凶 iOl】
82 cC3 . 130佃

ム カ デ ゴケ B I 

フユノノ、ナ ワラ ピ C I 一

イ ヌ ワ フ ヒ. C I 1I 

オ ホ ミ y・ナラ 。 I I 一

カ シ ." A I I 

グ ，、 。 I 1 

イ 」奴 ド C 1I 11 I 

牛ノ ::l グチ A 1 

7 ;y ?1'ロセ y ノ ウ B I I I 

セ ユ/ ニユノ サ ψ A V I 1 

ちF y 、 ギ B I 1 I 

へ ピ イ チ ",' A III I 

ー← .... ブ. キ B I 

::l ユ〆 コ. C I 1 

ワ ν 屯 カ ウ A I 1 1 

き/ 宅 y ケ B I I I 

ノ、 ギ A I 

F 7~ A IV I I 

じ メ ノ、 ギ A I 一

y )レ t; メ屯 ド キ C I I 一

ヤプカ ラ シ A I 一

ケ .... )レ パ ス ミ v B I I 

ーヤ 『ミP I!:' B I II I 

ヲカト ラ ノヲ A I I 工

機思古7状楠裁lfI

Ullnd er-plan司
tatiOIl plot 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
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0 ロ広同4 4車 名 議袋語持単主 ?容~gl公林下 機列j直j除樹植Jf毅校 l昼 J際列!IHiâ栽1孟 線車内i伏植;1&1&
J悌 下 務楽部I~帯下

同
Larch Under-ppllaont -

。属 Plant 口ames Pln.ne匀 an~a 1n Natllral stancl -ln 
fore3t sLri13-iIJJJIuEMts ItuLion 起trip ，1r1I0JM181tation tatioll 

77 ヱノ J.' Tj A I 

83 イヌ十マノ、グカ C I 

84 アキノタムラサ V A I I 

90S クリカ・;j. ニ y;:;> ，::/ A I 
A‘b 

96 ホタ Fレ 7' グロ A n I I 

98 ヤ マ ヨ 宅 ギ A I I 

105 ヤマ アザf ミ A I I 

106 じヨ ドワバナ C I I I 

107 セ Y 古~ '::/ヤす A I 

108 ヤ グ V サ -g A IV I 

110 7 "'~ C I I I 

111 カ -g y ナ A I 

114 アヤマボ" 'J チ B I 

115 3認 カ ホ・ A V 一

116 ヤマカ 宅;:;> ;;.サ B I 

117 サ イ r :11" 'P B IV I I 

118 アプラ λ スキ A I 一 一

119 ス λ キ A 日I 1 一

121 ア V 古f y A I 一
f -:、

124 サ ~-、 ス. ゲ B I 一

127 テ y ナ y セ守 B I 一
I 

128 y ;1.. グ サ A I工 I I 

131 サルトリイバラ C I I 一

133 ヤ マノ イ 宅 C I 

組 数
24 19 48 

No. of species in eacb p'ots. 

Notes: The i日rlex number of eacb species corresponds 10 tLat of table 3. 
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第 7 表 クヤ キ黙欣植栽匝に現出 してカラマツ林内に現出せぢる植物の常現度

トロUイ4 

CH 13 

。出

5 

6 

7 

20 

39 

46 

50 

55 

56 

63 

67 

73 

74 

78 

79 

82 

92 

97 

101 

103 

109 

113 

Table 7. Constal1cies of species which appeal' in the underｭ

plantation plot and l10t in larch foresむ.

程 名 滋境Ea問 P i R 5 
務楽干主体下

惚列;IH笹栽l疋 務*~HiIHlk植裁医
機械樹被下 築制葉市下

Plant names f'lantei ar町\ in Natl1rnl st叩cl in 
Larch forest atrip-prlloatns bt10日 atripp, lpotatd ntatioIE 

へ ピノヰゴザ B I 

じ メ る〆 lJ: A I 

Eュトリ 号/グカ B I I 

サヲ V ナ V ヨ '1]" B 
一

‘ 
キ 。ム も/ ロ A 1 

コ ゴメ t; :y キ C 
一 I 

y Jレ 句司F メ A 

--! )( ザr ユノ セ 'IJ C 

サ ユノ セ 'IJ B I 

すトギ官サウ A 

アケ ホ・ ノ λ ミ ν B 

、 ヅ キ C I 

ノ、ナ イ カ ~. B 
一 I 

ムラサキミノキプ B 

J提 'IJ )マ 7‘ 。
一

グロバナじ キ オ コ三ノ B 

一
J診、 ト =ョ B I I 

y ，レニ>' 0 >' B 

ヲ ケ フ C I I 

屯 、、、 ゲヵ・サ B 

アキ ノノゲ V C I 

ヤ 7 ホ" lJ チ B I I 

組No.of sppelcoites s iロ each蚊 9 7 

Noles: The imlex number of each species correspou,ls t6 tbat of table 3. 

機1!lt;決柿裁区

Under-1p31lmot -
tation 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

II 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

2:1 
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第 8 表 最泊環境fて閥係、せしめて分摂吃る植物の程敷設其百分率

'l'able 8 The number and the percentagc of number of species 

c!assified to もh L'ee charaβteristic babitats. 

I *思列i決植主J北区| 穆列J伏植栽llif天 | 様店占扶植栽l豆
諜~ ! 溶築総林下 | 熔 楠 樹被予| 然性澗葉樹視庁 l û山内lantation
~ I~a叫 f聞は 1 P~zruzzrつ J;32ぷ?;;ts 1 plot 

g: 1 穏ノ数 I I ;fiJjノ数I 繍ノ数 I :riIJ 
1克一 INumber o fl % 問umberof l % INuruberofl % I 

spemes I SpeC18S SpeC1eS speCles 

ぬ I ~ 134 1 :::6.6 1, 24 
1

28
•
2

1 

1 41.2 [ 
部につきで 什 34 f 36.61 
All species 

Cf 25 126.81 

コ i到 A [ 2-1 卜0 .0 ¥ 

訴訟;:17「-J;下~\
間F177Fiij
iii!iij1A[ -[-[ 

|-l-l 
c I - [-[ 

る種につ 告て
Sp;~ies which app! B 
ear in llllder planta 
tion plot a口d not 
in hlarcb f orest 

35 

26 

11 

同
¥ 45.8 ¥ 

5 '¥ 20.8 ¥ 

¥ 3.4 ¥ 

¥ 22.21 

8 

2 

4 

3 R 

16 

39 

21 

8 

7 

4 

5 

2 

¥ 21.1 1 

1

5
1.
3

1 

| 川
| 羽 1 ¥ 

[36.S[ 

l 川
1-¥ 

|川

13 

34 

19 

~p ち此の結果よりして亦クヤキ列j伏植栽匝は貼lij伏植栽l亘に比し柏原野植生に近きものなる

も . 之をカラマツネjq'[比すれば林内植生に5[[ きもの主主ることを推定するを得た り。 教に於て更

に準んで各試験 l;lliの植生の類似j仏態を植物匝系の上よ り判定せんと欲し. 先づカラマ ヅ林内 1'[

現出する種に して他の各lilli と共通する極の数を調3!tL. ヨたにナヤキ鮪ifj~植栽匝 1'[ 現トI II -:rる極に

して他の各匝と共通する極の1設を調査し?と る に第 9 表を得たり白

木表につきて ， 最も原野植生花近き植物国系を有するカ ラ マツ林の植生との5lÎ似度を示すべ

き数字 C 及 D 即ち 1; ラマツ林に里見出せる屈の組敢に長}する各試験匝内のカラマ ツ林と共通な

る極敢との百分率1 i位各試験匝内の極の綿敢に岳jす る各試験匝内のカ ラ マツ林と共通なる極散

と の百分率とに就て見るに.問者共に同似の傾向を示し 、 ク ヤキ列j此植栽匝のクヤキ植樹帯.

ク ヤキ列j伏植栽匝の天然生i閲葉樹柑. ク ヤキ賄{附ilÏ栽匝の )1聞に小となれ此結果に於て亦 タ ヤキ

列欣植栽匝は貼欣植栽匝に比し柏々原野植生に泣きことを推定することを得、 三た陀査を も林内植

生の特徴主有するクヤキ瓢紙撤栽1ftの植生との近似度を示すべき数字 F， G 即ちクキキ鞘j伏値

栽匝 1'[現出ぜる程の棉敢に劃する各試験匝内のクヤキ鞘欣植栽匝と共通なる極散の百分率主主各

",. 



ケヤキ主主林試験成絞

第 9 表 jJ ラマツ林内娃クヤキ貼j伏植栽匝 tc'込見出して

他の試験匝に共通なる植物の極敏

Table 9.τh日 relation between tbe number of specie3 in each plot 

particula:rly related to tbe number in larch forest and u1)(lerｭ

plautatioll plot. 

27 

ケヤキ刻;1た

林下

ケ十キ列;伏純裁ケ十キ亨1];築決他殺I孟
l直線 植樹妙下 天然生前i 樹帯下 槌殺 lば

Plantcd U~ 111 I Nn.turnl 5t:1.nr1 In U-ntidoen r-pplloant ta 
hl'c1t forest strip.pll¥lIto.tion plots; strip pl:1.llt.at�l1 plots 

A. 純Total の出~. 数 93 85 76 66 
l1umber of spcci巴S

B. カラÿ!!>林 K35t遁0 1のar純ch盟主~orestI 
No. of sp. commol1 101arch for田t

93 64 55 45 

C. 共遁の総数がカラマアイ本の秘

の総童文に3f3Blr する%
Pel'cel1tage of no. of sp. in B 10 

100.0 68.8 59.1 48.'1 

110. of sp. in larch forest 

D. 共遜の稀数が白憾の租の総数
に到する% 100.0 75.3 72.4 68.2 

PCl'誅tage of 1I0. of Ap. in n to 
!lo. of sp. in ])lot itself. 

E. ケヤキ黒占状植栽 11，証と共祖 ~*in q政
No.of 1s3p10 .common10111idel--PIa- 45 49 43 66 
ntatio!l ])10t. 

F 捕の穏吸が棚氷総裁区の|
約の総盟主に f，tする% 68.2 74.2 65.2 100.0 

PerIaH-E1E1lUer35-e plof 110.Gf rSlFo-t inlLt0 110.of sl}, 
in nnclcr~D)aLlt(\tion 

G. 51与遁の額数が白!品の純の総数
に到する必

48.4 57.6 56.6 ] 00,0 Percentage cf !lO. of sp. in B to 
110. 01' sp. il1 [110t itself. 

試験匝内の屈の初、敢に劃する各共試験阻内の Y ヤキ鮎i伏植栽|屈と共通なる極敢との百分率に就

て見るに一定の傾向のイ子在を認め得ざるのみÍì.ら十、其環境を 明慨に推定し得るが如き1虫学を示

さす沿是等の司王置を基礎として考察するに ， 陽性の般の多き:m境の植物|直系との5!l似皮は環境

判定の指標となるし陰性の極の多き環境の植物匝系との近f(;)，度は場境判定の指棋と しては不

油常なりと云ふを得るが如し . 斯くの如き結果を来せる原因は . 恐らく原野他生に氾き環境に

ありても優勢店11とる陽性の植物の JJ:'E陰下に陰ì!'h性の植物が局所環境tL l1底じて混生するの司王質存

する K 山るものたらんカ、。

;:)C !C千均常現度は其の」環境判定の指標たり得るものにして特に常j見度の高き11J! fC於て其然る

ものなることは林業試験報告却; 3 1 蹴所iÏ& rクロ?ツ林落葉採集試験の成績」に於て指摘した

る鹿なるが. 本試験林に於ても亦問問Jの事質を認め得るや否やを検せんと欲し，各試強 l函の r.! 1

の何れかに於て常現度 III 以上を示す植物を其の各寺の常.D?度と共に摘記し比較岱tJ!任せ しに失

の 10 去を得たり 。
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第 10 表 全試験匝を週じて或試験匝に於て常現度 III 以上を示せる植物名

Table 10. Tbe species appearing with cOl1stancies over III through all plots. 

>-; ケヤキ列!!Mi!i殺 ケヤキ亨IH!た嫡司主1，[J;
ロ且a 額 << カラ-v P祢下 1直事事組:f'JlJ1，'W -F 天然生ìml葉樹俳下 クヤキ思~;Ik~泣裁l直
。

Planted a四" in N:~tl1l':Ù staud in 同

Under-ppll叩ot1-a・z Plant names Lareh fOl'est 日tl'if-plantation stl'ip同plantation tion 。

plots plots 

21 ポ占Z V グ pレ V IV II 1 

23 センニ v サ t.J V I I 

24 カラ-:'/' ))>サ V IH I I I 

25 コ:. :r. 7 アケピ IV 1V 1II 1I 

27 アヲ Y ヅラ 7 ゲ III I I I 

31 部マアヂサヰ I I I III 

35 へピイ チ コ・ III I 

41 キ イ ザ コ. IV II1 11 E 

42 ナノ、 シ ロイチゴ 日I II I I 

53 タ フ: IV I I 

60 Y リ 7 ;;、サ t.J I II III I 

65 ð<チ Y 岩手スミ レ III I I I 

71 ノ タ梯 ケ 1II II 1II 1I 

81 ヤマ ~， グ カ II III H I 

88 へグ Y カ y・ラ 1V I I 

99 ヤ"v ~ ロ ギグ 1II I 11 I 

104 じ メ ア ーグ 、‘ lV II n I 

108 十 グ シ サ 守 1V 一 I 

]15 ヌ カ ホ・ V 

117 サイ ド ヵ・ ート IV I I 

119 ス λ キ III I 
一

120 チゲ 、、、 ザr サ v V IV 11 

123 オホアプラススキ II1 1I I 

125 じ カ グス ゲ II1 I II I 
126 �< カ・ 4 サ 勺 I III 11 II 
134 古

一
ド :J 口 V IV II I 

I く 3 コ I く12) 工 (9 コ I (13) 
車主 す汚 II (1) n 仁 5 コ lJ 仁 8) 1I (5) 

III (10) Il1 (3 コ ll1 仁 3) m (1) 
N o. of species lV 仁 7 コ IV (3) 1V C 1 コ lV (0) 
c!assified nncler V (5) V (1) V (0) V (0) 
Coustancics 仁 0) (2) (5) 仁 7 コ

Notes: Thc index nl1mber of each spccies cOl'l'esponcls to that of bble 3. 

“ 
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本表11:就て見れば常現度の高き極教はカラマツ林に於て最大に して、 ク ヤキ列j伏植栽匝のケ

ヤキ植樹帯、同匝の天然生i問葉樹棺.クヤキ醍jiV，、植栽匝の順とな れ 大砲に於て一理朋の傾向の

存在を認め得たるを以て. 更に進んで・是を綿括して平均常現度を求め、是を極の全部につきて

算出した る数値と劉比するに次の第 11 表を得?と り 。

第 11 表 常現度!惜別極数桂子均常現度

Tab~日 1 1. Frequencies of CODstan口y and mean constancy. 

極ノ全部ニ y キテ 或Jレ-~ノ試験IJI ニ於テ 'ìií.~見j友
S班P 以上ヲ示セ Jレ額二 Y キテ

'ìií' き見皮附 All specics eci田 vaeprpel|l arinRwith constaney 
over JII in any plot. 

Classes of 落葉松
機列11た楠 機列JIた槌捗. 機駄;伏

持写楽佼
機列扶植 機列J伏植裁

I線植Jn栽創de刊lE長k -裁!瓦穆植 1高天然生ilm U相n当d主e一lr忍- 裁I~棒継 区天然生il用林下 樹被下 架糊4格下 ~1'下 樹帯下 楽E叫樹uηtdps下tand COl1stnncy Plfl.ntcd m'，阻 Nnt\lJ'a1 8t削d pbni.a- Plante� nγea 
tipoln impblo-t Larch 11F1I Es-tI Er1i九pt『10日 i14H8HBttalitpio-n Lnrch ill strin- ipn lasntfraitpoa n 

forest 1ion 
forest 

plnntation 
plots plots plot pIots p10t泊

。 41 49 58 68 。 2 5 7 

I 60 65 59 56 向。 12 9 13 . 
11 11 13 13 9 1 5 8 5 

rn 10 3 3 1 10 3 3 1 

IV 7 3 1 。 7 3 1 。

V 5 1 。 。 5 1 。 。

4蛍 数

No. of 93 85 76 66 26 24 21 19 

speCles 

平均 'ìi~. ~見!史

Mean 1.23 0.87 0.73 0.57 3.38 1.85 1.46 1.00 

Coustanry 

此表に就て見れば.種の全部につき て計算したる場合に於ても . 各試験匝の rJ.1 の何れかに於

て常現度 III 以上を示せる極陀就て見るし常に同ーの傾向を永 L 、 平均常現度はカ ラマ ツ林

Ic於て最大』として.クヤキ列;伏植栽匿のうーヤキ植樹帯‘同匝の天然生澗葉樹都.クヤキ賄j伏植

栽匝のj順位となれクヤキ列j伏植栽匝の平均常J見l支は寧ろ クヤキ賄j伏植栽匝の夫陀近きを見
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る。設に於て本調査に於ても平均常現度は環境判定のよき指標?とり得ることを確むるを得た

れ印ち其高きもの程陽性の環境な りと断歩るを得ぺし口

以上記述し来り?とるが如く . 各試験匝に工見出する極の純Jl&の鮪よ り見るも、各植物が普通最

|庄盟主E る 生育を主主す環境に関係せしめて分類吟味するし叉各試験匝の植生の類似j伏態の鼎i よ

P 見る し 叉平均常現度に就て見るも.常に一定の傾向の存在を示 L. クヤキ貼欣植栽直はJ毘・

泊潤にして環境の捜霞Lせらる L こと少しクヤキ列j附削除匝は前者に比すれば柏乾燥せる環境

た り と云ふを得べしo 但其の程度は組f授に して之をカ ラマツ林に比すれば造に林内環境iて近き

ものなることを推定することを得口

(3) クヤキ植栽木の葉の大さによ る比股

同一樹極にありて も葉の大さ.厚さ . 葉肱及東孔の諸度考3・は、環境の乾i品.受光量及び窒素

養料等の多寡によ り て異るものに して.日射弧く乾燥せる環境に生育する樹木の葉は . 之に反

す るものに比して小形にして厚質怠る傾向あることは一般陀主張ぜらるる鹿友 Þ o クヤキに於

て亦同様の関係ありとすれば.用試験匝に存立するタヤキ植栽木の葉の大さを比較することに

よりても雨試験匝の環境を比較吟味し得る理たれ拾に於て雨試験匝より標準木を謎びて其着

生する葉の大さの比i院を試みたり。 而して此駐の研究に常りでは股絡に云へば 「フ。ラニメ ー タ

ーJ 其他の面積測定部械を使用して葉一枚毎に其田積を測定 して比較すべきものなるし斯く

の如き方法を取ることは其要する時聞に於て到底賀行を許さぎるものあるぺきを推 L. 本調査

に於ては葉の最大幅と葉の長さとのfJ~ ({院に形j伏葉面積と名づく)の大小を以て葉の大小を比

較することとぜり。

印ち本章t亡於ては先づ葉面積と形j此葉面積との閥係を吟味し、 其間直綿的の開係あるを詮し

ヨたに各試験匝に存立する植栽木の葉の大小の比較を行はんとすo

1. 葉面積と形j伏葉面積との閥係

樹極を同じくするものにありでは.樹葉の大さの如何に係らすτ. 誕の形j伏は常』て大躍に於て

相似形とも稿し得べきは 日常認め得る現像なりとす。 されば其大さを比較するに首りても皐11[.

其幅又は長さによりて其大小を吟味し得る理なるも.厳格なる意味に於ては必やしも然らす=し

て第 2 固に示せるが如\ .同ーの'肢に著生するものにあ り ても .或は幅狭く して長きもの . 或は

幅蹟〈して短きもの等ありて決して~ll似形とは認め離さを普通とす。されば葉百i積の大小は耳i

k隅又は長さによ りて之を代表せしむ ることは不可能なるい隅と長さとの積印ち形枇葉面積

によるときは比較的共誤差を少から しむるものなるぺきことは想像Ir:: lj1!h力、らざる l起なり。裁に

ー予p
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~t 2 悶 ケ ヤ キの楽の 1~ お悶

Fig. 2. Leaves of “ Keyaki" 

-}j~て列j伏植栽匝第 3 蹴棋iilß木の樹葉につき.其葉面積と }fj欣葉面積とのか!閥 キ係の吟味を試み

?とり。而して本調査に於ては . 葉町積は河田~~指導の下 IL:林製士武田信雄氏が質験せられた る

ヵ-法 . 即 ち樹葉を餐jl等r l亡時架して之を錯墨を使用して「トレーシングペーパーJ Iと沼取 L . í プ

ラニメ ー タ ー」を使用して葉商簡を測定する方法}とよ りて算出ぜり。

斯くの如くにして求め得たる葉商積と形j伏葉商扮との中1 1開表を . _j-.校.中枝.下校別立立其合

併につき表示すれば第 12 衰の如し。

第 12 表に就て見るに、枝葉の治生位置の如何に閥らす-其頻度数は左上より右下陀向ふ劉角

線の周回に集中して現I-U し、問者間には極めて高次の正の相開々係の存在を認識するを得?と り 。

設に於て更に進んで・葉国簡と形秋葉商簡との雨者聞に於ける相関比抗相関係教を計算し.直線

的関係の有無を吟味したるに第 13 衰の如き結果を得たり。
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第 12 表葉面積に fJ する

Table 12. Correlation between (G) area of leaf surface 
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形 j伏 葉 面 積の 1・日開 表

and (g) product of wi�h and length of th白 leaf.
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第 13 表 葉面積に釘する形j伏業面積の相関上七、相閥係主主主立回廊l曲線

の吟味

Table 13. Correlatioll b巴tlycen (0) area of leaf surface and (g) 

product of width and lengtb of the leaf. 

Upper portion Mi中ddle por;ti交ioni| L下ower p01'校tion l | m介izedof 。allll 

相湖 E 号E 
ザG.g 0.99土0.ù01 0.93:1::0.003 0.93土0.003 0.99:1::0.00J 

比 号円1" ザg.G 0.99土0.001 0.99土0.002 0.93土0.003

盟Z数 EEZE Z E rG.g + 0.99 + 0.001 +0.98当ニ 0.003 +0.98土0.003

阿 ;γE お臣 nWG・g-r"G.g) 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 線厨lH!f ? 百

2主 3官
0.0000 2.0291 0.0000 0.0000 

1J;j, S. 

Notes: C間e wllen n(η2_1'2)く11. 37 test for linearity is satisfied for l'egression line. 

第 13 表J亡就て見れば明なる如く J目開比‘相関係数共に極めて高三たにして，其値は殆ど1 .01l:

近< n (ヂー rつの値も殆ど零に近く.雨者聞には明に直線的閥係の存在を確認するを得?とり。

ままに於て更に進んで、雨者の関係式を求め?とるに次の第 14 表を得たり口

第 14 表 葉面積と形j氏葉商積との関係を示す買!段式

Table 14.' Empir旬以 formulas concerlled with (0) area of leaf surfac氾乱nd

(g) product of width 乱nd length of leaf surface. 

tr J験 式
Empirical formuh旧

上 校
Upper portion of C1'own 

G=0.6516g-1.233 

中 校
l¥'IiddJe p01'tion of Cl'口、，vn

G = 0.5807g 十 0.947

下 枚
Lower portiol1 of crown 

G=0.5891g+ 0.760 

15- 1;1F 
Mixed of aU 

G田 0.6293g

..,.. 

,. 
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第 14 表に示せる貰験式によりて求め得?とる算出教と質験敢とを比較劉照するに三えの第 15

表の如くにして.第 14 表の貰験式はよく質上也に適合せるを認むるを得.向此事買を一目瞭然

たらしむる震に‘一例として上. ~11. 下校の葉の全部につきで求めたる葉面積と形AA葉面積と

の聞係を寅験教と釘比して固示すれば第三岡其ーの如 Lo

第 15 表 葉面積の賢験数. 算出数割J!号表

T乱ble 15. Comparison of observed value (G) and computed valu日 (Gc)

from empirical formula sbown in tuble 14. 

形 2

23 
E耳 SB
積同
階 (cm~)

上 校 | 中校|下校
Upper portion of 1 Middle portion of 1 Lower portion of 
cro、vn I cro、vn I cro、vn
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生17翠移玉 巴5 EZ3 

_1:: ;t\く Eド 校 下. 2伎 合 世l
Uppel' portion of Middle portion of Lower portion of 
cro 、vn cro、vn cro、vn J¥Iixed of all 

E耳え

I Gc I ム I Gc I ム I Gc I 程階f (2cm1 t) G G G 止〉 G I Gc I ム
75 46.5 47.6 -1.1 46.5 47.2 -0.7 

78 51.0 49.6 十1.4
一 一 51.0 49.1 + 1.9 

81 51.0 51.5 -0.5 一 一 51.0 51.0 0.0 

84 57.0 53.5 +3.5 57.0 52.9 +4.1 

87 57.0 55.5 +1.5 57.0 54.8 +2.2 

90 一 57.4 一 一 56.7 

93 54.0 59.4 -5.4 一 一 54.0 58.6 -4.6 

百十 十 14.6 十 4. 4 十 5.2 +13.3 

-14.7 - 5.0 - 4.6 一 13.4Total - 0.1 - 0.6 十 0.6 - 0.1 

Notes: G=area of leaf sl1rface (observed value) Gc =Compl1ted ,,,l l1e of G 

g = (width of leaf surface) x (length of leaf surfare) 6. = G - Gc 

次に第 14 表の質J段式陀就て見る t亡、校俸の着生位置の如何を問はや常に直線式を示せるこ

とはよく一致するも .其常教は必歩しも一致せや.而も形j伏葉面積零の時K於ても葉商積は零

とたらやして迎論上不合理なる揚合あるも之は供試の葉1止の少かりしに基くもの L 如し。この

ことは上. ~ド.下各校tて著生せる葉の全部~合併して求め得。?とる質醗式がよ く理論式と一致せ

ることによりても推定するを得べし白斯くの如く業面積と 71~i伏葉面積との聞には正比例的関係

の有ーするもの友るにもせよ.其枝僚の着生位置の如何により関係式の常教が必十しも一致せざ

るものなるに於ては.股絡なる意味に於て形fU(葉商積の大小を以て葉?肢の大小を云々すること

は不合理なるい其偏差が大ならざるに於sては質!日 I二大なる支障君主かるべき迎なり口教に於て

樹冠のj士、中. 1'. 各校に著生する葉の全部に就て求め得?とる算出数と上.中. 1'. 各校のJf:b

j伏葉商積の質験数との間 IC如何たる程度の偏差が存するやを吟味せんと欲し之を固示するに第

3 国其 2 の如くにして.其偏差院比較的小にして云ふに足らざる程度のものなることを確むる

主得たり。此結果よりすれば形j伏葉面積の大小を以て葉面積の大小比較11:代用するも大なる訣

なしと云ふを得べ Lo

ii. 各試験匝に於ける植栽木の葉のえさの比較

前簡に於て詳越したるが如く、葉面積の大小は形j伏築面積を以て比較するも大たる誤なき結

論に到達すべきものなることを確むるを得たるを以て.本調査に賞りでは形j伏葉面積の大小を

以て比較吟味すること L ぜりロ然り而して其調夜r活りでは棋r1~木として，列北~植栽iι 里山j伏

植栽I~の各々につき植栽せるクヤキの中、上居林冠の構成に参奥するもの各三本.下居林冠の

緋成 t亡参~するもの各三本、合計各六本を濯び、更に各標準木につき上枝、中校.下校の各部

分より桜町準枝を採取し.其標準校に着生せる葉片の全部につき形服薬面積を調査せり。斯くし



、司

主E

前

民
4
・

刑
制UHL

O
H
V町
笹
川o
mw

(

G

)
 

crn'2 

ケ ヤ キ 1 治林試験成訂i 39 

第 3 圃其 1 葉面積 i副総圃
Fig. 3. 1 Relation bctween “ Form :,rea of 
leaves" and leaf area. 

G= 0.6298 す

G-= O.6298g 

10 

Jl長 j決議而絞
Form arca of leave丹

(g) �ll2 

第 3闘其 2 葉面積 l曲 線 国
Fig. 3. 2 Rehdion bei ween “ Forlll are" of 
leaves" and leaf area 

薬

面

Cl- = O・ 62989

積H
LOP
町
P
Z
P 九 #IJ III ustra tion 

。。。 ょ桔実験欽 Upper portion of rOWl1 

+++ 中枝実駿奴 Middle portion of crOWl1 

~~()下核実験敬 Lower portion of crown 

(

G

)

 

cm'J 

7診 J決議前積
Form area of leaves 

(g) cm~ 
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第 16 表 (1) 形 j民 業面積 階

Tl1bJe 16. (1) Frequency table concerne� ¥Yitb g 

討7l1}伏移1「2 Q 8 。ω 
3'U J1た 中'iIi

Plot of 

上 崎 オミ Domil1tl.nt lr巴cs
I可 sキョ
右足 σ司

No.l No.2 No.3 
Total of 

1I皆 No. 1.2.3 

j二 I.� 下 I~ ~þ 下上

cm~ 校 核 校校 校 校校 M校.p.c. 1 L校・P ・c.IU校.p.c.[ ]\f校.p .c . [ L校.]' U.p.c. 1I1.p.c. L.p.c. 1 U.p.c. lI1.p.c. L.p.c. [U.p.c. 

。

3 1 1 1 1 

6 4 4 

9 3 2 4 1 6 “ 。 4 10 

12 1 6 1 6 1 9 2 21 

15 1 3 3 1 9 4 11 の“ 8 23 

18 2 8 6 7 1 10 11 3 18 24 

21 3 3 12 1 6 11 2 7 19 6 15 42 

24 1 11 8 3 2 11 3 19 13 7 32 d旬。~

27 3 10 11 6 9 12 1 11 12 10 30 35 

30 4 7 9 3 4 9 4 9 7 11 20 25 

33 1 10 8 9 13 4 14 11 1'1 33 32 

36 15 12 2 1 9 8 1 9 4 17 30 14 

39 10 8 4 5 7 4 4 9 4 19 24 12 

42 11 7 7 1 6 8 2 5 4 14 18 19 

45 3 2 4 1 9 4 9 3 13 11 11 

48 6 8 4 1 5 7 5 1 1 12 14 12 

51 6 8 1 6 10 3 “ 。 1 14 18 5 r 

b生 4 1 1 1 10 3 6 1 11 12 4 

57 3 4 8 7 2 6 2 12 13 2 

60 4 1 1 7 2 12 16 8 3 

63 4 4 5 5 1 6 15 9 1 

66 1 2 、 1 5 5 6 7 1 

69 1 1 2 8 1 4 7 9 1 

72 1 3 2 2 4 

75 1 1 1 10 2 4 11 
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別度 数 分 配表

(product of width and lcngth of leaf surface). 

stl'ip-plantat栽ion Mf 

被 ru~ 木 Oppressed trees 

No.4 No.5 No.6 Tota! of 
No_ 4.5.6 

r� 下 上 上 中 1; 

U.校p.c. I J\I校. p.c . I L・校P・c . I U.校p.c. 
校 校 校 中 校 校 技 技

:M.p.c_ L.p.c. U.p.c. :M.p.c. I L.p・c . U.p.c. lII.p.c. L.p.c. 

aのd 2 、

2 8 2 1 ' “ 。 6 2 9 10 

1 4 4 7 3 3 3 6 4 1<1 13 

1 14 1 11 6 。 7 ]2 10 19 32 

2 、 9 16 1 14 17 11 24 20 42 54 

4 8 9 3 s 11 22 26 18 46 43 

7 11 10 6 21 13 12 17 26 の“uに 49 '19 

9 14! 19 7 12 12 17 16 28 47 47 

6 19 16 14 15 15 6 13 35 30 44 

16 7 G 16 10 3 12 9 35 29 25 

12 8 5 7 ・ 12 8 12 6 8 31 26 21 

s 3 10 5! 円 10 “ 。 28 16 10 i 

3 8 2 4 8 4 5 2 12 18 6 

6 6 4 7 4 7 2 17 1:3 6 

4 2 3 4 3 2 1 10 5 4 

6 υ 戸 2 4 3 g“ , 3 1 13 8 5 

4 3 4 dの凶 2 1 10 6 

3 “ 。 1 5 1 1 1 9 3 2 

1 5 1 1 3 6 5 1 

4 1 4 8 l 

1 3 3 1 

1 “ り 3 

1 3 4 

2 1 4 6 1 

2 

3 3 
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i3;決2jJi5店c 
事リ f伏 中直

Plot of 

I百三 上 Eま 木 Dominaut trees 

:m 同
No.1 No , 2 No.3 

Tota! of 
|省 No.1.2.3 

上 中 上 上 下 土. 中 下

Clll~ 技 IVI校.p.C. オ主 枚 M.校p.c. i L.校p.C. 校 校 1交 校 校 校
U.p.C. L.p.c. U.p.c. U.p.c. M.p・c. L.p.c. U.p.c. M.p.c・ L.p.c. 

凬. 
78 2 3 1 3 3 

81 4 2 1 5 ‘“ 1・

84 1 4 5 1 6 5 

87 1 1 1 1 

90 1 2 2 1 

93 1 1 

96 3 3 

99 

102 1 1 

105 

108 

111 

114 

117 

120 

123 
F 

126 

129 

132 

135 

138 

141 

一一 一 一 一一
言「

Total 85 117 88 67 143 125 87 103 ]21 239 363 334 
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込ー I~ 
stri p-plantation 

被' Ill~ オミ Opp町田ed trees 

No.4 No.5 No.6 Total of 
No.4ふ6

上中下

u ECLEfcLi iui 
中 1て

校校校 U.校p.c. I M.校p.c. 1 L校・pι 3伎 校
U.p.c. I M.p.c. I L.p.c. M.p.c. L.p・c .

1 1 

1 1 

1 1 1 1 

ー唱

一一一一 一 一

102 130 118 112 153 109 127 112 147 341 395 374 
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7isg s z 
i伏
五日
I訂。炉、
右't

l 階悶 No.1 

上 中

C113宮 校 校
U.p.c. M.p.c. 

。

3 

6 

9 M ‘1・ 3 

12 1 

15 5 6 

18 4 5 

21 
M ‘' 5 

24 9 υ 10 

27 2 14 

30 7 10 

33 9 

36 10 11 

39 5 5 

42 4 8 

45 2 9 

48 4 4 

51 6 6 

54 3 4 

57 3 5 

60 4 2 

63 2 

66 2 1 

69 4 

72 4 

75 4 1 

林業試験報告 第 三 十四 EbE

上

下 J: 
校 U校.p.c. L.p・c.

1 

4 5 

5 6 

11 1 

11 8 

12 8 

7 8 

11 G 

9 5 

7 9 

巴。) 9 

8 6 

5 13 

2 4 

1 9 

1 5 

5 7 

1 6 

1 2 

1 4 

2 

1 4 

2 

3 

第 16 表 (II) 形枇葉面積階

Table 16. (II) Frequency table cOllcerne<1 ,yitb g 

欧 f伏 櫨
Plot of under-

l奇 木 Dominant trees 

Toblof No.2 No.3 No. 1.2.3 

中 下 上 下
校 校 校 M校.p.口 .1 L校・P・c . 』支 校 校

M.p.c. L.p.c. U.pι U.p.c. M.p.c. L.p・ c.

2 1 3 

町巴J・ 6 2 10 6 17 

4 6 2 。巴J 7 9 10 17 

6 8 8 7 14 14 14 27 

16 7 6 13 15 12 35 33 

11 8 10 9 11 22 25 30 

23 11 13 12 9 23 '10 32 

8 9 16 14 18 27 32 34 

12 13 24 6 15 32 32 :J9 

13 16 12 13 14 24 :)6 39 

18 12 7 7 10 25 35 29 

11 7 7 7 8 26 29 18 

15 9 10 5 10 21 25 27 

11 9 18 10 l6 35 29 20 

4 14 11 11 7 17 24 ，の23

5 2 9 7 3 22 16 6 

4 4 1 7 3 12 17 8 

2 2 8 4 5 18 10 12 

5 2 6 4 1 14 14 4 

2 3 2 9 6 1 

1 5 4 11 5 1 

1 1 1 υ , 3 

2 1 のM 9 4 1 

1 6 1 

1 1 2 s 4 

v 
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別 度数分配表

(proc1uct of widLh and length of leaf surface) 

裁 1劜 
phntation 

被・ 膝 オミ Oppressed trees 

No.4 No.5 No.6 
Total of 
No. 4.5.6 

上 中 T-
校 校 L.校p . c. 1 U.校p.c. M校.p.c . 1 L.校p.c. 校 校 校 U.校p.c.IM.校p.c. 1 L.校P ・c.U.p.c. M.p.c. U.p.c. l¥Lp.c. L.p.c. 

1 1 1 1 

1 5 1 1 1 5 

3 6 1 3 3 6 4 

1 5 。、， 1 4 4 6μ 予 9 7 

6 11 9 1 1 2 9 7 17 19 

8 11 3 1 5 4 4 10 13 16 18 

9 9 9 5 2 10 3 6 14 17 17 33 

13 12 2 d。“ 5 8 7 8 10 22 25 20 

13 6 9 2 4 7 4 8 16 19 18 32 

12 10 10 。 6 10 7 12 10 25 28 30 

11 7 3 7 14 14 10 32 26 23 

6 1 8 11 5 I 10 10 4 10 27 10 28 

7 7 2 8 5 I 7 13 14 υ v 28 26 14 

6 10 4 7 3 I 7 8 6 8 21 19 、 19

7 3 5 3 6 i 3 9 6 3 1¥J 15 11 

8 4 2 7 i 4 6 8 3 16 15 11 

。ú 1 G 6 1 I 3 7 5 16 7 9 

3 1 3 “ 。 4 4 6 3 10 8 7 

7 “ o 2 7 1 7 8 2 16 15 υ F 

1 5 1 1 8 7 14 8 1 

2 凶 3 4 2 2 。“ 2 1 8 4 6 

3 G 4 2 3 12 4 2 

。~ 4 2 4 2 3 s υ P 4 

1 3 3 1 4 4 

3 1 4 6 
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。
}
m
v叫川
淀
川
的
。
同
町

形
欣
柴
田
税
階

県I~ !Ik 槌Plot of under肉

暦 木 Domin>lnt trees 』七

而 ldJMiJιi lde |LildJdJAc idJdJLi
No.1 No.2 No.3 

P 
。
。

Y
A
A

色
町

d
A
U

9
0

"
d

Q
U

Q
O

。
O
Q
υ
0
3

a
品3
4

伎
の
必

v
u 1 

1 

2 

6 

1 

1 1 

~・‘ .. 

7 

内
d

A
V
n
u
n
u
Q
υ

守
よ

4 

2 

1 1 

1 1 

1 4 

1 ε、

“ 1 

1 

1 

2 

1 

3 

96 

99 

0 
~ 

‘、~ 1 2 1 

102 。

~ 
り
M 

105 

108 1 1 

111 

114 

117 

120 

123 

126 

129 

132 

135 

1:>8 

141 

To言t1a・ 1 I 119 

v 

122 1つ:1戸高l~二~-:-I~I~~
Notes: U.p.c.=Upper portion of crown, M.p.c..=Middle portion of crown, L.p.c.=Lower 
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裁 JliK 
planbttion 

4波 m~ 木 Oppressed trees 

No.4 No.5 No.6 
'rotal of 
No. 4.5.6 

上中下 上中下 上 中 下
校校校 校校校 校校校 校 校 校

U.p.c. 1.M.p.c.1 L.p.c. U.p.c. I M.p.c. I L.p.c. U.p.c. I M.p.c. I L.p.c. U.p.c. M.p.c. L.p・c.

1 1 1 1 2 3 3 

2 1 1 1 2 3 3 1 

1 4 1 2 1 • 7 2 

1 1 。“ 

1 1 

4亀】，・ 1 3 1 

3 3 

。“ 1 2 1 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

2 の“ 

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

一一 一一

140 106 87 108 88 101 129 131 119 377 :325 307 

portion oC‘ crowu. 
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て得?とる成績を取溜めて形j伏葉商積階別頻度分配表を調製し?とるに第 16 表を得?とり。

第 16 表に就て見るにクヤキの形j伏葉面積は個拐によりて異るのみならす九同ー個樹の同一

枚に着生するものにありても其大さは極めて不揃にして.本表の数字のみを以てしては其大小

を吟味すること困維なるを以て.更に進んで其平均値を求めたるに第 17 表 l亡示せるが如き結

果を得たり。

第 17 表 平均形 j伏葉市街

Tahl巴 17. Mean valne of g (procluct of wiclth alJ� length of leaf surface) 

列;伏中[在殺 1ば
Plot of strip晴p1autatiou

/[11', i民相栽 J~
l'lot of undeJ句-pl凶.1tatio l1

j間31FjlI[型 l出lvl動31
宣β三己三竺竺竺9一一~~I竺竺竺81恒竺1.士士竺づ.7土竺づづ71竺サづ10づサ~II竺竺づ|ドい川川同2剖制叫山…4“山山s社凶叩土封山1叩08い土2川4“仰6臼2 

暦

木

| 1 l z ;引ト|卜同3鉛制山6ω枇8壮…土
足 f引|ド29別ル…9.8町8註凶土封0叫1印87い土2.243 1 1 却別ル…仕M土封1 吋…仰土封叫3幻叩1口1

長 ;引許十|ドい5臼1 凶叩9…印
|z ;引1 5印0ω枇山…s仕Mω土己叫1ω0仲…31 35.2此山…2::t:凶山土d叫1.5い土0叫印lお51ド山…7.0山0牡土弘ωω削0∞似G叫4 

z f引| ω制叫…壮ω土0小3印6い吋鉛制仇山8:!::凶土封O咋…い土d叫叫2幻山1臼5

~ 1 1 喜 ;引朴|ド51叩s叩0い::1:;0.8 鈎| 一7 十5ωω…土封叫山0ω0.77竹7い::1:;0 叫… 

~ 1 3 1 ;zz;引/2卸9印
吋 1 1;z {引1 2幻町叫一3幻山山7日旧土叫0.6附叩叫6臼仰刊仲2犯4十3]十|卜] 10叩0ω2印4い土封叫山2幻叩1口7十山1十|卜1山2ω9杜土0一47い牡印2幻2幻14

f |同毒 f引朴|ド4“削叫叩8.8枇山…8社凶山…土封訓刈0ω附吋8叩ベ0ベイ十1叫0.5印蹴ベ仲吋6回ベψヤ81十ヤ|ドい3幻7.7土1.3氾1十竺士9] 1 2~叫81 5印0 仕

詰到|同z f引|…60い土0 必矧1い吋 3出…3

7 ロ刊| z f引朴|ド2…“ω0\ド1叫2.2枇2::t土 0.3い土山1.3お3711十←28…い土0.3詑221十ヤ4十い4ω削仇山9引山7:!::凶土叫1ω仰

~ 1 I 喜 ;引1 3岱ω叫…3ω山山9仕M土剖1.0∞031ド臼山5ω0牡土0.7叩別0ω9 1い山山4ω枇3::1:;土 2.4必~71 1十い3ω制叫叩6ω枇0:!::1土剖1.20加イいl卜い]9ω 
みμ1 4 1同2;引|ド鈎仰叫山9.2批2包凶土封0吋……ベ山叶仕

ω00 

t I I 足 f引l 悶0仲0…1 1…9十b出印1川0州…仰土2悶
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列;民 r摘lp 裁 区 思PJIi jlた植栽 Ttik
Plot of Btrip-pb.ntation ot of under-plantatío口

樹 番旬i 。 F 校 主1" 均 標準偏差 霊童英係数 司王 均 楳準偏差 主主~~~係1ìJk

冠 CEω0L 5f4qヲ 2 FV tのu比-。Eφ円L 国W b Eト Mean 
Standard Coeffi口ient

Mean 
Sta口dard Coeflieicnt 

deviation of devbtion of 
級ロ EESr+ 呈比且L (crnヨ) (日) variability (c凶) (cm2) variabil�y 

校上 宮戸 1 3 6。・8 工!::1.唱山川1 噌~O….1:!::0.8081 叫'^・しL工川のM口A 1 55山001 27 .7土1州一
5 校 f 1 21 山841 10.7土0.4い土2.324 一仲0.6土1.0山土2.575

下

厨

z f i 22 … 5\ 9印421 44山6ï
校上 2 戸 [ 川24.0工!::0.692[ 司よi咽・uβエ O.叩490[ 笠48.2工・ 0品川，~ハ刀 一9山土0.655j35.1:!:: 1.648

木
6 z fils4土0ベ 8…い土2.297 40印61\ 16山

♀ z f引|ドいU……7.9川叩一9:ì:凶山…土卦出o似4“帥十4α3 8印

税l 枝上 ヲ戸 \ 30.9工!::O.υ566 1 1 5・5:!:: 0 .告4001 50.2:!::・ 噌1.0町V 山757\ 21.8:!:: 0 叫，9:!:: 0.757
ω FP0 0 1 + 

ぷ'1"
均

。出回己:> 校 ;引ト|ド同23口2…い封洲叩刈3叩附吋07 37.3::!::0 .7… 7::!:: 0.4951 印 1土1 側
品

t.Z151 一

45 1 U4土0.324j 9.3土0.229 j 47 壮1.427。音

32印

Notes: U.p.c.=Upper portion of crownR. M.p.c.=Middle porti()n of crowns. 

L.p.c.=Lower portio口 of crowns. 

第 17 表陀就て見るに.試験林の取扱方法の如何を聞は-t-， 叉樹冠居の位置の如何を問はや

各個樹を通じて上枝陀着生する葉は下校に着生する葉よりも大形なるの傾向あり口特tて其傾向

は列!v\植栽匝に於て甑著なる を認む。 (第 4 闘参照〉

次』亡上唐木と下唐木との関係に就て見る陀.列;伏植栽匝と知AA植栽匝とに於て其傾向を異に

L，列欣植栽匝にあり では上唐木の葉は下唐木の葉陀比して著しく 大にして . 其葉形の大小不

揃の程度も少なる傾向あるに主JL. 貼j附Ttl栽匝にあ りでは. 其差は列!iJ\植栽匝に於けるが如く

大佐ら ざる も上唐木の葉は下居木の葉よりも却て小にして，而 も大小不揃の程度も大たるを認、

む . (第 17 表立立第 4 固参照)。以上記述し~E り ?とるが如く .本試験林のクヤキ植栽木にありで

は較上校に着生する葉程大形たるの傾向あること，註上居木と下唐木との葉の大小が列祇植栽

匝と瓢i伏植栽匝とに於て其比較の開係を異陀することは踊る興味ある問題陀 して.以下是につ

き解様を試みんとす。

元*成熟せる大木にありでは.樹葉lま下校より上枝に進むに従ひて小と友るの傾向あること

は一般に信ぜらる L 臨なるに鈎 L. 本試験地の クヤキにあり では一般の例と逆の傾向を示 L.
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Fig. 4. Mean Jeaf area of “ Keyaki" concern巴d with it's habitat 田ld

sitl1ation of tLe crow日目 .
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一見矛盾ぜるの感なしとぜざるも.是は:xの如き事質の存するによりて其安活性を説明 し得る

が如 Lo 1311 ち佐多ー至が昭和18 &f林業試験場苗岡に於て，鵬 3 分の月j板主使用 して光践の射入

をたらしむる如〈制製せる . 3 尺立方の鳥龍稼庇陰格子を使用し

て . 是等の庇陰格子内及棟地 I亡 、 播屈lとよ り てクヤキ苗各 25 本を養成し.各匝別に全部の苗

木陀着生せる葉の平均l~J伏葉面積を求め.是を平田博士の硯測に係る各庇陰格子内の員の日射

主 、すべき間際を棟地の t • 

量(裸地の日射量に劃する百分率)花関係せしめて，庇陰度とクヤキの葉の大さとの関係を吟

v 
0 反β牡只2要義広去三塁本24

鮫史ぞ盟主る全のぷ虫魁JLo 同町基礎として考祭するに. 本試験方法K

ける が虫如[日l崎き 1程歪度の帯j欣伏皆伐.又は樹冠の疎開地に於ては . 尚未だクヤキの樹葉の生長を阻害す

地の

るが如き程度に 日射量大怒ら古るを意味するものにして.其結果と して上校の葉陸大形とたり

しに悶るものなりと僻障するを得べきか.或は又クヤキは本制査を行ひたる時の年齢~p ち凡15

年生頃迄は先天的に斯る葉商積の配置を有するもの主主りや‘術後日の研究に侠たんとす。

ヨたに列欣植栽匝陀於て.上唐木の樹葉は下唐木の樹葉よりも著しく大なるは. 本試験匝 fZ::於

ては狭き帯j伏の皆f足跡地陀クヤキ首を二列又は三列の列;lkfZ::単純植栽金しものが. 其生長に優

劣を生じて多居林を形成するに至りしものなるにより .下唐木の受〈る光触は主として上唐木

の総業左透過しE反れる弱光跡と側カ・の散光のー部分君主りと解するを得ペく、従って同化作用に
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第 5 園 日射度トけやきノ葉ノ大サトノ関係

Fig. 5. Curl"es relati口g with relative amount of inso1ation 

and leaf size of “ Keyaki ". 
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52. 林業試験報， 1;年 第三十四日是

利用 し得る光棋は上居木に比し遁に微量なるに悶るものと解するを得ぺきカ、。三たに貼紙植栽匝

に於て.下唐木の樹葉は上唐木の樹葉よりも却て大たるは.本試験匝に於ては下唐木の受くる

光線は主として上唐木の樹葉の聞を透過せる散光怒る黙に於ては列J伏植栽匝の夫と異ることな

きい上居林冠の構成花開興するおj種の犬部分が異樹屈なる開係上.其光線の質に於て上唐木

の夫と犬なる相速なじ唯樹冠の各部陀於て受〈る光線の閉さの差が上唐木よりも IJ、なるの傾

向ある K止まる程度のものなりと解するを得ぺきを以て . ~~l:li!!吉宗〔の多寡の支配を受け寧ろ下

居木に於て樹葉大とたりしものにはあらざるなきか。向このことは下唐木にありでは上唐木よ

り も費異係数小平るの事寛あること によりても推定するを得べし白 J;. 

Zえに列j伏植栽匝と鼎i j伏植栽匝とにつきて.其J:居木の葉を比較するに.下校の平均形i/k葉面

積IC は殆ど差異あろを認めさやるい中校及上枝の平均71手紙葉面積は明に列11犬植栽匝に於亡大な

り。叉下唐木に就て見れば明K組ij伏tJf[栽匝に於て大方:るを認む。是等の事置を基礎として考察

するに.列j伏植栽匝の植樹帯 t亡射入する光線量は.島'îiIÄ植え主匝の植栽木に照射する光線量K比

して大なるも.林内環境は見'î i[}、植栽阻に於て寧ろ、適i関紙態にありと云ふを得ぺし。

以上記述し来りたるが如九五LE商蒸殻計による蒸護量の貼より見るし叉林内地表植生の思ii

より見るし叉クヤキ植栽木の葉形の思Ii より見るわ此試験林に於けるが如き遁林方法による

ときは.大面積の皆伐跡地lて造林するものに比 L. 環境を政痩せしむること遣に砂い全林を

油潤欣態に保ちつ L 更新を行ひ得る方法なり止云ふを得ぺし又列j伏植栽匝と車lij伏植栽匝とに

就て見ればき前者は後者 tて比して光線の射入量多\ .較乾操せる王室境の下に行ふ活林カ法なり

と云ふを得ぺ Lo

[2J、森林の取扱及造林方法が植栽林の構成紙態詑

植栽木の樹形に及ほ・す影響

本項の調査に首りでは、直径、樹高.枝下高，立立樹形t亡閲する事項を全林につき調査して .

環境の異る毎に類別比較吟味したり 。一方他1亡列扶植栽匝 rl~ .三列植匝に 1 箇所.思Il初日植栽匝

rf- I林十日中市fと認め得る筒所に 1 箇所.殺到aにして優喬木捻従喬木の本数比較的少く樫木階に毘

する本数比較的多〈クヤキ植栽木の生長は良好なるも樹形は寧ろ不良主主りと認め?とる箇所に 1

箇所.合計 3 箇所の標準J也を設けて.各標準地内に存立する植栽木の直径.樹高.投下高.校角

度、校筏率.樹形の各事項を調査して彼此比較鈎f!百し以て事業貰行上の標準を得ること L せり。

先づ本論lて入るに先立ちて，各標準地内に於ける天然生澗葉樹の林分構成j伏態 tてっきて記述

する鹿あるべし。

(1) 供試の天然生潤葉樹林の構成j伏態

首i項陀於て記述したるが如く，列j伏植栽IIili Iて 1 箇所.賄j伏植栽匝に 2 箇所.合計 3 箇所の標

準地を設けて其林況を調査せり。其各標準地面積及標準地内立木の本数材積.蛇 1 1"ヘクター

戸争
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ルJ 賞換算の本数材積を天然生澗葉樹と人工槌栽のタヤキとに匝分して表示すれば次の第 18

表の如し。

窓i,;ÔG 験試林ミ叫h
m キ十ケ

試験匝別標準地内本数材積一覧表第 18 表

Numb巴r and volume of trees in each sall1ple plot. Table 18. 

ZE 

Total 

2,859 

6.08 

S

A畠
a
a
Z
 

Q
AM
 

, nu 

可
目

ム

l

it
 

片
5
4

0
A
uv
 

au 

80.05 

5,628 

136.61 

95.98 

754 

987 

22.61 73.37 

3主主 ;(E 
Standing in cuch samp1e p10t8 

天然生ir.1;1
葉樹
Nl¥tural 
trees 

52P 嗣 I 本 盟主|
.;:;・i:，弓必 I I Nnmber I 
t11ト 器 I of tre四 | 
5 g_ ~ ~持 I 0.1186 ト一一一一一 l
z 担 5 詰 I 材談
5・司~ ，~~I I Vo1ume 
口市 (fm)

222 

標準地
問積

Area of 

Sttr且p1e

p10t (hu) 

0.1034 

第
一
波
紋
準
地

∞
P

目
立
。
号
E
H

第 18 表に就て見れば、本数は・クヤキ賦j伏植栽匝第二税標準地最大l亡して.同第一誠艇準地

クヤキ鞘欣植栽匝第一蹴棋準地最大にし之花火ぎ、列j伏f直栽匝最小なるも、材債にありでは、

て.列j伏植栽I~之に衣ぎ.見li欣植栽匝最小怒り白斯くの如く本数と材積とが相伴はざるは . 各

樹冠居に属する林水の本数配置のj状態を異にするに図るもの怒るべきことは想像に禁止からぎる

昆なり。今是等の関係を一目瞭然?とらしむる潟に胸高直径階別樹高階別本数分配表を調製した

るに第 19 表及第 32 表其 1 を得?とり白木去に就て見るに.鼎AA植栽匝にありては列j伏植栽匝

に比しIJ、筏にして樹高低き林木多く.殊陀鞘i伏植栽lèti第二就標準地にありでは地木階I亡属する

本数多きこ主、設各標準地を遇して居j伏林と認め得ぺきものなることを推定するを得ぺし。 f占I

比較に便する馬に各試験地別にクヤキ植栽木. 喬木類. i珪木類に匝別して 1 Iヘクター Jレ」首

K換算せる胸高直径階別立立樹高階別の本数分配表を示せば第 20 表及第 21 表の如く.更に是

を闘示すれば第 6 闘其 1 1え其 2 の如 Lo 是等の困表t亡就て見れば.各試験Iflli を遁じて多階多居

林と認め得・ぺき林況を呈せること.蛇各標準地により各樹冠居を品担戎する林木の疏密度rc~m嘗

の差異あることを認むるを得べl-o
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第 1 9 表 )J旬 高直径階別樹高階 別 本
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数分配表〈標準地内天然生 i開業樹)

of the naturally growing trees, standing in each sarnple area. 

「lhu1 11州施。1 13.5 / 14.0 1 14.5 1 15.0 /凶州
I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

49 2.34 

61 3.33 

38 4.83 

6.57 

4 5.38 

1 7 1 9.50 
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1 1 4 10.25 

1 1 1 1 6 11.75 
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1 1 1 4 12.13 
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ざ

I I I I I 1 I I 1 1 I I 1 1 I I 1

1 

I 1 1 I 1 I 20.00 

614141411141313111 1 111 11 111 1 222 
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hc igh色 (m)
Total l¥Icau 

川2.0 1 1 2 .5 [ 13.0 [13.5[14.0 I叫 言十 平均
〈米〉
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heigbts (田) Totall Me:iu 
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474 1 3.92 

124 1 5.51 

16 1 6.59 

8 1 8.25 

3 1 9.67 

11 1 8 1 10.81 

-1 11 1 4 1 11.00 

2 2 1 13.00 

1 1 1 11.50 

1 1 1 13.00 

2 2 1 14.00 

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
14 

1 1 1 11),00 

11 31 ー 1 3 1 ー l ー | ー | ー |ー |ー|ー t - t ー 1 1 1- 1 ー | ー | ー t 1 。
。

p
n
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第 20 表 胸高直径階別本数分配表(一昨[首換算〉

Table 20. Frequencies of trees standing in each sample area, concerned 

with breast height diameter. (per hectarc) 

骨!的向 g 白量
列;民植栽 l亙 42t111eii住地 S県a内Tnl伏pI1l141e11d栽 l直tfb en抗p掠10t準o士f山 S思L占11状岬u植lned栽Merl話-epa2liaEin[二tia1出1i品loI除2r1Iーo百t戸地of S:untrpi le area i口 plot area r i 

of strip-p1a.ntation. er-plantatiort. 

I庄 三 槌工人目E長L 
天N然atu生1':11木 工4人直 ヨ5E1 L 

天N然atu生m1木 工柿人 E目三伊L 
天N然atu占xlJiLl木

筏?ガ 訂~~ドヨ 普悶l' ト。cト4ヨ-トd 計-3吋
階戸

オ殺ミ ヲ出 務菜木i'[iJl吋Z 類木漉 Ef2 p r 栽木2 g 
i木!守 gg吋i 木REEE 裁オミ宮虫 木3喬m 斗話Z 努木泌i 2 草sf 

(cm) ロ 類類fr

。 59 354 413 48 222 1,228 1,672 11 331 2,370 2,414 

2 160 354 514 97 387 1,809 2,293 55 221 5,227 5,304 

4 84 93 228 405 358 164 106 628 199 221 1,351 1,572 1 

6 219 101 76 :':96 183 154 19 356 199 78 100 377 1 

8 :':80 17 17 '114 58 106 164 100 66 22 188 

10 219 59 278 10 126 136 99 33 132 

12 76 51 127 87 87 33 78 11 122 

14 9 34 43 48 48 44 44 

16 42 8 50 48 48 22 22 

18 25 25 106 106 

20 34 34 48 48 11 11 

22 50 59 68 68 

24 17 17 58 58 

26 25 25 48 48 

28 34 34 19 19 11 11 

30 17 17 22 22 

32 10 10 
一

34 11 11 

36 8 8 10 10 11 11 

38 

40 

42 11 11 

言十 ベ 吋 2，859 1 7541 1,7091 3,1621 5,6251 47519,081110,242 Tot.",l 

0-14 987 574 1,029 2,590 754 1,29'1 3,162 5,384 686 376 9,081 10,143 

16-28 。 236 8 244 。 395 。 305 。 44 。

30-42 。 25 。 25 。 20 。 20 。 55 。 55 

Notes: The nUUlber of trees are computed froru table 24-26. 

v 
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第 21 表 樹高階別本数分配表(ーl羽詰換算〉

Table 21. Frequencies of tr巴日3 standing in each sample area, concerned 

with heights. (per hectar白〉

一 列扶植裁]!& f.蕊準地 | 山裁時抗標準I也 ~~I~ ~伏植栽l証第= Ï'J，~標準地樹。 Sarnple ar・ea in p10t of Samp1e area r in p 10t of S込1叩unled aIea E in plot ot-
strip-phntat ion. uncler-p1antation. e1'-p1antation. 

高 23 人目 突然生木
工入E 国 天然生木

工植人もE 包 天N然at 生木
工主 Naluml Ntural ural 

白。ー司・ 言十吋。 言十ト5炉，ヨd 
雪ngμ吋ゐ階 E与 槌包

務トヨ f些 ip E キìli ~
類事-ノl'奇-、 トr2円D ヨ まオ法まt1 曹g 5f 

務木ト店ヨ S木fi gz E '" 栽言 木 5 笑木耳コ宮 裁 g 放木田言(m) オミ 2 お1 m 木 昌 類 2 釘l

2.0 93 455 548 77 ::l19 1,663 2,059 22 22 2,658 2,702 

:3.5 135 2::l6 371 48 232 1,286 1,566 “。 2 33 3,167 3' 0“の“の~ 

5.0 110 245 355 174 126 203 503 55 11 2,569 2,635 

6.5 51 59 93 203 ~71 ~23 493 133 55 63] 819 

8.0 135 84 219 77 106 10 193 166 66 44 276 

9.5 329 4~“ の 8 379 87 87 174 133 89 22““ 0 

11.0 354 93 447 106 106 111 89 200 

12.5 118 101 219 10 193 203 44 55 11 110 

14.0 67 67 10 116 126 33 33 

15.5 2;) 25 135 135 

17.0 8 8 58 58 

18.5 8 8 10 10 11 11 

20.0 8 s 
一

21.5 11 11 

T~tl I 987 754 1,710 3,] 62 5,626 6゚6 10,241 

。-8 186 481 1,029 1,696 647 1,005 3,162 4,814 398 187 9,069 9,654 

9.5-14 SOl 303 81 1,112 107 502 。 609 288 266 11 565 

15.5-21.5 。 49 。 49 。 20:) 。 203 。 22 。 “の“の

Notcs: The nnmber of trees are computecl f1'ol11 hL1e 27-29. 
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胸高直径階別本数分配 I出総;;J;I; 1 第 6 困

Frequency curves cOllcerned with bre国主 beight cli剖neter.
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Fig 6.2 Frequency cur,es concerned with heights. 
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第 22 表胸高 直 径階 別

Table 22. Correlatiou betweeu breast-beigb七 diameter and clear leugth 

\問 Classes of tl.e cJe:tr 

直径\ 0.0 I 0.5 1 1.0 1 1.5 1 2.0 1 2.5 I 3.0 1 3.5 1 4.0 ¥ 4.5 ¥ 5.0 (糎〉

。 2 "Md n 17 7 

“ 。 2 20 19 11 7 2 P 

4 1 5 11 9 5 7 

6 1 2 7 
亨リ

5 3 一 1 

1Ik 8 1 1 
一 1 1 

中直

裁 10 1 1 1 1 
一

JJ!!: 
C52 コ 12 抗I~ 2 1 2 

îI，~ 
え 14 1 

一 1 
1血

戸 16 1 1 I 

唱UsE ] a 3 

戸 18 1 1 
。

R ロ 20。'" 1 
Hロ. 

)CE 3 22 
匂] 1 1 1 1 
。廿

。炉..，
24 1 一

26 1 
メ二

28 1 1 

30 1 一

32 

34 

36 

Total 
38 19 14 6 2 

言「

Mean 
1.6 2.2 一三。凶止Jア 16.7主p: 均



ケ+キ主主林試験成総 O� 

校下高~~\'別本数分配 表

of tbe natural trees, stanr1ing in each sample area. 

length of poJe (m) 
Tota.l Mean 

~1 __6.~j ~.5 J 7.0 I 7.51 8.0 1 8.51 9.0 1 9.5110.0 110.5 
司王 均

49 0.80 

61 1.06 

38 1.43 

21 2.00 

4 2.25 

1 1 7 4.79 

6 2.50 

1 1 4 4.50 

1 1 1 6 5.25 

] 3 3.33 

4 4.50 

2 7 4.14 

1 2 5.25 

1 1 3 5.83 

1 4 5.25 

1 2 4.50 

1 1 9.50 

9 2 “ 。 1 

14.0 16.7 22.0 
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l京
Classes of c1ear 

。 o I 0.51 1.0 11.5 1 2.0 1 2.5 1 3.0 I 3.5 I 4.0 I 4.5 -1 5.0 

。 3 77 59 9 2 

“ 。 4 53 96 44 24 6 

4 1 6 6 4 4 

6 1 5 4 1 

型h

llk 8 3 1 

植

裁 10 υ " 4 

l忍:

eCE帥D コ 12 ~ミ~ 2 3 

一 。炉、

*'~ 14 1 

祝5 E同

i供 16 

地
出 . 
ロ 18 1 1 

Z日1 

?B ?20 同>。>

ep s円p a 
22 6“ 3 

ト... 

巨-

'百。"円4ド
24 ‘d、d 

。~、 26 

E E 28 
事.... 

30 

32 1 

34 

36 

Total 
7 131 163 67 45 16 5 3 9 炉d 13 

言1・

平均
1.1 2.5 4.4 4.4 10.7 15.:} 14.0 17.9 

(cmコ
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length of pole (111) 
Total Mean 

5.5¥ 6.0 1 6.5¥ 7.0 I 7.51 8.0 ¥ 8.51 9.0! 9.5 ! 10.0 !10.5 
言十 主ド 均

(m) 

150 0.77 

227 1.11 

28 1.82 

18 2.30 

11 2.77 

2 13 3.73 

1 1 1 9 5.39 

1 1 1 5 6.30 

1 1 1 1 5 6.00 

1 1 3 1 11 5;50 

I 1 1 1 5 6.50 

1 2 7 6.71 

1 1 1 1 6 6.50 

1 3 。 6.20 

1 1 2 7.00 

1 4.00 

1 5.00 

6 8 6 4 4 3 1 504 

16.0 18.8 18.5 19.0 ベ担 71 14.0 
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\弘事宇\手 Claf白es of c]ear 

0.0 1 0.5 I 1.0 11.51 ;.0 1 2.5 1 3.0 ¥ 3.51 4.0 1 4.51 5.0 

。 7 72 93 31 14 

2 4 49 1'13 130 87 46 13 2 

4 1 8 23 38 23 17 7 5 2 

6 3 3 3 5 1 ぷι

思占 8 1 2 1 1 
JIk 
植 10 1 1 

殺 C>5コ 12 
1 2 1 

JJr urs z 

~l ~ 14 1 2 

一

ÐJ;~ 戸 1 6 , 1 1 

:F.~ 
戸 18

iI色

地 ロ 20 1 

市s0 m ヨ-a 
言、ーノ 22 

24 
gg a 

26 
戸=司

阿ロ. 

28 
-百。戸-+ 

1 
。"、 30 

也E E寓Z E t 

32 

34 1 

36 

γ 

38 

40 

42 1 

Total 12 129 259 127 64 26 18 3 4 
言十

平均
1.0 1.5 2.2 2.2 2.6 4.0 7.0 17.0 

(cmコ
、 司・ ..~ ~- ~ 
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leogtJl of p�e (rn) 
Total Mean 

~j_ 6.0 1 6.51 7.0 1 7.5/ 8.0 1-8.5l~~l 川 10.5 言1・ ~p. 均

(rn 

0.94 

474 1.47 

124 ! 1.77 

16 2.88 

2 8 4.06 

1 句、J 4.50 

1 1 8 4.25 

1 4 4.25 

2 3.25 

1 4.00 

1 1 5.50 

1 2 
、ー

!�.25 

1 4.00 

1 1 8.00 

5.00 

2 1 863 

13.3 36.0 
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H
目70 

ヨた l亡是等の林木が互に昼間を I~蝶する j此態を究めんと欲し、胸高直径階別枝下高階日IJ本数分

配表を剥製したるに第 22 衰を得たり。木表に就て見るに . lJi旬高直倍l惜別枝下高は胸高直径階

別樹高とは千行せさやるも . 各匝を通じて JJ旬高直径の大友るもの程枝下高.亦大と友るの傾向ある

在認むるを得。印] ら樹冠は各J音に於て互に相重挫するい大径にして樹ï~;の高き林木は校下高

亦高< . IJ、径にして樹高低き林木は紋下高亦{正 く、互に昼間をキEI誕 D て捌和的に占協生活せる

を認むるを得。此ことは節目園其 1 Belt transect 闘に就て見るも容易に首肯するを得ぺし。

~(陀各標準地内 tて存立する天然生市]葉樹にして樹高1.5 米以上の樹種名を調査し ?とるに第

�. 23 衰の如き結果を得たり。更に是等各樹極の混滑j伏態を知らんと欲し. 各標準地毎l亡生活形

別樹.flJ.j:別に胸高直径階別及樹高階別の本数分配表を調製したるに第 24 表乃至第 29 表を得た

り 。

標準地内に現出せる樹高1.5 米以上の樹種名第 23 表

List of trees :1l1d sb l'ubs, tbe beigbts of wbicb are over 1.5 m , appearing 'Table 23. 

in the sample area 

、
、
』
，y

 
-n
 

q
凶F

 
(
 

名〉CT~I ' lndex 

v 

8peeics 

I (グ ル ミ 苧科叩lη) Iい向州J拘略岨ωl凶凶川
1 ニ ~r 崎 Jルレ ミ ¥ Jug〆J叫肌ηs 品δ:i，おébôìdゐ'i冶初α削n叫α l\I礼阻1討1111.

(力 バノキ利，つ) I (B白凶tu叫Jlac∞caeの) 

ア カ V デ I Caω1']〆d伽η匂明s 1α叫エ川も伊日(1'0悶 Blu山山iμ川11旧n

イ ヌ シ デ I c，白α巾t叩s y伊edωO叩剖吋tS Ma凶!旧ll.

(殻斗科) I (σFa勾gaωce印ae吟) 

グ リ I Caslαη印 CI'白叫lαSi氾b. et Zucc. 

グ ヌ ギ I Que向山 α叩tissimαCarr.

ナ ラ ガ V ノρ、 I Qu柑e昨I'Ct叫L凶sα:l-i由叩tα BlいII山山11川川I口111

カ'ò/ "ρ、 I Qt叩4却el叩'Ct悩L崎s dゐe，ηz印ω削tωαT引h旧u山mb.

ナ ラ I Quel・官山 田1~'αtαThunb .

科) I (Moraω同)
y" I B1'O附soηel.iαICazinoki Sieb . 

.M01百s bombycis Koidz. 

(Magno liac唱ae)

.Mα少もoliα obovαtαThunb.

(Lauraceae) 

Li九dem obtusilobα BlUOl e 

Pa1・α.benzDÍn praecox Nakai 

(8はifragaceae)

Deutziαscαbra Thnnb. V:Lr. c，.enα tαMakino 

fルdl加geαF側icωαω8ieb. 刊r. jloバbundαRegeJ.

(Rosaceae) 

1I1alus Siebo!d'ii Relld. 

名

::J 

C!l 

カ

グハ

(宅グ νv 宇り

ホホノキ

(グスノキ芋1，)

~.ンカ 'l'J バイ

アプラチヤ y

〈ユキノ V タ宇|つ

t; jt ギ

ノ~ t; jt ギ

Cイバラ苧D

リ V ゴ

"、

ウ

手HNo. 

1 

2 

3 

12 

13 

16 

14 

15 

4

帥A
P
O
n
o
w
d
Q
U

9 

10 

11 
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Index (芋l 名コ (Family) 

Nn. 平日 名 Specics 

17 イ ヌザグ ラ p，・unus Buerger;anα Miq. 

18 ー← ー'7 ザグ ラ p，・ 'l.(，nus .se川叫ωα Lindl. var. spoηtaneα Makino 

19 コゴメ ウ Y ギ Stephα11即!d，'α;ncisα Z九bel

(マ メ 苧1) (Legumi口osae)

20 司、 ム ノ キ Albiz，;α Ju1ibばSSÙt Dumzz. var. speciosα Koidz. 

21 ノ、 ギ. Lespedez，α b;colo)' '1'山cz. var. japonic，αNakai 

仁へ';:/ )レウダ利〕 (Rutaceac) 

‘2“ ‘、 イ ヌザ Y セウ Fαgαrα 5C!!白1ifoli，αEngl.

23 キ ~.、 ~' Phellodencb・on α17lur町田;e Rllpr. 

24 サ シ〆 セ t; X肌thoxyh!1n pip町・iturn DC. 

(ワ ノレ §ノ 芋lつ (AnacardÜtce同)

25 ヌ ノレ テ Rht回 ja:畑、ica L. 

(ユ毛/キギ利〉 (Cel拙trace回)

26 y >'ミ ナ EvonYl1Ub' oxyphy!lus Miq. 

27 ‘で司r コー 、 Evonym悩ぷebo!di仰山 Blume

(力へデ手1 コ (Arcraceue 

28 鼻カヲモミづ2 Acer ralrnαlunt Thunb. subsp. septenlob叩n Koidz. 

29 アザじ力へ予" .1cel' p;ctU1n Thunb. var. disseclum vVesmael 

30 イタヤ カへテ" Acer p'ictum Thunb. v:町 . typiw17l Graf v. Schw. 
subv. eupictum Pax. 

31 9 1) ~、グカへデ Ac白・ γ ufinel'田 Sieb. et ZUCC. 

("，ナノキ f~日 ('1' ilbcelLe ) 

3~ ヨ/ ぅ- ノ キ 宜';IiαjαponiωSimlし

ブÿ苧lつ (Siachyura�ae) 

33 キ ア きJ 5tαChyUl'llS praeCO.!l Sieb. et ZUCC. 

(ウ コ ギ科〉 (Araliaceae) 

34 勺 ニョ ギ .A印nthopanαx spinosum Miq. 

35 J認 7 ノ キ Acαηtlwpα"αxelαIαSeem. 

(ミ ヅキ手:トコ (CoTnaceae) 

36 、、 ヅ キ Cornus con11'O問I'SαHemsl.

37 ノ、ナ イ カ~. lIelu;inf!ia jαponicα 寸Wild.

u ヤウ 7・ ~D (Clethmceae) 

38 ヤ 勺 フ・ Cletlu αbαrbiηerbis Sieb. eも Zucc.

(ノ、じノキ季!っ (SyllJplocaceae) 

39 Jレリ ξ ノウヨノコロシ Symplocos crαtαegoides Miq. 

くじ b ラギ苧り (Olea口eae)

40 イ 古マ �< ノ キ Ligust，官m Ibota Decne. 

(グ マクグラ宇J-) (Verbenaceae) 

41 ム ラ サ キ V キプ CaUicω'pαjαponic，α Thunb. 

42 り サ ギ α'e1'odendron i1イ'chol印刷111 Thunb. 

(ス巳 カヅラ科〉 (Caprifoliaceae) 

43 ミ十マウ 7" じスカ P‘
工olli的官 tenuipes N:ιkai 

ラ

44 
一

ノ、 ト ::1 Sαrnbucus SieboZdi由国 BIU I1Æ ~ar. typicαNabi 

45 プf ーョF フ: 、ー、 Viburnurn dilαtatum Thunb. f. pilosu1um Nakai 
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第 24 表 樹極 別胸 高直径階 5Jリ 本数 分配

Table 2-1. Tbe distl'ibution of breasレh巴igbt diameters of tl'ees standing iu tbe sample 

)高向 。; 
橋 オミ 類 (Tr巴es) 務i

5'2Fd ト邑t l 4 5 6 7 8 11 17 18 25 36 9 10 12 10 

[庄 。内 グ グ ラー :h コ ホ イ ヤ ヌ 、、 カ グ 事f ア

ヒd

い包ロF句4トd 

;ノ プ
ラ ヌ ー司F

徳間 ホ

ト。，炉+a ヨ4 

カ フ
ヌ すf V ナ -lF ‘ザ ノレ ヅ -r; 

階 Fブ c巴sg p a ノ
"1; チ

も/ グ グ
pマ ー←

, 

(cm) 
ギ ゑ、 ~、 ラ キ 7 7 予" キ y ? イ 〉〆

。 3 1 也。， 7 1 1 1 6 

2 1 1 a‘~ 1 1 13 19 1 2 5 

4 1 1 1 8 11 1 1 

6 a‘凶' 1 u n 1 1 4 12 υ F 

8 1 1 2 1 

10 5 1 1 7 

12 1 3 2 6 

14 3 4 

16 b b 

18 2 1 3 

20 2 2 4 

22 6 1 7 

24 1 1 2 

26 2 1 3 

28 1 2 1 4 F二
30 1 1 2 

32 

34 

36 1 I 

一

言十 3 1 27 2 7 3 99 2 4 1 18 
Total 

不MeanJ匂 19.91 30.7 4.0 15.9 1.0 10.8 

(cm) 

Notes: The ill<lex nUI且ber of each sf氾cies conesponds to that of table 23. 



73 験成~Jt 十
臥γ

J
凋
1"'1:-. AとLキ十ケ

(列が~ H( ~主 1lJ.i椋準 地内 天 然 生 i日l 葉 樹〉表

主Ií (131m伽)

:;-1 35 I ~9 

I '" 

area ill th巴 plot of strip-plantation. 

オ三

I ~ I • I ~ I : I ; I ~ I 

ふ
a・

昌
一員

凶d
c
け
w
】』
刷

4(J 

言「

吋
O
C
H

42 ‘' “ 

7~ 

1 

7. ニL

1 

>ξ 

ウ | ナ

45 

すf

ーマ

+_ ノ

~ 

44 

一

ノ、

5 

ウ

Y

ギ

1717!? 

(山口|

41 

フ

'ﾏ 

!:!7 I ~~ 

キ竺司r

"r. ~V 

y 

~4 

サ

:;/ 

19 :;0 

司、

ム

-::I 
メ

吟
司

噛凶

61 

38 

4:: 

27 1 

2 3 

1 

4 

。

。

1 l ‘' " 

11 21 9 
。

“ 

4 。

“ 

7 

6 

4 

6 1 

3 

4 

7 

2 

8 

4 

。

~ 

1 

2.311.71 

。 .'0
~.~ 4 

2.0 

6 

I I iI i 

19 

1.1 
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胸品。

正E 。「
ヒd

径四

階~

(Clll) 

。

。~

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

30 

32 

34 

36 

言十
Total 

M平e均an 
(CIllコ

林 議室試除報告 第三十凶 8Jlì

第 25 表 樹極 ZiJ.胸高直径階別 本数

Table 25. The distribution of breast-he iσh t diameters of tl'e3S standing in tbe 
ロ

害芥 木 業H Trees 

O民 ~I 2 の 3 4 6 7 8 11 17 18 23 。25 28 29 30 31 36 10 12 

ア イ グ ラー カ ;:J ,); イ ー← ヌ �< γ l'J グ ￥了

~句口+ T 
カ サ 占認 3〆

7 ヌ 『司F

カ ヌ ，、

ヲ b 十

。<叶eH  + M 

カ

E tローE 
tr ミJ ナ ザ' ザ ノ、 Pレ 1;: ヅ

V も〆 ノ
宅 jJ カ :lJ 

守}

弓〆 グ り
同、- < ，、、

〆、

ラ‘ ア. ノ、 ノ、 フ キ ラ ラ ~. テ納 ヂ 宇 7" ア" キ ，、 イ

1 1 3 1 1 1 

3 1 8 1 1 “ 。 91 401 1i 7 

2 3 1 5 1 51 17 

1 1 4 1 91 1G 

3 8 1 21 11 

6 3 31 13 

1 4 4 9 

3 2 b 

4 1 5 

1 6 4 11 

5 8 

3 4 7 

d。凶 1 8 6 

4 1 5 

2 2 

1 1 

1 1 

1 51 14 37 1 61 21 1 1 21 37 177 21 141 

18.1 12.0 17.0 8.0 0.0 2.0 2.0 2.0 8.7 1.0 

Notes: Tb日 iudex number of eacb species corresponds to that of table 23. 

戸島

_，...‘、

ι 
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分配 表 (船旅植栽区第-llllt止 i\住地内天然生澗薬品;j)

sample area 1 in the plot of uuùer-plan tation, 

-
首長 オミ 第I Shrubs 

A IJ 

13114 15 16 la 21 1 :&2 1 24 1 26 27 1 ;JZ 41 42 1 43 45 

ア "IJ ノ ::z ::z ，、イサ Y "'1'" キノ、リ Fレ ム グミラ 官f
昔「十

7' コ- ヌ フ 言1・ナ ξ 司ミF

y リ 十 サ ウ マ

フ y メ ザr

吋g_ 1 6 うウ コー プイ 守 キ サゲ
『ー

ユノ
勺 y セパ ノ 勺モJ き/

じ 7: 
-p ツ

.!)> カコ ス
セ

口 キ カ
シギ キ' ::z' ギ ギ fJ I iJ ナ ミキ 号/ダ プジ 7" ギゲ 、、

初 判 3 2 5 1 1 2 1 3 3 3 1 61 20 127 150 

631 17i 27 1 2 2 9 1 1 1 1 3 5 6 4 341 ]87 227 

51 1 3 H ‘) 111 28 

1 1 2i 18 

11 

13 

9 

5 

5 

11 

5 

7 

6 

5 

a の

1 

1 

103 2 41 16 2 1 3 7 81 10 5 61 54 

, 

0.' 1.01 0.01 0.7 1.311.811. 6 
1.411.011.61 2.0 0.8 1.6 0.0 1.3 1.3 
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)官恒向3 。軍出" 

嵐-・。炉φ，
ヒd

径回

ロ
l智・

(CIll 

。

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

30 

32 
、

34 

36 

38 

40 

42 

T言o十tal 

l¥1ean 
(cm) 

林業試験報告 第三十凶抗

第 26 表 樹 1重別.胸高直径階 別 本数

Tabl日 26. The distribution of bl'east-b巴i g:h t �iametcl's of tl'ees standi口g in tbe o 

得 オミ 類 Trecs 

トさコ~ hE 司 1 3 4 7 8 23 25 28 29 <;6 10 13 

官 イ グ カ ::1 キ ヌ 』認 ア 、、

言「
lJ ア

e-句s口a や カ サ ず

一 ヌ
ヲ じ 吋o F2H 9 4 

フ

Sg ロ3 M 2 

p咽
毛/ ナ ，、 Jレ ヅ

宅 カ チ
V 

Jレ
、、 へ + 

、、 守" ノ、 ラ 1J.' テ" づJ デI キ ノ、 三〆

1 1 1 3 1 186 

1 1 2 11 431 

1 1 2 11 102 

“ 。 4 1 7 3 

1 1 2 2 6 

1 2 3 

1 l 2 1 2 7 

1 2 1 4 

1 1 2 

,1 1 

1 1 

2 2 

1 1 

1 1 

1 1 

1 10 2 。包J 8 1 2 5 43 3 722 

2.0 23.6 12,0 11.3 0.0 2.0 8.4 12.2 2.0 2.0 

Notes: The i口dex number of each speci田 corresponds to that of table 23. 

,.. 

t 
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分配表 〈貼J民他殺l;rr ft~ニ税標準地内天然生i閲葉樹〉

S:lll1plc area II in the plot of under司plantatioll.

百~l オに 主、H Shl'Ubs 
￡B 2， . 

15 16 19 24 26 33 35 I 37 1 39 I 40 41 42 43 45 

ノ コ コ サ ツ ':'r 占Z J、 pレ 4 ム グ ミラ tl 
言十

";3.' 
り

フ
ヤ

言 |‘リ 、、 告ぞ ーョp

ユ〆
ノ

守サ
守7

『司F

メ

ー。E令宅j 7' て1 �< キ サ )J‘ 

。，ω叶件>s 
三〆

r; 
セ >~ミ 毛ノ

Eユ フて
~ 

y ノ ス

キグ 11 vロ
キ カ

ギ コ. ギ 勺 ナ 弓J キ プ ギ p内 、、

2 2 1 1 21 
1 1 1 7 9 214 217 

11 1 1 9 1 3 1 7 6 472 474 

4 1 9 2 1 2 122 124 

1 2 3 9 16 

1 1 2 8 

3 

1 8 

4 

2 

. 
1 

1 

2 

1 

1 

1 

18 2 3 2 2 20 5 1 2 6 13 9 

2.71 0.0 1.0 5.7 
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第 27 表樹種別樹高階

Table 27. The distribution of beights of trees and shrubs, standing in the 

続 木 薬員 Treeョ 習長

粒JC52 コ 局。目�.. 4 5 6 7 s 11 17 18 25 36 9 10 12 13 

言十
。 グ グ ナ カ ::1 ホ イ ヤ ヌ 、、- カ グ lJ' ア

』前- 炉喝1・

句-口Fp 4ト フ
ユ〆 プ

mfdpe件zzD --d * 
ヌ .マ

。ト.炉s+ 4 ヨ
カ ラ

E ロ由
ヌ 官f ミJ ナ ザ ザ' I1ノ ヅ t; 

勺 ザー

ヨ〆
ノ

IJ グ
(111) 

yミ 十

リ ギ ，>、 ，>、 ラ キ 7 フ
テ刷 キ Y" ノ、 イ ::/ 

一一一
P 

1.5 

2.0 1 2 3 1 1 

2.5 1 2 1 4 8 1 2 1 B 

3.0 4 4 1 4 

3.5 1 4 5 3 

4.0 1 1 1 ] 2 7 

4.5 2 3 5 1 

5.0 3 3 

5.5 1 2 1 5 1 

6.0 1 1 2 2 

6.5 1 lω 、 3 2 

7.0 1 1 2 2 

7.5 2 2 1 υ F 
,-‘ 

ι 
8.0 M 。 1 3 

8.5 1 1 2 

9.0 1 1 

9.5 1 1 

10.0 1 1 1 3 

]0.5 3 1 4 

11.0 1 
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日Jj 本 敢 分 間 表 C列J伏槌栽区以準地内天然生淑l葉樹コ

sample at'ea in the plot of stl'ip-plantation 

木 努1 Sllrubs 
合

14 15 16 19 20 24 26 27 33 34 35 39 41 44 45 

ウ ノ コ 主主 司、 サ y -q' キ "IJ 占Z Fレロ ム
一

jl 言十
=ヱ- lJ ;;; 7 

n 
唖

ム y 7 
、、、

サ >'、、 .... メ
y 勺

"IJ 
ごL ブ. コ ノ キ

〉ノ ノ セ y、. ノ t; 毛ノ ト 77 Tota! Totals y 
ヨノ キ

コ. ギ キ "IJ 7十 、、ー. Eノ ギ キ :J 7' :J 、、司.

1 1 2 1 2 1 1 9 9 

6 。“ 1 t‘~ ・ 1 2 3 1 1 。創2 25 

6 “ 。 1 1 4 1 1 23 31 

5 1 1 1 1 1 “ ‘' 1 18 22 

1 1 1 G 11 

1 1 1 1 4 11 

4 3 3 1 の“ 1 15 20 

3 6 9 12 

2 4の凶 5 10 

1 3 5 

3 5 8 

1 3 5 

5 

3 

‘2 

1 1 。~

1 

3 

4 

1 
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i程

ロ
ア
ア
ラ
千
十
三
一

日
グ

Y

カ
ウ
パ
イ
一
一

c
'

、

l

占

J
1

9

カ
ウ

Y
M

一
一

一
計
時

o
E

一
一
6

一
-
J
t
o
d
-
i

一
目
ミ

Y

キ
一

一
%
ヌ
ル
デ
一
一

Q
】
-
一

1
1
I
l

e

-

-

U
一
日
ヤ
マ
ザ
グ
ラ
一

一
口
イ
ヌ
ザ
グ
ラ
一
e

-
河
川
パ-
t
l
i
l
l
o
l
l
i
-
-
l
i
l
-
I
l
l
1
1
1
}
!
i
l
l
-
=

n
b
F
一
コ一
日
ホ
ホ
ノ
キ
一

E

e

 

--4

,
A 

一
S

コ
ナ
ラ
一

木
寸
1
l

パ
|
|
J
i
l
-
-一
2
3
2

-
F
1
・

4
5ム

2
一
ノ

一6

ナ
一
フ
ガ

V
H
F
-

，
L
a
-

一

一
5

グ
ヌ
ギ

一
一
一

1

一
4
F

リ

一
回=
L
・
一

一
'
→
一
旬
日
E

ュ

=
E
】
石
川
制

一
匡
。
・
一
一
一

引
引
叫
引
叫
州
一
川

樹
高
附
一
ー

1:1.0 

1の 5~. 

1::.0 

13.5 

14.0 

14.5 

15.0 

15.1) 

lG.O 

16.G 

17.0 

17.G 

18.0 

18.1) 

19.0 

19.5 

1 

" M 
。

M 

1 1 

内
u 1 4 

-ヲ
、，

‘,) 

“ 1 の
υ 

1 

1 

とし
言十

Tot:11 

Note日. The index n日rnber of each species corresponds lo tl1at of l:J.ble !l3, 
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木 知 Shrubs tr 
ー一一←ー一 一一一一一一品・a 回

14 15 16 19 20 24 26 27 、町3内‘J 34 35 39 41 44 45 

宅j ノ ::l ::J キ サ y キ 勺 占露 Fレロ ム 一一 'h' 
計

言十で?

コ唱除 1) 'v フ

メ ム ユ〆 リ フ
、、、 サ ，、 .マ

y 勺
勺

コ. プ ::l ノ キ

y 〉〆 ノ セ rて ノ ウ 号/ ト 7~ Total Tohls y 
主J キ

ギ ギ コ・ ギ キ 方|ナ 司、句 毛ノ 当亨 キ コ 7' ::J 
、、、

ー一一一一←一日晶一凶一一一一一一 一一一

6 

4 

4 

4 

1 

4 

。也J

¥ 
ぞ3

1 

1 

1 

一 一一一

19 9 9 5 1 3 aε3 4 17 1 1 14 6 4 3 123 “の4のの“ 

2.5 4.1 3.8 2.0 9.0 。υ.~。 2.5 1.8 υに .2 1.5 4.5 2.9 2.9 2.8 2.7 3.4 
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樹 C官。rnコ
沼P 町�. 2 

潟。町 ア

1I皆
E

同
r 

~町4ト カ

UCロP ロM D 3 

V 

(m) 
テ阿

1.5 

2.0 

2.5 1 

3.0 

3.5 

4.0 

4.5 

5.0 

5.5 

6.0 

6.5 

7.0 

7.5 

8.0 

8.5 

9.0 

9.5 

10.0 

10.5 

林君主 ftjt 験報告 第三十四日E

第 28 表樹程別樹高階

Table 28. Distribntiol1 of heights of tr日es standing in the sample area 1 

待 オミ 類 l'rees 

3 4 6 7 8 11 17 18 23 25 28 29 30 31 36 10 

イ グ ナ カ ::J ホ イ -j> キ ヌ 』実 ア イ 勺 、、、
グ

フ ヌ ーマ
カ サ 』男 リ

ヌ * ヲ じ ヤ
~、

tl 号/ ナ ザf ザ J、 /1ノ
カ カ

!1: ヅ 叶e ,p >+ ノ
屯

カV 
グ グV 、、 八 ，、司・

h 

テ" ノ、 ，þ.、 ラ キ 7 7 !t' テ" 守' テ納 ア' ヲ' キ ，、

1 3 4 

1 1 1 4 21 10 1 

1 4 1 ] 1 10 19 

1 “ 。 ] 1 3 8 

“ o 1 1 1 1 7 

1 
2 1 3 2 9 1 

1 2 1 4 

4 1 5 

2 1 4 

1 1 6 9 

1 1 4‘、U 4 

2 2 3 3 10 

. 
1 1 2 

2 1 1 1 2 7 

1 1 2 

2 1 2 5 

1 1 2 

1 1 2 

1 1 5 

'ー

F , 
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別 本 数 分 配 表 (車内;伏憾裁J.rr; 賀~-~xt'J~司在地内天然生i悶楽樹〉

in tbe plot of und白r-plantation.

程E 木 おi 6hrubs 
f� 

12 13 14115 16 19 21 1 22 1 24 1 2G 1 27 32 33 37 42 43 45 

事・ ア 守ノ ::l ::l J、イサ Y γ 三/ キ ~、 1) I Jレ ロム lJ ミカ jl 言十
百十

ソ. リ シ ラ ヤ I lJ'y コ. ヌ

f ザ:y' 1 1) ナ
ナ

ヨミ サ マフ .守

カ フ メ

t; チ
y t; 

勺
コ. 7' イ ノ キ サウ E吋巴Z 。町トP陵4ヨド〉〆

セ p々 勺勺 lJ‘ メ三;/ ノ 毛/
pマ ヤ ツ ;:> セ カ

キV 巳

イ コ〆 ，~ ギ コ- 当守 ギ t; 勺 ナ 、司 キ 三/ "!<' フ.コ 7' ギス 、、

1 6 

31 14 16 7 1 4 2 1 1 1 2 11 - 1 1 21 11 691 78 

11 38 9 6 1 2 2 3 包3・ 1 1 2 4 2 2 41 13 941 113 

11 23 71 11 2 2 、 5 1 “ 。 2 2 161 75 83 

41 14 2 7 1 1 2 1 1 61 39 46 

3i 6 ら 1 21 19 281 

21 4 1 1 1 81 i21 

3 5 1 2 121 171 

1 1 51 

9 

4 

a可 10 

“ 。

1 l 81 

2 

5 

2 

E 

5 
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続木類 Trees

樹 iC3 ~ ~I 2 1 3 1 4 1 6 1 7 1 8 111 117 118 1 23 1 25 1 28 1 29 1 30 1 31 1 36ττ 
高え 一一 アイグナカ コホイヤキヌタアイかミ言1・グ

d0 口コFz争4 d - PsロトEï'甘r l j] I ~ 1 1 :. 1 ,/1 + 1*1: 1 : カ サ タ リカヌ ホ ヲ h ヤノ、
l:l'ﾏ ヵ，. 1 'vナ ザザノ、 Jレ 毛カヵダグ。トAヨ

B叫 V シ V ノ'I !l l !l ミへへカ ::. 

(m)5一 -"テ" 甲 山内ラ キラ ラタ会テ凶 42 予" す・ へ予"キ ，、

11.0 1 1 1 1 21 1 1 1 1 1 1 1 11 3 

11.5 1 1 1 1 21 1 11 1 1 1 1 1 1 3 

12.0 1 1 1 1 1 1 51 51 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 

12.5 1 1 1 1 1 1 31 31 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 

13.0 1 1 1 41 1 1 1 1 1 1 1 4 

13.5 1 1 1 21 1 2 

14.0 1 1 11 1 41 21 1 1 1 1 1 1 1 11 s 

14.5 1 1 1. 1 1 11 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 

15.0 1 1 1 41 11 1 1 1 1 5 

15.5 1 1 11 1 81 1 1 1 1 1 1 4 

16.0 1 1 41 1 11 1 1 1 1 5 

16.5 1 1 21 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 

17.0 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

17.5 1 1 11 11 1 1 1 1 1 1 1 1 2 

18.0 

18.5 1 1 11 1 1 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

言1・
11 51 141 21 4'11 371 11 61. 211 11 11 31 11 11 21 371 1771 2 

~'otal 

一一一一一一一一一一

平 均

Meau 1 1 2.51 5.1113.01 9.5i 12.21 7.91 2.0j ・ 4.51 3.51 3.01 4.21 2.01 3.0i 3.官 5.6 1 8.01 3.0 

Noteョ The iudex uumber of each species correspollds to t1",t of table 23. 

r 
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ñ官 木 類 Shrubs
合

13 113 114 115 116 119 1 211 22 1 24 1 26 1 27 1 32 1 33 1 37 1 38 1 39 1 41 1 42 1 43 1 45 

事f ア 9 ノ ョ コ >'、 イ サ y マ もノ キ ノ、 ノレロ ム グ ミカ | ガ
ユノ ブ コ. 

カ フ メ

t; チ
y 勺

勺
三ノ

yミ ヤ ツ ツ

イ ユノ ギ ギ :::1.' ギ

ヌ
す

リシ フ ヤグ

ザ ン 7・ ヨミ サ

"'- フ・ イ ノ キ サ
三y

セ y、 勺守J ょ7" I 7~ ノ
カ

毛/
セ もノ キ ヒ

t} 'IJ ナ 、ー、. キ 毛/ )}' 7' コ 7' ギス ! と有r

ロ目E乙 日U EUf 2 

= 

3 

5 

一一一一一一一一__，__，__，__， _ __ 1 __ ..1 

一一一一一一一一一一一一

14;1031 351 411 11 51 21 41 161 61 21 11 31 21 71 81 101 51 61 541 3271 504 

LJLALlLlLFILl二FFFOI-。二二二二二二二一
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第 29 表樹種 別 樹高階

Table 29. Distributiou of beights of trees standing in the sample area n 

〉Ef・ 3明Z オミ お1 ~'rees 

樹 ぜiコ FE 1 3 4 7 8 23 25 28 29 36 10 13 

尚 。"勺 Jt 〆1 lJ カ ::1 キ ヌ 占K ア 、、
言十

グ ア

トE甘
カ サ 7' 

階 0eE仲-r 1p 3 4 ・ ヌ ヲ b ラ
!7‘ も〆 ナ >、 Jレ ヅ

ザーg 宅 カ
ノレ

シ Totn.l 
、、 へ ーヤ

(m) 自 、、、 "j-" >、 7 亭f ア" ヂ ラ' キ
〆，、

>"、 y 

1.5 29 

2.0 1 1 84 

2.5 1 1 1 92 

3.0 1 1 2 77 

3.5 1 1 101 

4.0 87 

4.5 77 

5.0 1 1 71 

5.5 

6.0 1 11 2 1 27i 

6.5 1 1 2 1 18 

7.0 1 1 4 

7.5 8 3 l 

8.0 1 l 

8.5 1 2 

9.0 1 2 3 

9.5 3 3 

10.0 2 2 

10.5 2 l 3 

11.0 1 1 1: 3 

11.5 1 1 2 

12.0 1 1 
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別 本 数 分 配 表 (知l!k槌説。区第二放際司在地内天然生澗禁問〉

in th日 plot of u日del'-plantation.

泌 木 おi Shrl1bs 
A ιa 

15 16 19 24 26 33 35 37 39 40 41 42 43 45 

ノ コ ::J サ .!)> キ ~ ~'、 バノ 口 イ ム グ ミカ 1/ 百十
コ. リ手/ ラ ャ ìJ '

:/ リ フ
ナ

、、、
ホ・

サ マア 可ミFメ
ウ

t; 7' イ ノ よヨ キ サ 勺

y 
三〆 -y. pマ ノ

カ
v もノ ?1‘ メ

Tot乱] 'l'otaJs ツ
毛/

ノ
ニヤ じ

ギ 三f ギ iJ ナ も〆 キ 1)' ::J キ 7' ギ ^ 、、

M ‘) 5 37 37 

1 1 6 3 96 97 

:: の“ 1 H 。 1 1 4 1 107 108 

2 1 1 2 1 1 1 86 88 

2 103 104 

4 4 1 97 97 
、、

5 b 2 89 89 

E 1 2 3 79 80 

1 4 1 2 “ 。 64 64 

2 1 31 33 

1 20 。“。“ 

2 6 7 

1 2 5 
~、、

1 1 2 3 

2 

3 

3 

2 

3 

3 

2 

1 
1 2 
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ムドd オミ まi'l Trees 

樹 C22 
?尾町p.. 1 3 4 7 8 23 25 28 29 36 10 13 

ー尚一'ー 。炉守B 首ー イ グ カ コ キ ヌ � ア 、、
言f

グ ア

丹己可2自
カ サ プ

階 0同E0 w円可. ・ ヌ ヲ b 7 
v崎 舌〆 ナ ~.、 Jレ ヅ

ロs由自a 
号〆

モ カ チ
2レ 、、、

へ
Total ヤ

(m) 
、』司 テ柄 ~.、

フ ?J.' テ鴫 デ キ ノ、 ユ〆

12.5 1 1 

13.0 2 1 ぞυ' 

13.5 

14.0 3 3 

14.5 

15.0 

15.5 

16.0 

16.5 

17.0 

17.5 

18.0 

18.5 

19.0 1 1 

19.5 

20.0 (.; 

20.5 

21.0 

21.5 1 1 

一一 一 一 一

言1・
1 1 10 2 3 10 8 1 2 5 43 3 722 

'l'otal 

一

平均
11.0 10.0 8.7 9.2 9.4 3.0 8.4 9.5 5.0 3.7 

Me:t日

(mコ

N otes: The index number of each species correspo口ds to that of table 23. 
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三f
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三〆

.!)> .!)> 

ギ ::1' ユ干

ケヤキ 造 林 試 験 成 績

木 重克 Shl'llbs 

24 1 26 1 33 1 35 37 I 39 40 41 42 

サ I .!)> I キ |タ ノ、 Fレ ロ イ ム グ

ナ
リ v

オf
ラ

、、 サ0/ 1 リ I I ラ
7' イ ノ 』探 * サ

カ
r; 

ノ
もノ

シ キ

セ | バ 1 1 ノ

ウ | ナ I ';/ I キ ~:・ ::J キ ブ. ギ

ミ カ カ.

ヤ ゲ

Ir I 7: 
イ

ス 1 ミ

言f

A ‘ 
" 

89 

Total I Total, 

1 

3 

3 

1 

1 

:-:1つつづっllつつ-41-21-81-61 ---:1つ;二三

I~01 叶 2.7 3.SI 3.01 4.41 5.31 2.01 3.11 2.31 4.71 6.sl 2.21 1.8 3.7 
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是等・各表を j垣見するに . 列J伏植栽匝に於てはク リ. クヌギ ・ カシハ ‘ コナラ . ミヅ キ等が優

喬木位従喬木階を占め . アプラチャ ン ・ ウツギ. キプシ ・ Jレ リ ミノウシ コ ロシ ・ ノ リ ウツギ・

コ リ ンゴ等を主とする 20 飴屈が瀧木階を占め居るを認め. 思lli j伏植栽匝第-wR標準地』てあ りて

は.ク 人 カシ ハ. コナラ.ナ ラガシ ハ. ミツ'キ等が使喬木階段従喬木階を占居し. アプラチ

ャン・ ウツギ. ノ リ ワツギ・ ガマズミ . サンセウ ・ グンカウパイ . ヤマずクラを主とする 30

飴極がiYil木階を占め居ること ・ 主主使喬木階の本政比較的多きことを認め. 則。J伏植栽匝第 2 獄標

準地にあ り では 、 喬木l併に鹿する本政比較的少く . ク リ・ カシハ . コナラ.キハダ ・ ヌノレグ・ ミ

ッーh コリ ンゴ. オニクソレミ当事が優喬木立立従喬木階を占捜 し、 泌木階に I'Ì特にアプラ チャ ンの
匝...，

J 

第 7 岡 天然生 1間 葉樹ノ樹高 曲 線国
Fig. 7. Height Clll'VeS of tbe natul'al trees. 
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繁茂甚しくノ リ ウツギ.キ プシ . クサギ.ガマズミ.ミヤマウ ク' ヒ ス力ク'ラ其他 10 鈴鹿の樹

極が其間 l亡混在するの欣を呈ぜり 。 @lJ ち植物匝系的隣遣より云ふときは . 列j伏植栽匝標準地と

貼j川'fK[栽匝第 1 批標準地とは互に HI類似せるも、 ~Ui!伏植栽匝第 2 批棋i:lliJ也 l亡於ては多少埴i問。|生

植物にして佼勢を ，_I:jむるもの多き傾向;存ずる貼 l乙於て異るものあり。

ョ?くに各標準地に於ける地位 を比l院せんと欲し第 19 表 I C基きて樹高曲線を置きたるに第 7 闘

を得た り 。 此固に就て見るに ‘ ~~，'i;伏植栽匝 l亡比して列j伏植栽匝の地位は柏々劣るが如き J惑なし

とぜざるも.是は掲lij伏植栽匝に於け るが如く 林分をなすにはあらやして帯fVUZ:珪されたる狭長

なる地域に存立する閥係J二 、 環境の乾燥に伴ふ樹高生長の:jfp[f;1}も 一因を主主し?とるものと Wfoする

を得るを以て.寧ろ地位には大友る優劣た きものと解脱するを受賞とすべきか。

以上記述し来りし鹿を総!括するに.本試喰林はク リ.カ シハ，コナ ラを主とする多階多j苦の

落葉i開業樹林に して、列j附I邸主匝の標準地と貼j伏植栽匝第 1 説隙準地とは、地位、 地況.林況.

共κ互に相酷似するも.知j川I立すえ匝第 2 蹴標準地は前二者に比すれば将j々泊i悶にしてj二居林冠

の構成比参興する林木の本数比較的少 く瀧木階に属する林木の本数極端に多き林分なりと云ふ

を得ぺ Lo

( 2). 造林ズj法が植栽木の樹形K及依す影響

本試験林l亡於けるケヤキ植栽木の樹713を見るに . 其の生悶の先天的なると後天的なるとを問

はす九)見して大臨是を第 8 聞に示せる D. 乱. b. c. d. の五種の形式と 、特κ病害品等による

被害木 e との G 鹿児匝日 IJ 1司ること を得。是等の斡級陀就て説明すれば53くの如 し。

11. 2111命運直忙して法正なる樹枠を有 L.校僚は過強ならや且JíflÎ張過大ならざるものにして、

最も用材産出の目的に埴合するもの。

乱. 斜上方より射入する直射光を{ljJç くか、或は然らざるも 、此砲の光線極めて弱はく又全般

的tて光線不足の環境陀生育 し.. JJflJt手なるも主幹の割合K枝の蹴張過大にして今J，J(}I~の樹冠

を有し技角も亦大主主るものなり。此形態を有するものは環境の改善に伴ひ u fL襲じ得る

ものとす。

b. 主幹が折損ぜる錦に校がjlゃに蜜りつ L あるものD

c. 主幹の屈曲甚し きもの。

d. 主幹が 2 本以上陀分岐せるもの即ち文木口

e. 害晶、 病菌等ーによる被害木D

向ナヤキの疎植せるもの又は孤立木には ‘ 扇形の樹姿を有 L. 校角度/わなるもの多き い本

試験林氏は此種の樹形を呈するもの皆無なり。受光量多き林l橡木 t亡多少類似の樹形を呈するも

のな しとせざるも ， 是等は同時に叉木なるを以て幹級 d (tC侃入島理せり。

会試験林内の植栽木を前認の棋準に基く幹般に分類し.之を各様準地別及造林方法紘植栽木
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第 8 岡 クヤ キ植栽木ノ樹形類別

Fig. 8. FOl'ms of plant泡d “ Keyaki"

N B D 

tlt八岡Jl反ノ説明

11. fj'1幹遁直ユジテ法正ナ A樹幹ヲ有7' ， 校保ρ泡弧ナラメ且其ノ俄張泡大ナラザノレ

屯ノニ V テ 、 2~用材 ht l:l:l ノ目 的 ニ迎合ス ノレ宅ノ 。

a. 御上方ヨリ身J 入;1..，レ直身J 光ヲ依グ'力、或ρ然ラザノレ宅此1重ノ光紛I極メテ弱グ X会

般的ニ光線不足ノ獄邸ニ生育f 7' 、 域斡ナ Jレ 屯主幹ノ制合ニ~1(ノ鍛張、過大ニ V テ tl会

球]~ノl'jfì冠ヲザ~.シ‘校角'u大ナル屯ノナ リ 。 此ノ形態ヲヰ了ス Jレ屯ノ ρ環境ノ改善

=-1'l� 1:. n ニ事>i;;;ì符 yレ屯ノ，. ス。

b. 主幹ガ折mセ Jレ 1~ ニ校ガ斡ニ鑓 リ ~~アノレ宅ノ o

C. 主幹ノ加 !日l甚 v キ毛ノ。

d. 主幹ガニ以上ニ分自主セ Jレ宅ノ ~p チ又本。

e. 病苅\!JÏ，1l器ニヨル被害木。

の環境に関係ぜしめて類別製表すれば第 30 表其 1 乃至其 3 の如し。但貼j伏植栽匝中極端怒る

疏開地に して 、 本主主林試験の趣意に副はざる如き環境に存立するものは之を除外せり。 命本調

査に於ては樹冠暦を 1 J'J至 V の五階に匝分せるが.乙は肉眼により最上唐の林冠の構成K参

拠すと認めしものを I とし.最下居の林冠の構成K参興すと認めしものを V とし.共中間の

ものを夫々 U， III, lV と類別せるものとすO



ケヤキ泣林試験成綴

第 30 表 其 1 樹冠居別.幹級別本数分配表(標準地内植栽木〉

Tabl� 30. Nurnb巴r of trees concerned with stem classes and 

the 1巴vels of the crowns of planted trees. 
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第 30 表 其 2 樹冠!!別.幹紋別本数分配表(列j伏植栽匝植栽木〉

Tabl白 30. 2. Number of trees cODcerned wiもh stem classes and the levels of 

tbe crOW l1S, standi!lg in the plot of strip-plantatioD. 

右主\
Stem classes Tota! 

11 a b 。 d e 音「

I 61 6 1 2 43 113 
EF D 

一-
eE4 -n p 

E 71 4 3 6 25 “ 。 111 

長トRL 百「 列 。炉守， E 31 2 1 3 6 一 43 

C。円3 
IV 11 7 

一 2 “ 。 2 24 

;:l回. g 
V 一 一 一 一

r44 匂4ト

。植 Total 
UH ->C阿13 3 - 174 19 υ v 13 76 4 291 

E霊
% 59.8 6.5 1.7 4.5 26.1 1.4 ]00 

84 6 1 32 1 124 
t:-I 

Cf4 U] D D 2 E 108 12 9 29 2 160 
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H口- g 
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Pt炉ロTヲ43g ド・
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区
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ー '士ニ
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第 30 表 其 3 樹冠暦別幹叡別本数分配表(賭j伏植栽匝植栽木)

Table 30. 3. Number of trees concerned with stem classes and the 

levels of th白 crowns， of the planted tre白s standing in 

th日 plot of ullder-plantation. 
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九里
Stem classes TotaJ 

n a b c d e 言十

〈話官E石4在筋民、 H ロ-EFvE'-ed-FLHA bν b --Fa 

9 2 1 12 

寸CEUF ] 1D 2 3 E 20 4 1 ぞ、l 8 一 36 

主azz呉fz翼内"'¥ 明doZreF+、の 。 J[ 13 7 一 2 13 一 35 
炉、

「P。E z-3 唱 町 31 29 1 4 17 82 

5E才 5凸E2樹冠 V 23 40 1 9 4 77 

弔。2 静問
Total 

」宮Eさ「 木除を
96 82 2 10 48 4 242 

音「

~ωhS L<J 
口町i也

% 39.7 33.9 0.8 4.1 19.8 1.7 100 FCロD4ト4 

133 15 5 34 187 

よY匙~ ピ
b>> b 4 CED r E 98 21 4 15 41 179 

林

旬P H EF 
。炉、 E 72 37 2 11 27 一 149 

f町、

秘 。凸円
N 58 56 4 6 31 155 JJMInfd , 

( 司。阿口CF1+ >

な a 24 
V 57 62 2 14 11 146 る 一

疎

句E。ロ3 13 1m Total 
:I1l!. 418 191 10 39 11 816 

~ 
を 言「f~長
<

4.8 1 18.0 1 

、J

% 51.2 1.4 100 

第 30 表につきて樹冠居と幹級との関係を見るに.幹級 n 及 d I'C属するものは上唐木|亡多

く.. 1持級品及 c に鹿するものは下唐木に多き傾向あ る も. 其他の幹級陀属するものには犬伝

る特徴あるを認沈十‘0

次』亡各試験匝及環境の相症と樹71予と の関係を比較吟味せんと欲し第 30 表より各幹紐K属す

る本教の百分率を抜翠すれば第 31 表の如し。

第 31 表につきて各標準地内植栽木の幹扱別百分率を比較する に、 最も幹形の良好友る林木

gp ち nl亡屈す るものは，列J伏植栽匝の 71 %最大にして.賄j伏植栽匝第一蹴標準地の 55 % 

之に次ぎ.同第二蹴標準地の 50 %最小怒 り。 弐に単幹主主るも光線不足の樹形を呈せる林木

即幹扱 a i'C屈する ものは . 1l1，'í!伏植栽匝特に第一蹴標準地に多しo ::;えに唱:て一度主幹を換へ?とる

林木êP幹扱 d 7Jz樹幹の屈曲甚しき林木@p~宇級 c I亡属するものは . 知j此植栽匝第二就標準地に

特に大にして其他の棋準地には大差な し口叉木印ち幹級 Ù IZ::鹿するものは列AA植栽匝に最大に

しで ~}í !伏植栽匝第一蹴標準地に於て最小たり。被害木即ちi降扱 e IZ::属する も のは列秋植栽匝に

1 .7%存するのみにして鮪燃植栽匝には皆無な り。以上の結果を綜合する rr.現在に於ては幹形

P 

f 
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第 31 表 幹級別本数百分率一覧表

Table 31. Percentages of th日 number of trees established by 

plantation concerned with stem clasEes. 

思h ;伏 槌 殺 lfK PRlioE t J民o槌f uinB占di底er-l| 列 PJlIたo 植栽区
t of strip- Plot of under-pl凱ltâtion

pJantatio口 plantation 

~7 

Ui I ~; P戸p 金 百問戸d 二、 早皇 三 BH 民'"‘ 会
路湿り又は箆l也 尾』良筋
Belatively moist Relatively dry 

}rSg伝Sn-統明m5EE a7-9-E a 

habitat habitat 
EL D 

炉1百'" 丸亨IJ I s・列
。 E5F・ h一木上 己。topρ d 〉同 一ト- Eロ~~上

説iEで;樹i 書
'噂る

E「+Tの木
<+木

sES 襟~ 掠
担'>= ~み,.. ::.. 日S 

Zs EZH警の1" 司ミgロ0司 ZF+ 木f・布hqa 十
52 植 2 槌 4吋gロ3 円O5門.キC2店E時2 1I E 

7' ìf.色 F 準
vd E見.冠11、

g,f>lti g， r羽 g， 1玖 g,f!fJ 
t也地 林 III I ]，直 4本 品主 ねk t也 士山

55.1 50.0 64.5 59.8 67.7 51.3 67.� 48.1 56.5 39.7 

28.2 17.7' 7.2 6.5 7.6 23.4 9.5 26.4 17.0 33.9 

1.3 6.5 1.4 1.7 1.2 1.2 0.0 1.9 0.5 0.8 

2.6 9.7 5.0 4.5 5.4 4.8 3.8 1.9 6.7 4.1 

12.8 16.1 20.8 2�.1 17.1 18.0 19.1 16.0 18.8 19.8 

0.0 1.1 1.4 1.0 1.4 0.0 5.7 0.5 1.7 

100 11 1川川 ]00 

の良好なる林木は列j伏植栽匝陀於て.叉木亦列I/}\植栽匝 iと多き傾向存する色.撫育方法の如何

によりでは良形の林木陀導き得べき幹扱 a f亡属す るものを幹級 n と合併して其木数率を比股

するに . 厚~ii/}(植栽匝第一披標準地の 83.3 % 最大陀して.列j仏植栽匝標準地の 75.2% 之に次

ぎ. 再'í i/}(植栽匝第二税標準地の 67.7% 最小友り口r:li 是腕是ぽ落葉/1問葉樹林 Iて於て 中唐木以上

の林木が 1 rヘクターノレJ 常 7CO 本以上と云ふがま口き程度に立木度相官大なる林分にクヤキ

を下木植栽せるものは . 幹形良好なる林木となる可能性最多きも. 1 rヘクタール」首 300 木

内外と云ふが如く比較的立木度小怒る林分にケヤキ を下木航栽せるものは. 三列に列j伏植栽せ

るもの陀比して樹形不良主主りと云ふを得るが如1.-0

次に雨試験匝陀於て全林に亙りて調査したる成績に就て見るに.其傾向は標準地に於ける色

のと略々同様にして.幹扱 n 及 d Iて属するものは列北川I立栽匝に於て大にして、幹~l~ a 11:属

するものは鞘i/}\植栽匝に於て大友 るも ，其他の幹扱』亡属する林木の木数三容は ßli}キ問似たZ り。然

り而してj梓級 n 及 a fC属するものを合併ぜる本数Z容は依然として賠j伏植栽匝に於て大なり。

次に列欣純栽匝 tて於て二列植医と三列植匝との成簡を比較するに . 三列植匝は二JlJ植 l&_i {1:比

して幹扱 n 及 a I亡属する本7盟主事進に大忙して . ~('fßi'Æ d I亡属する木監寧 '1、なり。而して二列

植匝の幹形は思li枇植栽匝第二競標準地の夫よりも多少不良友るの感な しとせ守口 此結果よ り 見



98 林業試験報合 第三十四腕

るときは列欣植栽法K よりて造林せんとする揚合には三列以上に植栽Lて純林j伏 |て密立せしむ

るを可とするが如し。

ヨた t亡瓢j伏植栽匝;rc於けるものを環境別に比較するに . 搾ìITB の皆潤地l亡存立するものは尾侭

筋t亡存立するものに比して幹形の良好怠るもの多い上唐木の樹冠が多少疎開して上方より 絞

多量の散光の射入を受くるが如き環境に存立するものには是に反するものに比して斡形の良好・

なるもの多き傾向あるを認む。是等の結果を綜合する陀.思'iHえ髄栽法によりてクヤキを造林せ

し ものにありでは. J:二居林冠の疎開甚しき環境に存立するものにも叉上居林冠の酔閉甚しき環

境陀存立するものにも共に幹形良好たる林木少し上唐木の林冠が儲に疎開して情頭部分が下

校に比して上方散光を比較的多量に享受し得るが如き環境に存立する林木にi附13良好なるもの

多きを以て.四時上唐木の樹冠の部閉度に惚意して撫育を行ふの必要あるを思はしむ。

以上記述するが如く. 植栽の方法蛇局部理境の如何によりて樹形にj、HIE-の差異を来さ しむる

ものなることを碓むるを得たるを以て、更tて進んで之が*ì'，~成悶子?とる主幹形.技下高、校角度.

第 32 表其 1 胸高直径 l惜別樹高

Table 32. 1. COl'l'elaLiol1 betwe巴11 bl'east beight diameter and 

if 
Cla田es of 

1.5 ¥ 2.0 ¥2.5 13.0 ¥ 3.5 J~nl~5 1 5.0 I 5.5 I 6.0 I 6.5 I 7.0 

j 司。Uロ] sa 3 列
4 2 

Cコ

自出 6 1 1 
sg s 

。

e。思r且4キ j伏
.." 8 
ヒd

出口戸. 槌 10 
り

Z 裁 '、旨-一a、 12 

唱-H E Tllr u 

。炉、 14 

町苦呉ロ~ロロ~ 様準 Total 
3 。~ 1 

計

地 Mean 

平均 4.7 4.0 6.0 

(cm) 

~ 

r 
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技の太さ等t亡就て比較吟味せんとす。

i. 樹幹形に及隠す影響

樹y.~の形j伏を比較するには形紙上ヒ陀よることも一方法?とるも . 樹高曲線即ち同一胸高直径に

劃する平均高を比較することも一方法?とるべLo 本調査に於ては後者によりて比較吟味するこ

と とせ り 。 然り と到t も後者の安J母国:は胸高直径と樹高との聞に明に中[1悶 々係の存在を認め得る

揚合 rc於てのみ成立すべきものなるにより.先づ是等の関係を l吟l床し 11国失樹高曲線のl吟味に入

らんとす。

各i傍14主地別及各試験匝の濃境の異放る毎に匝別して)J旬l百直径階別樹高|惜別本数分配表を調製

したるに第 32 表其 1 乃至其 2 を得?とり。是等の各表を遇躍する κ. 頻度本数は何れも左上よ

り右下 rc 向ふ釘角線に沿ひて集中するの傾向あ るを認、むるを得たるを以て . 更に進んで胸高直

径. 樹高雨因子間の相閥比故相関係数を計算したるに第 33 表主得たり。

階 別 本数 分 配表 (標準地内クヤキ植栽木)

heights of Zelkowa serrata appeared in each sample areas. 

heights (m) Total Mean 

7.518.0 18.5 I 9.0 ¥ 9.51 叫0.51十←|卜い1江叶1 罰- 平均

4‘予J 1 1 1 10 (7m.) 45 

4 3 6 6 2 2 1 26 8.90 

3 。也B 7 10 8 7 3 1 2 451 10.21 

1 8 7 2 4 1 2 261 11.12 

。.. 2 1 。。 91 11.33 

1 11 10.50 

7 2 7 10 15 14 20 15 7 6 6 2 117 

5.1 6.0 6.6 7.0 7.6 8.6 8.7 8.8 9.7 10.0 10.3 10.0 
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CJa'喝問。f1\晴糧\:樹〔糎ζ高¥ 米3¥ >

1.51 2.0 '1 2.5 13.0 I 3.5 I 4.0 I 4.5 I 5.0 I 5.5 6.0 I 6.5 I 7.0 

2202 2 
6“ 3 1 

3 1 1 2 2 1 
。

同 4
ヒ回

1 3 6 6 7 7 υ , 

同 6 6 

り 8

す、-MJ 1O 

す1 I 2/ Jl 

Meall ol 主F王 土弓 O. 5.1 
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E ECH3 O 2 
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ヒd 6 
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出 8 
ロ

10 
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Totall b 

2.0[ I 4.01 2p. ;J，匂 5.0 
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第 32 表其 2 胸jI;;"ij直径階別 樹高

Tabl日 32. 2. Correbtioll bet"，白日n breast height d iameter 乱nd heights of the t，reω 

1 \陣明\、複事ζ米)\、〉 α叩 d 

1.51 2.0 ¥ 2.513.0 1 3.5 1 4.0 1 4.5 1 5.0 I 5.5 1 6.0 1 6.5 1 7.0 

5CErコ 2 4 1 T 
] 31 2 

8, 6 1 11 2 3 
国 8

同 10
12 

ロ 14
B 1G 

T~~.al. 1 1 1 11 1 11 1 21 2/ 1 41 41 3 

一\ 部 1 I 1 4.01 1 4.01 1 4.01 3.01 1 4.51 5.01 6.0 
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/ー
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heigl巾 (111

~Ts.o 18.5l9.0 ¥ 0.51川0.5 ¥ 11.0111.5 \川 1:3.51 川 ω
~P~J 

51 1.90 

101 3.60 

d-凶3 十 υ。ï 6.06 

a‘η d 
ο ，、 的、， ‘“ , 191 7.71 

1 :; 1 1 

1 11 13.50 

--4¥ 91 

l 刈

1158123680.J06650α d 引U 0 4 A‘1畠・

4 3 4: 1 2 18 

1 1 2 2 1 “ o 9 

1 1 3 1 81 11.191 

1 1 31 12.001 

--l----~\-~\-{--~--4r-3-\ 1-1  6[ 21 21 

7.31 刈 9.71 吋 11
陪別本数分配表 (列j伏植栽匝クヤキ植栽木)

esta.blished by planta.tion (Zelkowu. serrn.ta.), stn.ndillg in 七he plot of 白trip-pla.uta. tion.

lleights (rn) 
Total Mean 

17.518.0 18.51 0.0 19.5 \川0.5 \叶 11.5 ¥ 12.0 112.5 \川山 言十 平均

(m) 
21 4.75 

s 2 1 141 6.57 

。" 11 10 13 5 6 5 、 1 61 8.66 
2 4 4 17 11 A‘3・r!!・ 14 12 ミ3・ 1 1 1 921 9.89 

6 6 15 9 10 13 3 。.. 1 741 10.65 

1 d。凶 1 4 3 5 4 4 4 1 1 301 11.08 
1 4 4 1 , 。 1 “ 。 151 10.97 

。.. 1 31 11.67 

づ\~~戸|つf~戸|
~81 6.4¥ 9.61 吋吋吋叶吋
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数 分配 表 (知 j伏 植栽匝ク ヤ キ植栽木)

ゼ!s tab: ished by plantation (Zelkowa serrata), Etanding in the plot of under-plantation. 

heights (m) 
Total l¥1can 

~7.0 17.518.0 18.519.0 \~…5 1 1 1.0 \叫2.0 ¥ 1 2 .5 1叫3.5 百十 平 均
(rn) 

16 4.47 

υ , 6 3 3 1 28 6.59 

1 3 6 5 e巴Jd》' 8 1 28 8.07 

。~ 3 4 6 4 3 ] ] 1 25 9.12 

4 。~ 6 10.17 

1 1 2 11.00 

6 9 11 11 8 14 4 9 向、， 1 1 1 105 

4.3 6.0 6.8 6.9 8.0 9.1 9.3 8.0 8.0 12.0 

8 1.63 

36 3.53 

6 3 2 1 dのM 38 5.86 

4 2 4 4 2 1 19 7.39 

1 1 1 4 8.75 

1 1 10.00 

10 5 6 6 5 1 1 2 106 

E 

4.8 4.8 5.3 8.0 8.0 8.0 
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林業試験報告 第三十閥抗

べ直に\径組\樹(九)¥ 高軒 ClassE渇 of 

0.5 11.0 11.5 12.0 1 2.5 1 3.0 1 3.5 I 4.0 1 4.51 5.0 /5.516.0 

。 1 1 

2 1 2 1 5 3 9 5 2 1 d。凶

C吊5コ 4 
5 4 9 15 14 

。...., 

;゙I 6 2 7 

国

り 8

fε'" 、 10 

12 

Total I 

言 "
1

1 
1 3 5 。" 14 9 11 18 23 

Mean 

2jS-均 0.0 2.0 1.3 2.0 2.0 2.0 2.7 2.9 3.6 4.1 4.4 

(Cll1コ

。 1 2 3 2 

1 5 5 25 27 30 13 7 1 

。.噌，

;゙I 4 2 8 17 20 

同

。 6

LrfB 3 、J 

1 1 2 2 

8 1 

Total 
1 a 8 7 25 28 33 21 25 23 14 

言十

Mea口 !

平均 0.0 0.7 1.3 1.4 2.0 2.1 2.2 2.8 3.5 4.1 4.6 

(C田〉

戸、

9 
J 

/・
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beights (m) 
Tota11 J¥fean 

16.517.017.518.0 18.519.0 1 … 1 10.0 1 10.5 1 1 1.0 ド 1.5 1判叫3.0¥ 1 3 .51 計 Jli ;1:'0) 

(m) 

DI 21 51 4 11 1 

81 151 101 81 51 61 51 11 1 

1 41 41 31 51 41 81 1 

11 1 51 11 2 

11 11 21 1 

ト|いι7日

111 81 41 1 

11 ~ ~ ~ 3 

1 l 2 

231 131 91 41 31 2 

5.01 4.91 5.11 6.01 6.01 8.0 

11 1 

1 

21 1 

2 1.50 

31 3.85 

731 5.97 

681 7.55 

321 9.13 

101 9.90 

71 9.86 

。。‘、
~“リ

10.0 1 80l T「l-

81 1.88 

1141 3.56 

831 5.71 

321 6.78 

51 7.80 

2421 
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\成 Cla詁s of 

伽\ 0.5 11.0 11.512.0 12.51 3.0 1 3.5 14.0 1 4.5 1 5.0 15.516.0 

H 
O 
EbトHh
d 

d・ 会
。 3 s 10 3 

。

炉、 2 1 2 2 8 10 38 45 57 25 16 4 4 
~ td 

! *1' 
戸 4 1 13 20 36 M 46 

ロ
fO 

H z、
旬、

5・ 6 1 1 5 II 

�. 

'百erp+ r、 g 

0 

3 

-戸
EF+ 

8 

sra + る
10 

12 

・百0 

r2 13 
を

r~告 Total 
5 10 18 13 38 71 45 62 

E日 ふ
百十

..... Me国1

34I4041 

、J
主1;' 均 2.0 0.8 0.2 0.9 1.5 2.0 2.0 2.9 
(CJnコ

。 B 8 14 7 

2 1 2 3 9 15 55 64 78 40 24 b 4 

~嵩E，h 

金
ヒ国

4 1 3 17 29 49 74 67 
トF刊司

。

炉~・
り 6 2 3 6 15 J:  

~ 5・

Erg o E C8F3 4ト 8 2 

日
eZD 

10 
林

12 

14 

Tota! 
11 23 22 56 67 97 69 88 

言十

1vIean 

2.L'
.4 平均 2.0 0.8 1.4 2.1 2.4 4.3 

(cm) 
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heights (01) 
Total Me剖1

6.517.0 17.518.0 1 8•5 / 9.0 9. 5 1叫0.5 1川1.5 1叫2.5 1刈3.5 主'p: t匂

言十 (m) 

24 1.77 

212 3.70 

45 26 20 11 

'ー-
3 1 ] '277 5.97 

28 33 28 26 16 21 7 4 3 184 7.70 

1 1 6 9 10 18 12 13 3 1 。、J 2 1 8] 9.15 

1 1 1 11 3 3 。ι， 1 1 1 26 10.50 

1 1 3 1 3 1 121 10.58 

74 60 54 30 41 22 31 10 7 6 3 816 

5.5 6.1 7.5 8.8 10.0 

3-1 1.84 

1 301 3.73 

52 30 21 13 3 1 1 361 5.87 

36 44 33 32 18 21 10 4 3 227 7.49 
千!

2 Q υ 8 13 21 14 14 3 1 3 2 1 101 8.96 

1 3 3 3 3 2 12 4 3 3 1 1 40 9.80 

1 1 1 2 3 1 4 1 151 10.47 

1 8.50 

91 78 65 62 40 47 29 33 11 4 7 7 3 

4.91 5.3 5.4 6.3 7.2 7.2 7.6 8.8 8.5 9.5 9.3 10.6 10.0 

」、』
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第 33 表 胸高直径.に!iする樹高の相閥比並相関係数

Table 33. COl'l'elation between breast heigbt diameter and heigbts 

of the tl'ees establisbed by plantation. 

C01'relatio11 between B.H.D.and Heights 

| 仰 D I r 

列 ilk 梢栽 Jilli 椋準地
Sample area in plot of 0.72土0.031 1 0.70土 0.032 1 + 0.�7:!:0.034 

st1'ip-p1anta1ﾎo11 

巴里I~ I ~~; 一 勝 ZJE 準 士山 0.90土0.015 1 0.93土0.011 1 + 0.89土0.015
Z口 h一快一 Samp1e area 1 I V.VV~V.V~V I v.vu~v.v~~ I ' V.UV~V .V~V 

A EL楠

52F2 4ト E-裁第二披棋 ìll! 地 0.93土0.012 1 0.95土0.008 1 + 0.90土0.016
。 lJï1 I Sample :Lre:L rr 
内

~7;1 1 金 林 0.7ω011 1 0山山+0.68 :!:0 似 |
♀ 川 EMf凶 O山川山f01ω川乱川刈山n山山1 t 

23;伏

号柑一 列 村1 11E 0.73土0 .018 1 0.68土0.021 1 + 0. 65土0.023
唱 q凪 Plauted in two lines 
句]コ殺

S 2.区一 亨IJ 植 l直 0.78:!:0.013 1 0 . 71土0.016 1 + 0.70土0.017
g '~ I Planted ﾎI1 th1'ee lines V.. U_'_V.  

全 林 0.87:!:0 伽 O恥O 伽 + 0.8凶附 |
担占 Efked of 0111 t1'e田 一 | 

土木 の樹冠 小 i潟地
巴 Et At t11e point of thin 0・90土ω12 1 0・ 89土ω14 1 +附土問4
S j決 色叫 ca口opy of the uaturally 

同 又。 EeEF2s 4 + L 4 河4 e] p り grow ll1g もrees
ロ は j二の 問地b一L拍目 iiif I At 木the po樹Îllt冠of欝clos~? 0.87土0 .016 1 0.89土0.013 1 + 0. 87土0.016
号制凪 2・I也 canopy of the naturally 
'ぢトロP5H h52 E9 + 4 ・ m<+ growlUiUI~ 1-ree s 

上木の 11' FJ,( j:也裁 H笠尾 At t11e p1o封int冠of 、th|涼in 0.85土 0.013 1 0.83土0. 014 1 + 0.82:!:0.015 
o '" 但口opy of the n:Ltur百l ly
ロ rE-LH E・fl'!: growing trees 

Er+ • 上木の 償問 地l叫r 河E At the p樹oint冠~~_:la.s;f_ I 0.87:!:0.011 I 0.84:!:0.013 I + 0.84:!:0.013 I 
~í)Îj I canopy � the natnmlly 一 |

民司q gro wing trees 

第 33 表に就て見るに . 各 I~ を逝じて何れも 高;j(の正の相閑々係の存在を認め得る敢値を示

せる い 其程度は試験匝陀よりて異1;]: ﾞ .知紙植栽匝に於ては列!fX植栽匝 t亡比し誼K高次のiE . 

の値を示せり口 数陀於て更に進んでJJ旬高直径にまJする樹高の開係式を吟味し?とる tて .其結果は

次の第 34 表の如く にして . 其曲線式は各島国企匝によりて異 り.列紙植栽匝 |亡於ては例外主主 く

H=aeーも + m なる一般式を、適用し得るに劃し.品Ii欣植栽屈にありでは上居林冠を構成する天

然生i問葉樹の本激少き第二税標準地に於ては列献植栽匝に於けると同信;の聞係あるい其他I:!

,. 
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何れも H=αB吻D-~+m t:J. る一般式を以て示し得るもの主主ることを確むるを得?とり。(前記の一

般式中 H=樹高， D=)J旬高直径. a.. ß, m は常数， e= 自然ît教の基数〉

第 34 表 樹高曲線方程式(質験式)

Table 34 Empirical formulas concerlled with br巴ast heigbt diameter 乱nd beights・

Empiriω1 formnbs 
:fill }}IJ 

持J 高 (tll ïÎ~~ 方 III 式

3.19515 
事リ 11た ple柿ar 栽 1M: *~í 土也 HO!() = 13.421e一一-D一一 + 1. 2叉 ρ

Sample area iu p10t of stl'ﾏp-
log(H-1.2)= 1.12777ーと21竺pl‘mtation 

O.OG98P- _!:_~~204 

市gES Fユ ;Plkh 
第 自立 J際 古島 1也 H(米)=6.246e ・]) + 1.2又ρ

Samp1e area r 10g 伺-1.2)= 0.79557+ 0.030314Dー斗詳
2B槌 S.9757 

5ロ・ Z5仏JーL且- 第 !j虎 i(1ド JI1l I-I(取) = 14. 828e一一τ了一+1.2又 ρ
一

Samplc (l1'<,a [ log(H-1.2)= 1. 17108 ー-1.7D2一6日1

列
2よt生" 林 町。= 1 1.943e一寸)-+1.2X~、

l¥1ixe� of :.11 trees 
log (H -1.2) =1 .07713一一Iア4時ー

町5三E田 ト宮4見司扱4量 '1.0059 
ー 亨1] 組 l.fll H(米) =12.528e一 一ilー+ 1.2叉《

Planted in t¥¥'o lines 
10g (H-1.2)= 1.09790ーヰ笠

-・裁 2.74627 

底 事リ 楠 I~ H(米) = 1 1. 943e一一D一一+1.2又ρ
Pla!1ted in three lines 

10g(H-1.2)= 1.07711-弓笠

会 ~* 
2.S6nn!l 

J-I('iﾇ)=9.327e 0.021170-ーーーD一一一+ 1.2叉ハ
l¥1ixed of :¥11 t1'ees 1og(_H--1.2)=0.96504+ 0.010G27D一一一I4》0地1思I~ì

上木ノhe術p冠oin小t Fti 地
1.873-13 

Z吋1IK 
官7J;匹 H(米)=7.60ge 0.003455Dー}一一D一一一+ 1. 2 3(>、

『5E:匂E号巴遁叉<9 

At the Doint of 

。炉、
thiu canopy log (H-1.2)=0.88132 + 0.015003D-~~~36_l_ 

1 22醐ロ3 5hI 
上官1 ノ樹冠たほ土也 E出)= 6 .691e 0.050434ト D- +1.2)(~， 

EE,+ ・ Z地E At e point o e E1099141 

'U 5cP 3 , .栽
c:¥nopy I log (FI-1.2)=0.82551 + 0.02HJ03D一九一

~.0G4 -l 2 

E司昆 上水ノ樹冠 IJ、隙 j也 H(来)= 10.65Ze -0 . 00638D一一一D一一 + 1. 2又 h
~ A t the point of thin 

log 但ー 1.2) = 1.02744+ 0 . 0028S3D 斗苧3 
ESE 主S4喝2LZ1 J. J民 cauopy 

れM比, 上木th ノ樹冠 f欝clWos1 11k 
O.04552D-1 . ~~.1 2:i 

芝筋 ‘ 
A t the poiut 01' close� 

Hくめ = 5_774e lJ .v 'I ;JiJ;':;jJ - --Y了一+ 1.2又ハ

canopy log (I-I-1.2)=0.76150+ 0.01977ー土学三

第 34 表t亡示せる質験式によりて算出せし数字と貰l段数とを釣比するに次の第 35 衰の如< . 

更に一覧 I亡使する震に列欣植栽匝標準地五割1ij此植栽匝第一蹴標準地の例につきて固示すれば第

9 岡の如し口第 35 表並第 9 固に就て見れば部i記の貰験式が如何によく質地に、迎合ぜるかを認

むるを得ぺ Lo
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第 35 表 )J旬 日直径階別樹高

Table 35. Comparison of observed value (H) aud comput日d

5E 高胸
!!li� Pljo|尤t of uncl植er-plantat裁ion !日;

列;伏枯草;1;; ];昆 t~~ ìf，1住 地

え直 Sample al'ca in plot of ~; - ~足以主将地 ~1 二統標準地

ヒh円d H 径
り階

staip・p1antation Samp1e area r Samp1e area J[ 

(cm) Hc 1王 L:;与 J-Ic H b. Hc 1-1 正~

tm>9 (1]1) (m) 
<3n.s>63 <m>6 (111) (m) <HE>6 (111) 

2 :1.92 :':.60 + 0.03 日 .23 :3.60 -0.37 

4 7.24 7.45 -0.21 6.00 6.06 -0.06 6.69 6.67 +0.02 

6 9.08 8.90 十 0.1 8 7.81 7.71 +0.10 8.84 8.50 +0.34 

8 10.20 10.21 -0.01 9.52 9.50 +0.02 10.22 10.00 +0.22 

10 10.95 11.12 -0.17 11.30 11.16 11.19 -0.03 

12 11.48 11.33 + 0.15 13.15 11.85 12.00 -0.15 

14 11.88 15.41 12.36 

16 

十 0.32 +0.15 +0.58 

T言d十ls -0.39 -0.06 -0.55 

-0.07 +0.09 +0.03 

色胸 車ω'I~j 71先
Plot of und e r・

宮高 j~l; 遜 又 J、

23 直 会 林 Relatively ll10ist habitat 

E 製
上木ノ樹冠小限i 地 上木

]¥'lixe� of a11 trees At tl,e point of thin canopy of the At the point 

ヒコ F苛 natlJl'a1Jy growing trees the naturally 

(cm) Hc I-I b. J-Ic I王 b. I-Ic 

。“ <3m.>51 <3In.>70 -<0123.>19 <4m.>40 <m>4 
4.47 - <0m.>07 tm>5 

3.56 

4 6.09 5.97 +0.12 6.67 6.59 + 0.08 5.83 宇
6 7.83 7.70 + 0.13 8.05 8.07 -0.03 7.39 

8 9.0'1 9.15 -0.11 9.14 9.12 +0.02 8.74 

10 10.04 10.50 -0.46 10.11 10.17 -0.06 10.02 

12 10.94 10.58 +0.36 11.05 11.00 +0.05 11.33 

14 11.81 12.00 12.72 

16 12.96 14.20 

+0.61 +0.15 
言十 -0.76 -0.15 
To'ls 

-0.15 0.00 

Notes: Hc=Calculatcd value of heights. I-I=Observed va1ue of 1 eights. ム~ I-Jc-H ，
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の賢段数.算出 Z宜 主t J照 表

(Hc) from empirical formulωin table 3!. 

列 JIk 
Plot of s tr楢ip-plantation 裁 l亙

会 祢 一 列 植
一

9"U 槌 lJ�i 
一

Mixed of all Planted in two iines Plal1ted in three lil1es 

Hc H t込 Hn 日 L:>. Hc 豆 ム

(4m.>29 <4m.>42 -<0m.>13 f3m.>99 <4m.>75 - <0m.>76 <4n.h>23 <4m.>25 -r0E11.3 02 

7.27 6.88 +0.39 7.09 6.57 十 0.52 7.21 6.95 +0.26 

8.81 8.77 +0.04 8.79 8.66 +0.13 8.76 8.80 -0.04 

9.72 9.95 -0.23 9.80 9.89 -0.09 9.67 9.99 -0.32 

10.31 10.5.1 -0.23 10.48 10.65 -0.17 10.27 10.43 -0.16 

10.73 11.08 -0.35 10.95 11.08 -0.13 10.70 11.07 -0.37 

11.05 10.75 +0.30 11.31 10.97 +0.34 11.00 10.39 +0.61 

11.29 11.13 +0.16 11.58 11.67 -0.09 11.26 

+0.89 十 0.99 +0.87 
-0.94 -1.24 -0.91 

-0.05 -0.25 -0.04 

楢 裁ー 区
plantation 

主主 地 尾
Relativcly 線dry habitat 筋

ノUn樹der冠c]o待sed問ca口i也opy 上木ノ樹冠小隙 1也 上木ノ cl樹0田d冠Cau雲o寺py閑o 地Under thin cal10py of Under closed CaUODV of 
tl'ees uatural trees natural trees 

H 
'"‘ 

Hc E王 L:>. Hc H ム

(m>5 
3.53 + <0m.>03 <3m.>53 <3n1.385 -<0133.332 <m>7 

3.72 <3m.356 +<0m.>16 

5.86 -0.03 6.28 5.97 +0.31 5.47 5.71 -0.27 

7.39 0.00 7.85 7.55 +0.30 6.78 6.78 0.00 

8.75 -0.01 8.86 9.13 -0.27 7.80 7.80 0.00 

10.0 +0.02 9.58 9.90 -0.32 8.77 

10.14 9.86 + 0.28 9.77 

10.56 10.77 

10.98 11.74 

+0.05 + 0.89 + 0.16 
一 0.04 -0.91 -0.27 

+0.01 -0.02 -0.09 
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第 9 闘樹高曲線闘

Fig. 9. Height curves of planted “ ICeyald " 

4 6 

, , , 

, 
;+ , 

、 ，, , , , , 

, , 
介, 

/ 一心", --c、....-..-

凡例

列i決植栽直標準地
。一一。一・心 Strip-plantatiou

(sample area ) 
x-x一一恒蜘l糊栽区第1~版耳切也

Under-plautation 
(sample 、area D 

8 10 12 14 

胸高直径〈粧〉

Breast-height diameter (cm) 

オ~ Iて第 9 闘に就て列枇楠栽匝と馳j伏植栽匝との樹高曲線を比較するに.現在にありでは同一

胸高直径階陀制する平均樹高ば列J伏植栽匝に於て遁に大なるも.胸高直径の増大に仲ひて樹高

の費化する !/k態を見るに. ダlJJ伏植栽匝 t亡ありでは其士宮力1\綬漫なるも，賠j伏植栽匝にありでは胸

高直径の増大に伴ひ益キ樹高大となり.将来に於ては同一胸高直径階に封する平均高亦貼!tk植

栽匝に於て犬と なるに至るにはあらぎる泣きかを焼Jましむるの献を呈ぜり。 ~n ち現在に於ては

列J伏植栽匝に於けるものは見l， J伏植栽匝に於けるものに比し納長にして幹形良好たるも.将来に

於ては逆 ft:黙iIJ\植栽匝に於て幹形良好・主主るものを産するに至るにはあらざるたきゃを探は し

む。

全林陀亙りて調査し?とる成蹟陀ありても亦同J僚の傾向ありや否を確めん と欲し第 35 表の算

1=1 .11 1肢を以て樹高山l線を霊きしに弐の第 10 闘を得たり。

t 
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第 10 園樹高 FUJ ~Jíl 固
Fig. 10. Height CUl'ves of planted “ Keyaki" 

其 1 1. On a11 �ta 

15 

-"・・+ae+ev 
,,­
' 

C回圃・0・・0
列 i決椛栽 I亙全林

Stl'ip-plantatiol1 

思r， 1決植栽 l亙会椋
u 【n叫1<叫ùe剖1'-1-'1:\町叩'11川1礼ta叫tiωtυ，比川I日1 x-.--x--圃メ

。

8 10 12. :J 14 
Bl'e拍t-heigLt diameter (cm) 

其 2 2. 0口 the data. il1 [>lot of strip-pl国1tation

15 

10 

4戸タd里5弓fL竺♀

ニ列柿栽 l芯
C回・圃3・・・o Pial1í~'d i:~ tw';;" liI;;s 
十一一+一一+三列槌殺 Jg

Phnted in three l�les 

u 

。

2 4 6 8 
胸高直 径 〈糎) Breast-height cliameter (cm) 
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林業試験報伶 第三十問腕

其 3 3. 011 the data in plot of unùer-pl肌tation

15 

5 

~ 

C田園田〈周囲圃心

A=Tl'ees unc1er thin canopy of 11乱t日ral
trees. 

R=Trees under closerl canopy of natural 
trees. 
開通 q 又ρ窪地f上木ノ樹冠小~t，i J:血〉
RehtiveJy moist habitat (A) 

向 上(上木ノ樹冠打;Ï IW也7
Relatively moist habitat (13) 

jち 校 筋CJ二木ノ樹冠小 l:tiJ也3
ReJatively dry habitat (A) 

向 上(上木ノ樹冠w.閉J也3
Relatively dry habitat (B) 

~・・ ・x圃・ -x

x--x-x 

C戸-..;:コ・...;:コ

。

胸商直 Breast-height diameter (cm) 

第 10 固に就て見れば. 全林陀就て調査し?とるもの tてありても標準地に於けるものと同様の

傾向ある を認むるを得.而して列紗植栽匝中二列植匝と三列植匝との間には主幹形には"[ifl と差

異あるを認めや。貼J伏植栽匝にありては窪地又は部通りの油i問地陀存立するものは尾根筋に存

立するもの fr:比して細長且形質良好にして、叉上居林冠の疎開せる環境陀存立するものは欝閉

せる環境に存立するものに比して現在陀於ては幹形良好なるも.大使となるに従ひ必し も然ら

ざる陀至る陀はあらざるなきゃの献を呈せり。斯〈の如く同一樹極にありても造林ノケ法の如何

に より叉環境の如何によりて幹形に願著なる相泣を来さしめ延ひては樹高曲線の性質を異らし

むるに至るもの怒ることは興味ある問題たり。

v 

ii. 枚下高に及降す影響

造林方法の差異が枝下高に及怯す影響を究めんと欲し.幹7診の比較の際陀於けると間際各試

験匝の標準地宵:技環境の異る毎t亡 JJ{~高直径階別枝下町1特別本政分配表を調製したる lて第 36 表

其 1 乃至其 3 を得たり 。本表に就て見る』亡、列ilkfítI栽匝にあ りでは黒，lj!U;植栽匝K比して枝下

高大なるが如き傾向あること . 立主列!U、航栽l;lliにありでは JJ(~JJ';j丘僅と校下高との聞には殊ど一定

の相!期キ併の存在を認めìYiftき陀釘 L. 貼J伏植栽席』亡ありでは胸而直符.大と在るに従ぴて校下高
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亦大となるの傾向あるを疑はしむるを以て 、 更に進んで平均技下高説胸高直径IC釘す る校下高

の相開比設相関係数を計算し?とるに次の第 37 表を得たり 。

第 36 表其 1 JJ向j高芭:償問別枝下高階別本数分配表(棋準地内 クヤキ植栽木〕

Table 36・ 1 . Correlation between bl'eat-beight diameter ancl clear lellgtb of trees 

e3tablisbed by pJantation in eacb sample area. 
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第 36 表其 2 胸高直径階別枝下高階別本数分配表(列j伏植栽匝クヤキ植栽木)

Tablc 36. 2. Correlation bet~，明n breast-heigbt diameter aml clear lengtb of trees 

日3もablished by plantatiou in plo七 of strip-plautation 

C直i\極笹F僻\】口¥ K 米\>

Claお問。f clear length (m) 

0eトEーS +4 2"54l ・ Mean 

O.;F.O 1 1.~2.0 12.513.0 13.5Tl~; 1 4.5 1 5 .0 15.516.0 16.517.0 ¥7.5 
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二 2524 
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第 36 表其 3 JJ旬高直径階別枝下I高階別本数分配表(鼎l欣植栽匝ナヤキ植栽木〕

T乱ble 36. 3. Correlatiol1 between breast-height diametet. al1d elear length of tree� es・

tablished by phmtation in plot of under-plantatioll. 
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第 37 表 平均投下高及胸高直径に封する投下高の相開比五相関係数

Table 37. Me且n clear 1白ngth and correlation betwe白n B. H. D. ancl clear length of trees established by plantation. 

列扶織栽 l亙採準
Sn.mple aren. in plot of stripｭ
plantn.tion 

ZFF占|第一披標準地
易 t;伏 I Sample area r 
t. う植 l
旨言栽| 第二股標準地
吉区| 品mple area [ , 

g.~_:__. I 金
E EL列

22朕
|ニ列植 E

S植 |Planted in twolines 

・4 裁|
E医|三列植区
ít'~ I Planted in three 1ines 

地|

材， I 
Mixed of aIl I 

金林|
:Mixed of a1l I 

目貼--- ---- I 

|間関 |上木の樹冠小限地 l
< IQ_~窪告書\:;，克一一一一:~;:;.:̂ I 
ヰ紋|宮邑地遁|mLmI同FE旧J 叫 l
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"E.. I~I ..一一ー--- I 
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H・ I t::"'" I 11atural trees I 

F 区|三宮根|上木の樹冠欝問地 i
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Bfean clear length I 
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第 37 表 11: ).比て凡るに首列j附i立栽l呂の平均段下高は !!!}ii伏tiÍi栽匹の夫 11:比して活に大なり。又

列!IJ\植栽匝中 11:ては三ダIJ植恒は二列拙匝に比して平均校下高大にして，賠月九1'1立栽匝中にては i翠

通り又は荏地に存立するものは尾根筋ι仔立するものに比し千ι11'左下日大 t亡、又土木のtJÏJ冠の

疎開せる環境に存立するものは出閉ぜる環唆に存立するものに比して王子均技下高大なるの傾向

あり o :;たに 1・IIIJF，l "<係に就て見るに.千均杖下高の大なる林分にありでは平均投下高の小なる林

分 11:比して itl開比中n閥係数共に小となるの傾向あり o QP ち列欣I'I{Î~主l広にありでは貼欣値栽!;~(;に

比してHI開比仕HI開係数共11:小にして.僅 11:胸高直径と紋下高との問に正の1・Ll閥骨係の存在を

認めmる程度の{底火の他を示せるに到し.知!u\植栽隠にありでは rgl li:正の 1・1I閥+係の;(t.在を認

識し符る程度の高次のifi'iを示し.同じく1l1M阿古栽匝にありても上!菅木の樹冠の127閉せる諜岐に

存立するものは其然らざるものによじして1・日開比誼相関係数犬なるの傾向あれ斯〈の如く超林

方法の如何故環境の如何によりて胸高直径陀ままする校下高のおl開守係を異ーにするものなりとせ

ば、*主干・7吊のよじl院に於ても単に其平均値のみを以て結論を下すべきにはあらやして.同 -ni'ù~[j

直筏附に主Jする平均松下17iを比股吟味するにあらざれば正i鳴を得難しと併し仰ぺきを以て.第

3G 表IC 示せる質験敢により校 Fï:;îrlli~~~の IJ今味をなぜり。其結果は次の第 38 去のまfI <'にして.

t主下i17i山棋は列J伏植栽凶と貼iiJ，航抜hlli とによりて異り. 5iUiiJ\11立栽回にありでは指数Illi~Æ式たる

h=αG I} 十 c (但ん=枝下r:i.D=)J旬ï~~'jl直径.c== 白然N!l&の基数.α， J゚ c=~~~・数)なる一般式を
以て示し得るに到し、賄!lJ\ 1:1(I~匝fi にありでは閥単なる抽物税式?とる h=αD~ 十 c (但 h= 校下

山. D=胸高直径. a , ß, c== ~f;~n&)を以て示し得るものなることを知れり。

手世

第 38 表 校下高Jl1! ~J~ )/程式(宜験式)

Tuble 38. Elill'irical fυrllJUl川 euneemeL1 with bl'east-haight diametcr 

aml clenr length uf Lt'ees 巴stablisbec1 by plantation. 

I~mpiric:ll forll1n]as 
日リ

校 下 高 (tlJ t及 方 不在

~.10216 

式

亨11 {民&丸植田 裁 j,![ 標 準 i也 A 米)=4.10S0e D +0.44x>、
ple "re:l in I'10t of 
strip-plantation iog(h-0 .44コ=0.61362-252三

O.512!J2 

下E四 トd~鉄~，Jj 
2is 一 ~J~ ?話 iJt主 1也 hc米)=0.6332D + 0.44父山

日ample area r lOf,'(h -0 .4，1) デ 0 ，51292 logD-0.lUS48 
。町槌

Eロ 栽
0.57.12:; 

第 一 明)己 全児 11E j由 hCi:) = O. 7530D +0 .45X'、

Sa lT -)le urea [ 剛一0.45コ=0山 1ψ0.12319 I 
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手塩
Ernpirical form口1出

Bリ
校 下 高 rt� 品主 方 程 式

2.3D577 

歪と 林 hOf;:) = 3.3206e 一寸了一+0.45x~'

至。

c可片! J伏 ~lixcd of a11 logα-0必〉=0.52122-21戸

。炉、 t.8f12ヨS

5E5 植裁
一 事IJ 槌

'''''' 
h(米)=3.154\Je一一 Dー+0.34又 ρ

l'lallt~d in two lines log(h-0.34)=0.4¥J8¥J9-o.~苧

1.07382 
列 ネ泣 1&五 h(米) =3.313.1eー一-r-)-+0.48x~、

16E 

Plantcd in threc linc日 log(h-0.48) = 0.52027-吟旦

0.56020 
金 イ本 h;米)=0.62，15D +0.42又戸

Mixed of all logくh-0.42)=0.566201ogD-0.20446

黒占 0.370.15 

吋E比五 探誕 上水の払I 冠小 i波地 h(米)=0.9037D +0.3SX~、

g F争 i伏
l'ncler thin canopy of 

!1nturnl trp.c3 log(h-0.38) = 0.3704S1ogD-0.043¥J8 
り

c 

E 。tL 二ず，r.主 上水の樹冠官(?問地p、 1. 10431 

1E 甲Eb 植議
h(米) ~~0.~5S\J4D 十 0.43父山

E E p，』 i也 Ul1c1er 伽仏1 CJ. I附 01
log(h-0.43)= 1.164311ogD-0.58681 川.tuml t町田 i

O.{j2l70 

、~喝司E J'(; 鼠正木の樹冠 11、簡地 h(米)=0.58303D +0.563くρ

Utlllcr tlJÏo 国!I(l[lY of 

natl¥rnl trces log(h-0.56) = 0.52170IogD-0.23431 

1~ 

『E司. ~H 上水の抑冠官'!J. I~J :!血 O.3l�� 
h(米)=0.72351D +0 .44χρ 

E Ep r長+ 111Acr cIosmlmlOFY or 
筋 nntural trecs logCh-0.44) = 0.346161ogD-0.14056 

Notes: h=clear length, D=brcast-hcight dbmetcr, 

e= base of natural 1υgaritluu. 

:;7(fC第 38 表の貫l段式より算出し?とる数値と宜段数と主主J上じするに第 δ9 去の如くにして.

更に標準地内のものに就て固示すれば第 11 固の如く大臨に於て j:JÍ1記の宜!段式はよく質地 fC ì適

合せるを認むるを得べし口
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第 3D 表胸高直径附別枝下 iiE

TaLle 3D. COmpal'i80n of obscrvccl vulllc (11.) ancl calclllatetl 

列 j伏摘ま~ l，\~ 秘準地

2.87 

6 。。句

竃Jo、J 、J

f:�:tlll]>le arca in plot of strip-

l 山口tation.

2 1 (m 

4 

Tυtal 

E自 胸高
g, ili: 
回 程

b同 肘
(cm) 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

10 

百十

Total 

言「

3.60 

3.77 

3.8ﾐ 

会

-
I
l
l
-一I
4
|
|

引
1
1
』
1
1
5

→
、

J
q
d

行
4

噌

L
a
t

-

l

-

-

-

-

-
刊

1
1
2
2

一

-
M

。 72

"'ｭ
Q
U
 

• 。
“

Mixctl of a11 

2・651

む

h---ìτ-I-hc 

1.<l41 0.001 

1.801 -0.011 

2.161 ー 0.02 1

+0.01: 

+04 
-0.28: 

ハ
り

n
D
ρ
h
v

d
u
k
υ

ハ
υ

-

-

ｭ

Q
υ
Q
U
e
d
-

+0.221 1.73 

-O.lﾐI 2.03 

0.001 2・ 28
+0.191 2.50 

-仏17 1

+ 0.411 
-0.<l5! 

+0.061 

辰百~互
I'Iot of llntler-phntation. 

第一腕 tz: 準地|第二税標準地

Sample arca r . I 品川.，le arca [ 

ム lLc I h I ム

-Ib1128611io|JU6 

1!Ji 鼠

hc I 

(111) 

Ul4 

明 1・;.:;n 

品
令

J
A
J
 

1.72 + 0.01 2.11 2.42 -0.31 

2.08 -0.05 2.55 3.14 -0.59 

2.17 +0.11 2.D;j 2.72 +0.21 

2.50 0.00 3.27 2.8] +0.46 

3.58 3.67 -O.O¥J 

当ll l 翠
j民

PIυt of underｭ

り x は
Rebtively rnoist habitat 

上木の樹冠小限地 | 上水
Umler t11in C1.110py ofIlo.turnl trees 1 UlId宮山田，1

l h I ム I hc 

(,,,) 1 (111) 1 (川) 1 
1.551 1.441 + 0.111 

1 ・叫 ω41 -0.151 

2.14! 2.141 0.00: 

2.331 2.501 -0.171 

t準 w. 

2.44 

2.50 

0.25 

2.52 

2.50 2.25 

2.75 

;1.:35 

4.211 +0.25 

2.651 

Notcs: hc=calcubte� vallle of clear lcngth, h "Cobserve� ,alue of c1ear length，ム =hc-.h
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の賓験教算出数堂、j 照表

value (hc) frol11 empil'ical fOl'!l1ulas in table 38. 

列 !lk 櫨 裁 1，宣
Ploi o� strip-p hntatio.n. 

:�:t 林 一 列 中直 l昼: 亨1) 本直 6'lえ
一 一

Mi:x:ed of a11 P1mted in two lines Phnted in three lineョ

hc h t三与 lw とh hc h ム

〈田〉 (IU) 
+<0m.312 (111) <111>7 <1BE3.350 +<0111.322 1.45 1.33 1.72 

2.27 2.26 +0.01 2.31 2.0 +0.2 2.50 2.31 +0.19 

2.68 2.99 -0.31 2.64 2.L7 -0.03 2.86 3.16 -0.30 

2.91 3.26 -0.35 2.83 2.97 -0.14 3.07 3.47 -0.40 

3.06 :1.03 +0.03 2.95 2.91 +0.04 3.20 3.15 +O.Ofi 

3.17 3.27 -0.10 3.03 3.02 +0.01 3.29 4.04 -0.75 

3.25 2.35 +0.90 3.10 2.30 +0.80 3.36 2.44 +0.92 

3.31 3.50 -0.19 3・「 4.17 -1.03 3.41 

+1.06 +1.09 +1..438 5 
-0.95 -1.20 -1 

+0.11 -0.11 -0.07 

植 裁 1�1i 
plantation 

E主 地 応
Rehtively 根dry habi ta t. 筋

の樹冠務問地 上木の樹冠小 rJ.i 地 上木の街冠欝|羽地
国nopy of llatnrn.l tr，巴回

U!J(ler tl1i" 田nopy of natnrnl.t唱四 Uuder c10sc� canopy of IlV.tl1"nl t l'eeヨ

h 1:;. hc A ム hc h ム

<1m.>33 -<0m.>23 t1tn.>40 <rT334 -<0m.>02 
(m) 

〈1旧.〉28 
+TH 1.42 1.36 

1.78 -0.07 1.76 1.71 +0.05 1.59 1.72 

2.13 +0.39 2.07 -0.03 1.79 

3.13 +0.221 
229o i 2.20 + 0.09 1.9;) 十 0.13

4.50 -0.29 2.5 2.20 +0.30 

2.69 3.21 -0.52 

+0.61 +0.44 + 0.21 
-0.5¥l -0.57 -0.25 

+0.021 
-0.13 -0.04 
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校下高 rlll 線岡

Fjg 11. Clear lCllgth cnrves 

~1 1l回

校

下

高

/〆〆〆弘

司r.-- 0回目〈同圃o ij' 1l!Vd'l峨問:準:lÜl St市中hntation
(sample area) 

Eiil欣植栽直第一敏惚準地 Under-plantatioll
(Sllrnple area 1) 

f91] 凡

(
米
)
。
r
p
吋
】
O
M
M
m
H
Y
(
E
)

災圃-)(，圃圃x

(糎〉高直径

Breast-height �ameter (cm) 

目旬

主たに第 39 表立主第 11 闘に就て同一胸高直径附に劃する枝下高を比較するに.其傾向は大盟

に於て平均枚下高陀於けると同様にして.列HJ\植栽匝の投下高は鈷耽植栽匝の投下高よりも大

怒り。而して同じく列欣植栽匝中にては三列植院は二列植匝よりも大にして.融M植栽匝にあ

りでは匝々として一般傾向を認め難きも.車に得たる数字に就て云へぽ上居林冠の疎開せる環

境に存立するものは其然らざるものに比して校下高大なるの傾向あり。但し窪地又は津通りに

存立するものにありでは却って上居林冠の僻閉せる環境に於て其枝下高大なるを認む。

斯〈の如し植栽木の樹冠の上居部陀到する日射量の大なるが如き環境に存立する林木程校

下高犬なるの傾向あることは踊る興味ある問題にして，校下高を大たらしむる要因は阜に受光

量の結封値の大小の問題t亡はあら守して，柏、頭部の受光畳と下校部分の受光量との差の大小町

ち是等受光量の聞に存する比の大小の問題なることを暗示するものと解するを得るが如し口此

ことは造林技術上見逃すペからざる重要事項に属す口

校j角度に及ほ守す影響, ・
1

・

1
・
1

澗葉樹林の這成に賞り林木の校を細小ならしむることは極めて肝要なる事項なり口然るに既

住に於ける研究業蹟は日射の担き環境に存立する樹木は是に反する樹木l亡比して校魚度小にし

て校保強犬となるの傾向あることを示せり。 3れ l'i本調ヨ!E t亡於ても造林カ・法の相遣が如何たる
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程度i亡値栽木の枝角度に影響を及~iせるやをと吟味せんと欲し. 標準地内楠栽木の最下校に就て

是が調査を施行せり c数に校角度と ;隅す る は植栽木の下校が主幹となす角度の義κ して.本調手E

K於ては最下校の分l岐阜5を基黒tJとして夫より 30 糎上方に白墨を以て幹枝に夫々印鼎i し.其二

賠間の距離を測定し、此二勤問の距離を弦とする固弧の上に立つ中心角を以て便宜校角度を示

す標準数字と見倣して島理せり〔第 12 闘参照)。斯くの如〈にして測定せる校角度を JJ旬高直

第 12 国 Fig. 12. 

主
幹 最

下
核

BA = 校角皮 Branch angle 

tx 100= 校筏率 Percentage 山山1cb diam仰

僅I亡開係せしめて相開表を作製L たる陀第 40 表を得?と り 。木表につ き て平均校角度を計算し.

更に胸高直径と枝角度との中日開寺 保、を調奈し?とる陀第 4 1 表に示 すが如き結果を得たり 。

第 41 表に就て見る に.平均枝角度は鞘i/)ç植栽匝第一切t標準地に於て特に大なるの他、標準

地によりて大たる相違あ るを認めや。 而して各個樹の枝角度は列欣植栽匝は馳i/)ç植栽匝![比し

椅ーな るが如きも其差は頴著怒らや.印 私事~Î!伏植栽匝中上居林冠を構成する天然生澗葉樹の多

き材;分陀於ては植栽木の校角度大とたるし之に反する林分に於ける植栽木と列H人植栽匝の植

栽木との聞には殆ど差異あるを認めやo :3たに F同悶子聞の~;I]開比設中n開係敢に就て見る t亡 、試験

匝によりて多少の相違はあるも何れも雨者聞に正の相開キ係の存在を認め得る如き数値を示ぜ

り。設に於て更に進んで胸高直径 fC:到する枚角度の関係式を求めたる陀其結果は第 42 表の如

くにして，何れも簡単友る指数曲線式?と る Y=aeßD C但 Y= 枝角度. D=胸高直俺 e= 自然

封教の基数、 α 及 。==1P;数)主主る一般式を以て.示し得るものなる こ とを知れり 。
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第 40 表胸高直径 l惜別枝角

Table 40. Correlation table concerned wilh breast-hei!!bt diam白ter and branch angle 
巴

\ 校角度 l
'\三あI Classes 

直 '\ I nA I M I "̂  r: I 
怨工程車) \

列
扶
植
栽
区
標
準
地

m
g
M
1
0問
S
F
M
L
O
件
。
同
m
H
Z
M
Y
M

U
Vロ
，

s
t
o
p
 

A

仏z
n
o
n
6
n
u
n
h
a
a
τ

噌
E

A

唱
E

A

噌
E
・
4

9
5

虫
色

MW・同
-
u・
(
白
目
)

一
2
1
4

一

1

1
2

一
一

1

一
1
1
1

1
3
5
1

一

1
4
8
2

一

一
1
1
1
1

1
2
5

一
1

1

4

5

7

-

噌
A

の
6
8
A
官
官
且

0
6

噌
A
o
a

防
4
0
a
q
u

-
一
1

一

。
hM

噌
i
?
i

守
E

4

Total 

1.[ , 1 15110 17[ ,[ '[1'[10 , ,[' 7 

1 8 . 0 1 7いい，[ 8"1 7.6 90 7.5 ,,[ 951 61 

ふtきn

Mett口

平均

駒
山
肌
栂
裁
区
第
一
披
標
準
地

m
笹
5
1
0
日

m
m

円
E
1
0
件
。
同
ロ
ロ
白
。7
1
BE

g
-
R。
ロ

駄
肌
肌
槌
栽
区
第
二
披
標
準
地

F
E
-
v
H
O

時

E

岡
山
口
句
]
。
件
。
同
ロ
ロ
弘
司

目
立
伊
豆
丸
山
。
ロ
・

2 

3 1 ー 2 1 ー 1 2 

11 21 -1 -1 21 ー 4 3 3 4 5 

可fA
v
o
a
a

告

β
0
0
0
A
U

の
必

噌
i

マ
i

白
a
E

問
。

同・出
・同
-u
・
(
円
目
)

一
一
一

一
1
2

1

一
]

一
一

2

一
一

1

噌
'

A

・
B
・-

1 1 ー _ ， ー - 1 _ 1 _ 1 _ 

j j|]: 
.21 - o

a

守
A

o
a

1 1 ーl ー - 1 _1 ー 噌
E

A
喝
・
A

・
E

A

1

一

一
一

一
一

守
ム

O
B

Total 
1 1 ー 1 31 11 21 21 31 ー 1 121 31 11 121 71 31 5 1 ー

言十

7
1
ω
1
l

一

au 

句
。"

t
 

a
a宮

内
dAU 

n
u
 

nv 
ρ
O
 

Q
U
 

v
h
υ
 

句
，

n
れV

Mean 
4.01 ー 1 5.31 6.01 6刈 4.01 5.31 

不定J

Notes: BA=Grades betweeJl brancb and pole. 
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度階 別 本数分 f思表

(BA) of the trees establish日d by planting, which standing in each sarnple area. 

of B..:\, (0) 
Tohl Mean 

72175178181 1
84

1
87

1 山¥ 96
1 卯引| 叫… ! 吋4 1卜い1日山1 言十 卒均

1 101 54.3 

2 261 53.3 

一 一
11 -

、
1 451 51.8 

1 3 ー 1 261 57.0 

1 91 51.7 

1 81.0 

1 6 1 2 117 

10.0 7.7 8.0 13.0 10.0 

一
-1 8.0 

4
1 

57.8 

31 - 3 1 2 1 371 03.3 

11 - 1 19i 60.0 

11 -

一 一 一
1 1 01 80.0 

1 63.0 

4 2 2 1 1 」 1 77 

5.0 -1 8.0 

一 一
ーー 8.0 

一

一一
1 41 52.5 

1 181 52.8 

181 50.2 

91 57.7 

11 - 1 1 8 68.3 

3 52.0 

11 - 11 -

一一
2 1 60 

-110.0 イイー 一lJ -110.0 



第 41 表 平診J枝角度訪;胸高直径に劃する枝角度の相関比設中日開係数

Table 41. Mean valuさS of branch angle3 (BA) and correlation ratio &; correlation 

coefficie凶 between breast-beight diameter (D) and branch allgle. 

Mean values of branch angles Correlation between D and BA 

卒均投角皮 捺準偏 差 喜善化係数 キ目 関 比 ヰ目 関 上l二 相闘係数

M.BA σ' C.V ヲ D .BA ヲ BA.D r D.BA 

列扶植栽区標準地

Sample 町田 in plot 54.05土0.801 12.85::i:O.567 23.8::i:1.107 0 .54土0.044 0.44土0.050 +0.04土0 .062

。f strip-plantation 

豆町里h 第一統標準地

61.95土1.216 15.82土0.860 I 25.5土1.473 0.41::i:O.064 0 . 51土0.057 +0.27土0.071

音E長吉La裁植区長 Sample area I 

第二銃標準地
、

54.75土1.338 15.36土0.946 28.1土1.862 0.38::i:O.075 0.46土0.069 +0.22土0.033

Sample 町ea [ 

Notes: M.BA=mean values of branch angle ， σ'=standard deviation, C. V =coefi�cient of variation 

η=correlatioll ratio, y=correlation coeflicient. 

ー‘

H
ω。

骨
骨
山
都
刊
局
窓
お
吟

総
村
山
十
富
田
神
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第 42 表 校角度曲税方程式(質験式〉

Table 42. Empirical formulas concerned with br・east-heigbt diameter 

and branch angles 

Empirical formnl悶

校 fIj 皮 rlll 影2 1i E丑

槌 %11; 区 椋 il'主 :ftll Y-51.763e 
0.004301D 

又ハ

131 

式

Sample area in plot of strip-plantation. log Y = 1. 71402 + 0.001878D 

EEf LZ 
第 一 lJJ，~ 椋 ~~ 地 0.027117D 

Y=54.286e 又ρ

Sample area 1 log Y =1.73469 + 0.011777D 

第 一 ~}è 傑 盟主 :tl!! 0.020G16D 

E0 7 栽医 一 Y = 47.980e 叉ρ

Sample al'ea ][ logY=1.68106+0.008953D I 
一一一一一一一一一

Notes: Y =Bmnch at)gle D=Breast-height diameter e=Base of natural logarithm. 

ヨたに第 42 表質験式によりて算出せる数値と第 40 表に示せる貰験教とを釘比するに衣の

第 43 表の如く.更に列j伏植栽li~標準地及貼欣tr!J.栽匝第一披標準地の例につきて闘示すれば第

13 聞の如くにして、是等の闘表に就て見れば前記の質験式は大臨に於て賓地陀、適合するものな i

ることを5忍むるをf尋?とり。

胸
ー田占~

f官
経

(cm) 

。

。Fキ3 4 

ヒd 6 

国 8 
り

合5 10 

12 

言T

To'ls 

第 43 表 胸高直径階別枝角度の質験数算出数割照表

Table 43, Compal'ison of observed value (BA) and calculate� value 

(BAc) froll1 the empirical fOl'lTIulas shown in table 42. 

列;決植栽隠収。 準地
県占 j決 Pl植ot 栽unde 区;fjl~ 準ot of under-plantation 

JI!! 

Samp1e area in p10t of 
第一Sam統u1 楳準地 第二~}è標準地

strip-vbntation ple al'ea 1 Sample area ][ 

BAc BA ,c" BAc BA 凸 BAc �. 

54.3 57.8 -3.5 一

57.3 51.3 +6.0 50.0 52.5 -2.5 

52.7 54.3 -1.6 60.5 63.3 -2.8 52.1 52.8 -0.7 

53.1 53.3 -0.2 63.9 60.0 十 3.9 54.3 50.2 +4.1 

53.6 51.8 +1.8 67.4 80.0 -12.6 56.6 57.7 -1.1 

54.1 57.0 -2.9 71.2 63.0 +8.2 59.0 68.3 -9.3 

54.5 51.7 +2.8 61.4 52.0 十 9.4

+4.6 +18.1 +13.5 
-4.7 -18.9 -13.6 

一 0.1 - 0.8 - 0.1 

Notes: BAc=Calucnlated value of branc11 angle. 

BA=Observed value of hrauch angle. ム =BAc-BA
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次陀第 43 表の算出敢及第 13 岡につきて同一胸高直径階に劃する枝角度を比較する tて、

(1) 、 jUif;R植栽匝植栽木の枝角度最小にして，貼j此植栽匝第二~n標準地の枝角度之にヨたき\同第

一披標準地の枝角度最大怠ること、 (2). !J旬高直径大と主主るに従ひて投角度大となるの傾向あ

り，特t亡其傾向は黙欣植栽匝に於て顕著なること等を認、むるを得べし。是等の結果は踊る興味

ある事質にして、天然生澗葉樹林下に下木植栽せしナヤキに劉し誼度に其環境を改善撫育して

生長を促進するときは形質亦良好なる林木となるの傾向額著怠 るものあることを意味するもの

とす。

以上記述するが如く本造林試験に於けるが如き程度の森林の取扱の相違陀於ても植栽木の校

角度に鯨著に影響するものなることは注目に値す。

枝の太さに及依す影響

前節に於て記越せるが如〈造林方-法の相違が値栽木の枝角度tて及除す影響の頴箸なるものあ

lV. 
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第 4...1去 )J句i市直径階別校保率階別本lJ&分配表

Table 44. Cりrrelatioll tahle concer・l:eù with breast-height ùiame匂r

(B. H. D.) am] brancb seize (B. D. P.) of trees establisbed 
by pblltatioll, which i白日tanding ill each sampl日 area.

133 

I~~奉) 伽seS of B. D. PωE EL F 

埋も川2fo¥ ~~\ ~ )4.5 l~Ol.5.5 1 ~~ ~_5j~~ 1ベ
合~~，' 1 ~ : 1 1 1 _I 41 ~I ~I ~I ~l 11 ~ 1 _I _I .1 _1 .1 I .1 I ~ ~I ~O・5付ロ芯要IJ 1 * 6 1 1 1 11 31 11 d 61 4¥ --1 d 11 d 11 11 11 -1 11 1 2615日

?伏g， 8 1 11 -1 21 41 81 61 81 4[ 41 21 -1 31 11 1¥ -1 1¥ 1 ¥ 4.5¥45.8 

裁 12 1 1 11 -1 2 一一 1 一一一 11 11 -1 21 -1 11 9165.0 
~k?i 1 '~141 1 1 1 I 1 11 1 i 1 1 1 1 1 ~ 1 1 1 114ω 
様

i準 TZlI 11 11 8卜2l14卜5\ 191 9171 61 31 616¥ 31 21 3¥ 11 111171 

を地 lfzl84lo.oI9.{~ilulu(7竹川村31 8川
百M。件~ロ:.. ・麥J [ ~ 1 ¥ 1 J .1 _I 1 一一一 -1 2 ー 11 J 1 1 ! 1. :I:=.~ l~ 1 ! 21 1 1 21 11 1 一一 11 11 -1 11 21 -1 11 1 1 10 肌5
;- p同放植 。ご亡ロ 4 1 1 11 61 51 31 61 21 31 41 21 11 21 1 一 一 一 11 1 37143.8 
E 栽 国ヒフ 6.1 1 11 11 71 41 11 21 2: 11 1 19140.8 
同区

E 第 811 ー1-1 ~I"-I-I-I 31 1 1 I 1 1 1 1 1 i 1 ~I :~:~ 旬。F。H司4ト2傑抗何 司
E離す1\ 11 1¥ 91 10\ 什 491 71 31 41 41 21 11 判 11-1 771 

|悶松吋l 8.00刊8¥ 5ベ44←い判!トi 5.11日ベ11川|
~~I)IQOI 1 1 1 I I ち】eL ?舶!k のF2!1 ! 11  11-1 一一- 一一 11 1 1 1 4151.3 
自" 対叩 g 、 4 i 1 1 1 1; ;;1 -1 31 -1 11 21 21 1[ --1 2 一一 11 1 18147.8 
同栽切 6 [[ 11 1[ 21 2[ 31 21 21 2 ー← 11 -1 11 11 1 1 18151 ・1
5・国
も。阪 Þ 8 1 1 1 1 51 -1 11 .-1 31 1 1 1 1 1 1 1 1 I 9142.8 

第(。豆司こ る一~10; 1 21 21 -1 11 1 一一 -1 21 1 1 1 1 8145.6 

iZZ 'l'~~ll 11 11 十 61 10\ ベ什4511147:3;1ド;1。1可114118.01i4| 地主苫~¥4.0¥ 4.0¥ 7.3\6.317.4ド仲
Dﾍameter of branch at the point 30cm from lhe base 

NoteB:B.D.P.is mabirwiatnd sign of Diameter of pole at tIle FOil1t30cm from the base X100 
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ることを認むるを得たるを以て.吏に進んで枚の太さに及ゆす影響を訓1!Eすること L せり。其

調奈の)i法は.枚角度測定の際に桜識せるこ駈帥ち下校の分l技賠より 30 ~[!ÌÎ上 )J・の主幹及校の

直径を測定し.主幹の直径に劃する枝の直径の比を求め.えiを校倍率と名づけ此枝{~率を吟味

すること L せり(第 12 園参JlfO。今枝径率を胸高直径に関係せしめて相関表を調製したるに

第 44 表を得たり。本表l亡就て見るに列秋他栽i高掠準地主立軸i/}と値栽[1\S 第二~b~標準地にありで

は.胸高直径と校~寧との聞には殆ど一定の闘 1系の仔在を認め難きい鮎秋他栽lr'!言第一致標準

地にありでは胸高直径大とたるに従ひて校倍率は去p而小と在るの傾向ある乞疑はしむ。主主に於

て各試験臨 l乙於ける平均校倍率を計算すると同時に雨悶子聞の~:目開比故相関係数を計算したる

に第 45 去に示すが如き結果を得たり。

第 45 表 平均枝径率挫胸高直径に劃する枝伍王容の*日開比

立主相関係敢

T:丸bl日 4.5. Mean value of B. D. P. aud the cOl'l'elatioll ratio and 

conelation coefficienむ between bl'east-height diametol' 

(D) and % of lowest bl'anch ùiullle旬r (B.D.P.) of 

the tl'ees establish巴d by plantation, which standing ill 
each sample al'eas. 

Me:.m value of B.D.P. Correlation between D-and 
B.D.P. 

平均M校ea経n 卒 ||1t;準ゲ偏差 I 渡化U.係V数 相自比|日比|相関係数
'l ]).DDP 守 DD l'.D I r D.DDP 

s列hrJIMR1直裁断rca似i準n 地
闘士a閥抗壮1.87810.32::!::0，附酬土O刷pl<;_ a~c?， i~ , 148.5 p-alもoitt of strip-131a11t 8.0ｱ1.136 

en 

思~I第一搬船也
r町r1ト!~尤 44.12土1.237 -0.32:::!::0.069 

E? hzI内 area 1 
己、槌

第二競艇準地Eロ 栽 48.58土 18.53土1.141138.1土2.665 10.16土O.・08510.51土0.061 -0.12土0.086
M互 Sample area Il 

Notcs: Abbr町Ïttted signs are tho 日amc to tba t of tab1e 41 aロd 44. 
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第 46 表 校経率曲続方程式(宜験式)

Table 46. Empirical formulas concerned wiもh bl'巴ast-height diameter 

and branch s日ize (B.D.P) of lowest branch. 

Empirical formulas 

校 経 率 凶 線 方「 程 式

列;伏植 l栽n l亙標np準-p 地 0.016318D 
Sample area in plot of strip-plant Y =41.694e 又ハ logY = 1.62008 t 0.007087D 
-ation 

EE Et 
第 - ~)ë 桜準地 -0.060174D 

Sample area I 
Y = 57.943e 又ρlogY= 1.76300-0.026133D 

。哨植

ZE 裁 第二銃標準地 ~0.OM571D 

?。 区 Sample area ][ 
Y=51.431e 又山 logY= 1.71l22-0.001985D 

N otes: Y =B.D.P. D= breast-height diameter. e= b酎e of natural logarithm. 

第 47 表 胸高直径階別校倍率の寛!喰数、算出動1\11照表

Tabl白 47. Compal'ison � obs日rved valu巴 (B.D.P.) and computed 

value (B.D.Pc) fl'om empirical formulas ShOWll in table 46. 

td q ,,1,.., I ""];11 UJ¥. -1-* ~:I~ nr -I'iT1i v:1lt J..I. 昭市 ![正一苅『誠 一孟 標 準 地-z胸| 初lJj伏植栽 I亙標準地 l h l -plt f und64mtati凶国自高| 加がe ar回 in pM  of l mpe amm  t 

同直 I s叫-plantati~; "---第一統桜準地!第二腕椋準地
担保 I~----' .----------- Sample al'ea I I Sample 
門出 IB且Pc 1 B.D.P. 1 1 B.D.Pc 1 B.D.P. 1 1 13五.Pc 下広D.P.T

(口凹)階 I ~c的 I ~è%')' 1 ム I ~è%コ I ~é%) '1 ~ I ~c幼 | 仁%)[ ム

n
v

の
h
u
s
ι
z
a
u
o
O
A
U
0
4

4

唾

噌
'
A

噌
E

A

噌
E

A

44.5 

46.0 

47.5 

49.1 

50.7 

52.4 

40.51 + 4..0 

52.31 - 6.3 

45.81 十 一 1. 7

47.11 + 2.0 

65.01 ー 14.3

40.0 1 十 12 .4

57.91 61.31 -3.4 

51.41 50.51 + 0.9 

45.51 43.81 + 1. 7 

51.0 

50.5 

40.4 

35.8 

31.7 

o
o
v
u
 

-

ｭ

A

U

W

4

 

4

告
。
。

30.01 + 1.7 49.1 

48.7 

To'js l 当 --
+ 4.剖
- 5.剖

-1.到

+13.0 
-12.7 

+ 0.31 

Notes: Abbreviated sig回 are the same to that of table 44. 

第 45 表に就て見るに.其平均値に於ては.賠欣倍、栽匝第一読標準地に於て梢々小主主るも其

差は顕著ならや、列欣植栽匝標準地と賠扶植栽匝第二税標準地とD聞には殆ど差異あるを認め

や.~Pち平均枝径率は遣林方法の如何により大なる差異たきの結果を得?と り 0:3たに胸高直径と校



136 林業試験報告 第 三 十四勝

~卒との相閥比立立相関係激K就て見る f亡、列j伏植栽匝標準地内林木にあ りでは低次たがら正の

相関々係の存在を認め得るが如き数値を示せるに!E-Jし、賄欣tfli栽|長第一蹴標準地にありでは明

に負のi'fJ閑々係の存在を示し、同第二蹴標準地にあり では極めて低号たにして殆 ど無関係なるも

倫相関係数は負の値を示せり白期くの如く造林方法の如何によ り叉環境の如何によりて胸高直

径にj討する技控室容の相関々係を異にすることは頗る興味ある問題怒るを以て.雨因子聞の関係

式を求めたるに第 46 表に示すが如く何れも簡車沼:る指数曲組式たる y=αe~D (但 y= 枝径

率.D=胸高直径、e= 自然!i教の基数、 α 及。=常数)を以て示し得るもD たることを知れり。

第 46 表の宜験式によりて算出したる数値と質店倉敷とを釘比するに第 47 表の如し更に一

目瞭然?とらしむる錦に第 47 表の数字を用ひて闘示すれば第 14 闘の如 Lo 是等の国表に就て

見れば前記の質験式が大障に於て貰地に、適合するもの怒ることを認、むるを得ぺし。
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三えに第 47 表立立第 14 固に就て同一胸高直径階に劃する枝樫.率説胸高直径の費、化K伴ふ校

径~&容の愛化の欣態を見るに . (1).列!Ik植栽匝陀於ては胸高直径大と主主るに従ひて校筏率亦大

となるの傾向ある陀封し、思\~f伏植栽匝にありでは逆陀胸高直径犬となるに綻びて枝径率は小と

主主るの傾向あり.其傾向は特に第一蹴標準地に於て顕著お:ること . (2入 業結果と して小径木

にありでは列欣椛栽匝の校倍率小なるも大任木にありでは逆K列!Ik植栽匝の;伎鑑率大となるの

傾向あるを認むるをf尋ぺし。

V. 摘要

以上造林方法の中目遠が植栽木の樹形に及除、す影響陀就て l吟味し来りし鹿を紬括して摘記すれ

ば次の如 Lo

1. 遁直なる軍幹を有し枝張・適度の法正なる樹71'bを有する林木は列i伏植栽匝に於て最も多し‘

然る K現在に於ては光線不足の震に牟球形の樹冠を有するも撫育方法の如何に よ りでは直に

枯頭を抽出して法正主主る樹形の林木に導き得る可能性ある林木を知lふるときは . *唐木以上

の立木本教が 1 1ヘクタール」賞 700 本内外存立するが如き林分に下木として鼎j伏 lt:tJll栽

せるものに良形の林水最も多く . 列欣植栽匝之にすくぎ、 中居以上の立木本数 11ヘクタ ーJレJ

営 300 本内外の林分に貼紙に下木と して植栽せるものに最も少しD 而して列j伏植栽匝中に

ては一徳樹帯に三列に植栽せるものはこ列l亡植栽せるもの K比して幹形良好怒るもの多 く.

駄j伏植栽匝中にては肥沃較潤怒る環境に存立するものには乾燥せる環境に存立するものに比

して幹形良好友 るもの多 し。 叉叉木の本数は列j伏植栽匝に多き傾向あり 口

2. 同一樹種にありて も樹高曲線は造林方法の如何によりて異るものに して.列欣植栽匝にあ
ー告 : D-云

りでは日=α6 十 rn f;r.， る一般式を埴用 し得るにまJ し . 馳紙植栽l高にあ りでは H=α6 十m

f;r.，る一般式 を以て示し得る揚合多し口従って現在陀於ては列i附l[[~主匝の造林木は品'i!lk植栽匝

の夫陀比して細長K して幹形良好なるもの多をも.期J伏植栽匝にありでは胸高直径の増大に

伴ひ樹高の大とな る割合が列j此植栽iE!の夫氏比して惑に大なるを以て. ;.I，-{\分撫育)f法の宜し

きを得るに於ては将来は列!Ik植栽匝に比し大小混拾の程度強く上居間伐を施行し易き林分κ

導くこと容易友り。従って幹ll'b良好なる林木を生産し得るに至る可能性あり。

3. 同一樹種にあ りてい 造林)f 法の如何陀よりて枝下高曲線亦具るものに し て.列批植栽

匝にありでは h=ae +c なる一般式を以て示し得るに劃 L. 製M伏植栽匝にあ り ではh=αD+ c

f;r.，る一般式を以て示し得るものな ることを知れり。然り 而して同一JJ旬高直径階陀劃する校下

高は列欣植栽匝に於けるものは鮪欣植栽匝に於けるものよりも大なり.而して列j伏植栽匝中

にては三列植匝は二列植直に比して枝下高大にして.果日j欣植栽匝にありては上居林冠の疎開

せる環境に存立するものの枝下高は其然らざるものに比して大なるの傾向あ り。 是等の事質

より考察するときは.梢頭部 t亡於ける受光量と下校附jL[の受光量との差を大友らしむること

が校下高を大怒 らしむる要因なるが如し。従って澗葉樹林に謝して下居間伐を施行するは此
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意味に於て上居木の形質を美良たら しむる所以にあらぢるが如 し。

4. 造林方法の如何に閥 らす3胸高直佳と校角度との閥係即ち校角度曲線は異ら古るものに して .

常陀 Y二郎 なる一般式~以て示し得るものなるい同一胸高直径階に劃する枝角度を比較

する に列j伏植栽匿のものは鰐ii伏植栽匝のものに比して遁に小怒り口賠~犬植栽匝中にては中居

以上の立木本数多き林分程其下木として植栽せ し クヤキの枝角度大な り 。

5 造林方法の如何花開らや胸高直径と枝径率との閥係を示す一般方程式は異ることなし校

角度 l副総と同様 y=郎 君主る一般式を以て示し得るものなるも . 其曲棋の傾斜の方向は造林

カ法の如何によりて大に其趣を異にし 、 列j伏植栽匝にありでは胸高直径の大なる林水程校径

率亦大なるも . 賠j伏植栽匝にありでは逆に胸高直径大と友るに従ひて枝径率小となるの傾向

あ り。 其傾向は上居林冠~構成する天然生林木の本政多き林分に下木植栽せし もの程願者'tt.

り。

是を要す る に列j伏植栽及鮎欣植栽の雨造林法共に或程度迄は形質良好主主る林木を生産する に

趨 し?とる造林方法たることは其成果の事質上認識し得るし樹形. 樹高曲線. 枝下高曲線. 校

角度及校径率等の諸賠につきて吟味するときは . 軸i伏植栽によるカ'JlJj伏植栽に よ るよ りもー居

将来良材の産出を j悶し得るの傾向ありと云ふを得ぺ〈、叉列欣植栽陀ありでは三列植は二列植

に優 れ 鞘欣植栽にありでは中暦以上の林冠構成に参興する天然生林木の本1設が 1 1ヘクタ ー

Jレ」 首 700 本内外は大陀過ぎ. 300 本内外は少に失するが如 しD 但此立木本数は天然林の林

齢及植栽木の樹齢によりても異るぺきものなることは想像に難からざる鹿にして . 要は天然林

が多居林にして而 も各居の樹冠が、適度に疎開し、 植栽木の柏頭が著しく墜せらるることなき環

境を四時現出せしむることを以て理想とすべし。

[3J 造林方法が植栽木の生長牧穫代及ほ・す影響

本学に於ては先づ造林方法の~'EI謹がグヤキ植栽木の本数減少に及ほ・す影響を I吟l床し ， 次に生

長、 l段穫に及ほす影響を吟味せんとすロ

(1) 植栽木の本数減少陀及依す影響

他Iji木の本数減少のj伏態を比較せんと欲し . ffü栽首時に於ける本政と成績調査営時自Pち林齢

15 年時t亡於ける現存本数とを釘比するに第 48 表の如くに して ， 列j伏植栽匝 Kありでは 11ヘ

クタ ー Jレ」 賞植栽本数 871 本に釘し、 成績調査官時に於ける本数は 718 本K して. 儲に 17.6

%の減少率を示したるに過ぎざるも 、 鼎iHX植栽匝にありでは 1 1ヘクタールJ 首植栽本数 1，958

本に封 し、 成蹟調査官時に於ける本数は 908 本に して ， 質に 53.6% の減少率 即ち列j伏植栽

匝の 3 倍以上の減少率を示せり。

J哩=

~ 
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第 48 表 クヤキ植栽木の本数減少j伏態一覧表

Table 48. Decreasing llumber and percentage of tr明日 established by plantation. 

1-'1: ;ff Per hectare 
Actual nU01ber 

試験 地 大N摘M可正山制裁6Z時本均2d三i4回政t-yM i川i昭n 和現1I5存e6uR阿a年本甲国1数0大山紘{6…年本4数月 昭…月現和存6一年本1政0 1け5箇るDe年減cre間少ase本にd 数-Ji!} 減少率面積
Area (ch�) arItlianted at15olytl ears numt隠r 吋 tr配s I C%) 

且cially dttring 15 ye町恩

列 oj。伏tlaon槌ftastti裁roinl) 医Pl pl 
1.00 864 712 718 153 17.6 

新;決植 栽 l直
Plot of under- 1.20 2,330 1,080 1,958 908 1,050 53.6 
pJantation 

Notes: 1 ch�=0.9917 hectare. 

(2) 直径. 樹高の生長に及依す影響

林齢 15 年時に於ける千均直径及平均高を各試験匝別立立環境別K計算せしに次の第 49 表を

得たり。

第 49 表に就て見る t亡 、 列;!J;J\植栽臨にあり ては判ii扶植栽匝K比して平均直径、 平均高共K著

しく 大なるのみ友らす九 費化係~まも著しく小に して直径樹高の賢一度著しく 高き を認む。 卸 ち

標準地内の林水K就て見る に.列欣植栽匝の値を 100 とすれば.平均直僅に於て制欣植栽匝

第一蹴標準地は 54ん 同第二披標準地は 75.6 f亡過ぎヂ・。平均高陀於ては . 出li j扶植栽匝第一税

標準地に於て 63 . 1 . 同第二銃標準地に於て 82.2 fC:相官す。 嬰化係数は組i欣摘栽匝は列放植栽

匝の 2 倍内外の数値を示せり。全林に亙りて調交したる成積に就て見る に. n洛賄j伏植栽匝第

一就標準地の成績と 同似に して . 列j伏植栽匝の平均値vc劃する貼j伏植栽匝の平均値の比は直径

に於て 53.1 % 樹高に於て 69.0 % i'L首れり口

三えに同一試験I~ 内 に於て環境陀関係せしめて植栽木の生長j伏況を比較する に. 列j伏植栽匝中

にては二列植匝は三列植匝に比して僅に生育良好にして. 知j伏植栽匝中にては禅通り 叉は窪地

の趨潤肥沃地に存立するものは尾根筋に存立するものに比して僅に生育良好主主る に過ぎ古るも .

上唐木の樹冠の疎開せる環境に存立するものは欝閉せる環境に存立する ものに比して著しく 生

育良好~Iと し て . 直径に於て 60% 以上. 樹高陀於て 40% 以上大役るを認、む。是等の事質よ り

考察するに . 本試験林K於けるが如き程度の環境の相遣にては植栽木の生長を支配する最 も力

強き 因子は光の4条件た り と組定し得るが如 し口
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第 49 表試験匝及生育地 別

Table 49. Mean bl・east-beight diameters and 

列~植栽 l直忠i~'~ Ìi他地
Sample area in plot of 

strip-plantation 

.lI1ean breast-beight diametera 

卒均直径
M. D 
(0111) 

終準偏差
d 
(cm) 

8.02土0.135 2.16土0.095

第
第
鮎
欣
福
裁
昨
川

一

HV
E
件
。
同
ロ
ロ
弘
司a

同
》
]
卸
ロ

J
H
P片山O
口

抜書~~ ~ 也品目J
'

4.36土0.150 2.02土0.106
Sample area I 

5JJ~ ~~ 
6.06土0.233 2.72土0.165

A 
ﾆ.  

列
扶
植
栽
区

MM
H。
件
。
同
忠
何
回
同

Y
H
V
H
m
v
g
f

悼
式
。
口

準

Sample area 1I 

体

Miェed of all 
8.05土0.065 2.59土0 .046

列槌
8.66土0.102 2.75土0.072

Planted in two lines 

列植 JM; 
7.63土0.083 2.52土0.059

会

思占

Planted lU three lioes 

キ1，

Mixe� of a11 
4.50土0.057 2 .42土0.040

5.68土0.161 2.44:!::0.114 ., FiHよ
..... 

~深
長「遜

EE りa-(t) "'1,/ 

~~店
E 箆
宮地

上木の樹沼小 l波地

Uuder tMn t't\山OflY of 
1 1ll，tUf叫 treCij

上木の樹主主欝問地

Uudcr clo担d 国1l0py of 
llatural trees 

土木の樹 主主小|務地

Unc1er tlJÍn α凶opy of 
nat山al tree邑

筋

L
M
q
H
 

上木の樹主主総狩l 地

。

炉、

:1 . 58土0.132 2.�1:!::0.093 

Under closed 阻nopy of 
natural trees 

5.39二と0.110 2.4::土0.077

3.27土0.073 1.68土0.052

植
栽

ロ
ロ
品。
門
，
司]
m
v
C
4

斤m
w片
山0口 Fj毛

~~. 
g: ~tR 
"河区
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平均直径及平均 高一覧表

mean heigbts of tbe tr明s establisbed by plau切tion.

:Mean heights 

置き 化係数 平 111均. 1王 高 標 準d偏 差 翠主 化 係 数
C. V C. V 
(ガ) (m) (m) (%) 

26.9土1.269 9.77土0.096 1.54土0.068 15.4土0.695

46.3土2.915 6.29土0.169 2.27士0.120 36. 1土2.135

44.9:!=3.222 8 . 20土0 . 214 2.50土0.151 30. 5土2.012

32.2土0.632 9.54土0.044 1. 73土0.031 18 .1土0.334

29.7:!=0.091 9.79土0.066 ] .66:!=0.046 17.0:!=0.489 

33.0土0.846 9.35:!=0.058 1.76土0 .041 18.9:!=0.456 

53.8:!=1.129 6.58:!=0.058 2.46:!=0 .041 37 .4土0.707

43.0土 2.342 7.38土0. 125 1.90土0.070 25.7:!=1.273 

56.1:!=3.318 5.1 7土0.143 2.18:!=0.101 42.2土2.276

45.1土1.752 6.87:!=0.098 2.16土0.069 31.4:!=1.097 

5 1.4土1.948 4.78土0.071 1.63土0.050 34.1土1.161
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(3) 造林方法が牧礎材積に及隠す影響

林齢 15 年時に於ける牧礎材積!(比較せんと欲し各試験毘別に表示するに第 50 表の如し。

第 50 表 試験 l直 別 本数.材 積鈎照表

'rable 50. Stands a七 15 years old, ¥l'bich establisbed by plantation. 

標準地商;続 A2支ctual 口umb在er Per bectal'e 
Area of eacb 

本Nl1mbe数 I 号。lun戸本Numbe数~ I 寺山gsample plot 

(1喧 lmuer I (fm) 1.1.' umuer I (frn) 

列;民楠裁区 主張 準地
Sample area í口10pnlot of 0.1186 117 2.681 987 22.61 

strip-plantat 

第一Sam披pl 標準 f也 0.1034 0.629 6.08 
e area r 

22植

OロロBE百L舟ーFlVE K W EfL ニ am税ple 標準 :fl[l. 0.0903 1.114 687 12.33 
Sample area [ 

H E出L会
列 Jlko様f st 裁 J& 

Plot of strip- 0.9917 712 20.867 718 
plantation 

。炉、

県占 J決 n植deトpla栽ntltio 1E ;;{本 Ploも of llnder-Dlantltioll 
1.1900 1,080 908 6.66 

第 50 表に就て単位面積常牧礎材積を比較するに.列j伏植栽ltlliに於けるものは明jj伏植栽匝 lて

於けるものに比して著しく 大友り。先づ標準地内の林木につきて比較するに.明j欣椛栽屈の牧

穫材積を 100 とすれば.貼j伏植栽匝第一蹴標準地に於けるものは僅に 26.9 に過ぎや.同第二

放標準地に於ても向 54.8 に過ぎや. 金林に就て調査したる成壊に就て見るも亦同践にして結

欣植栽匝の牧礎材積は列7'tJ\植栽匝の牧礎材積の 31 .7% 1<:過ぎや。

ヲ'

以上記述し来れるが如し 翠K本数減少塁手、 生長Jc交穫等の諸黙のみに就て見るとき は列欣植栽 ヤ

は賄欣植栽に比して造に優れたる這林方・法な りと云ふを得べし。

生撫
;;Lo弓
同

前各章に於て記述し来りしが如 く . 思!j批fí~t栽匝陀於ては上唐林冠の過度に閉鎖せる局部多く.

4足って植栽木が光線不足の樹形を呈するもの多き宜情を認めたるを以て、活林木のJ無育を目的

としてさえ記の如き方針の下に天然生i開業樹に劃して間伐及枝打を施行せり。

一時に林冠を疎開也しむることなれ植栽木を極端なる被盤欣態より脆せしめて上長成長

を促進するを以て目的とし. 主として中唐木に劃して間伐を地行し. 是に枝打を併用して欝

聞の調節を計るものとすo 而して上唐木に1liしては集国的に存立して特に下唐木を墜する如
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きものに限り之を間伐するも，主として枝打によりて欝閉の調節を計り .下暦木に釘しては

生長遅れの植栽木を墜し叉は之と競争j伏態にあるものに限り間伐す。是等の欣態を一目瞭然

たらしむる震に闘示すれば第四国の如L-o

以上の方針の下に撫育間伐及枝打を施行吃る結果を標準地内林木に就て取鎮めたるに第 51

表を得?とり。

第 51 表 間伐木教率及間伐材積率一覧表

T乱ble 51. R巴，sults of thinning, done for 白日 shelter ¥Vood 011 purpose of adjus七ment

of canopy in each sample area settled in the plot of under-plantation. 

rl月伐前 !日1 伐木 A残fte 存木 IPlo丹fertehAi2K i11ntnaign23e g 3 Before thinnil1g Thil1ned r 色hiul1ing

占官Z;里I楢E占様枕'4~ 本Nu田ber of tree沼 数 I 6.0 

ト防・吋一 Volume (fm) 
16.7 

包mml思槌占鋲vj)� 本Number of trees 数 I 3.6 

。区準

3 第1也 14.7 
:0二二 Volume (fm) 
戸司

第 51 表陀就て見る に.鈷j伏植栽匝第一蹴標準地にありでは本敢に於て 6% 材積に於て

16.7 % の間伐率となれ同第二披標準地にありでは本敢に於て 3.6 %、 材積に於て14.7% の

間伐容とたれり。 是等の数字のみに就て見れば.間伐前に於ける中居以上の立木D多少に開ら

や間伐互容は同似の数字を示し質j伏を説明するに不充分なるが如き感あるを以て.各樹冠暦に於

ける間伐程度就 1 rヘクター Jレ」首残存木本数の :JI.x態を一目瞭然たらしむる錦に樹冠居を三唐

に分ち.各唐別に 1 rヘクターノレ」嘗間伐本数.残存本数、 間伐木教室容等を表示すれば第 52

表の如 し。

第 52 表に就て見れば. 主として中唐木に劃して間伐せられたること .中唐木以上の立木本

数大なる林分に於ては上居中居共に相嘗間伐せられたるも . 是に反する林分に劃しては中居以

下の林木に限り間伐せられたることを首肯するを得ペ L-o 然り 而して間伐施行後に於ける 中居

以上の樹高階に属する林木の 1 rヘクター JレJ 常本教は、第一就標準地に於て 512 本 (約三分

のーが上唐木) なる に劃し. 第二就標準地にありでは 222 本(約十分のーが上唐木〉にして、

第二競標準地のものは第一税標準地の約 40% に過ぎfや。 而して肉眼的に見たる感じは第一波

標準地に於て~rc調和的のものあるを認、む。是等撫育の影響iが如何なる程度に植栽木の形質.

生長に反映するゃに就ては他日報告する鹿あるべしO
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第 52 表 樹冠唐別間伐本数率一覧表

Table 52. Numbel' of naturally gl'owing trees standing in each sample al'ea 

(per hectare) setもled in the plot of undel'-plantatioD. 

t主t 高 1'皆 Classes of height 

。-8 (m) 9.5-14.0 (m) I 15.5-21.5 (111) 

野I~ 間伐前 | 203 
JIk Before thim甁g 

立E1栽M 附 1:!G 38 
三cp lg Thil1ued 
第

s門s ー 残 存 165 2 腕 Afler thinning 
円J)兵

f特 日司 イ比 本 数 18.7 I JI1l % of thinning 

品t 間伐前 | 22 
JIた Before thinning 

p目栽槌 mJ 伐 。

三。第l瓦 Thinned 

。円BS -一a 残 存
22 " a虎 After thitUling 

同級

卒 I 2.9 ¥ 
百j主 nfJ 4足 本 数
1血 % of thinning 

一一一一

ヨたに如何な る樹極の如何なる佳散に屈する林木が間伐せられたるやを究めんと欲L. 樹陸別

に IJ向高直径階別樹高階日 IJ本数を調42表示するに第 53 表及第 54 表のおl し口

第 53 表及第 54 表に就て見るに.第一蹴標準地に於て間伐せられたるは.カシハJ ナ九

ミツA キを主とする喬木類のみに して 1 tr;ご~~標準地に於て間伐せられたるは.ヌル デ .ミツポ キ.

クリ、コナラ等の喬木類の一部と、 アプラチャ ンを主とする瀧木鼠怒り。即ち本試験の如き目

的を以て間伐を施行せらる L 揚合に於ては・中居以上の林木叫て間伐せらる L ものは主と し 予
て此地方・の植生連続の初期に侵入 して.現在に於ては其後に侵入せる林木に其位置を譲らん と

するカシハ.コナ ラ 、ヌノレデ類、故植生迎慌の後1mに侵入 して枝葉の繁茂特に著しく下唐木IC

封し過度の日陰を興ふる如き性質を有するミツマ キ等・t.r.ることを知るを得ぺし。即ち此間伐は一

方に於て其地方の植生連績を促進し.他の一方・に於て是を阻止せんとする作用を目的とするも

のにして.換言すれば此地JJ・の植生連簡を常に|合 も此地方に於てクヤキの侵入最も旺盛なる過

程I亡保持せんとするものな り 。
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第 53 表 間伐木の樹極別胸高直径階別本数分配表

Taule 53. Di~tribution of tbe breast beigut c1iameter of trees takeJl by thilllling 

ill eacb sample area settled in the plut of uJl�er-plantation. 

胸
貼l伏描栽].\K第一税標準地 思占 i民槌~主 n区ple第ar二ea aE12321色 l也

Sam ple area r Kample :trea 1I 

も・色 事苦 木 類 Tre出 務木業H i墾 木おi 8h .. ・ubs

'" 
ー一一一一

ω 

Z。 E且唱4 直。同 7 8 18 28 36 4 8 25 36 13 33 日5

ヒ同
カ 三t ヤ �< 、、 グ コ ヌ 、、 ア ノ コ キ 占認

ド吋

百十 計-ド. 司
カ フ.

f笠り 可
竺.. 

。吋s炉s由~ O 炉ドAsa d ヨ
リ ア 叶。ε p ヲ フ

iJ ブ.ロ同 シ う十 ‘ 1;F ヅ -)- Jレ :ゾ

ロsコ“ s 
司2 チ

みノ ノ階 1) 
、、 -ヤ

.!)I 
。

(cm) J、 ラ 7 づJ キ フ ラ・ q.. ュ， ギ -::J.' 号〆 キ
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iニÌ'

言十

叶。~仲o 

2 1 1 1 3 8 4 2 141 14 

4 3 1 1 5 5 

6 1 l 1 2 3 3 

8 2 2 1 5 1 1 1 

10 4 4 ] l 1 

12 3 3 6 l 1 1 l 2 

14 2 1 3 3 

16 1 1 2 

18 3 3 6 

20 1 1 1 1 1 

22 2 2 

24 

26 

28 1 1 1 

言十 16 9 1 1 31 30 1 ] 3 2 71 12 4 2 8 31 24 31 Total 

♀l工~J 14.] 12.4 2.0 2.0 8.7 Mca日 28.0 20.0 2.8 2.0 10.0 2.7 5.3 
(cm) 

N ote~: In�ex number of each species correspouds to tbaも of table 23. 
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:�� 54 表 間伐木の樹極別樹高階別本数分配表

Table 54. Distribution of the hcights ¥)f trees taken by tbinIJing in eacb sa ll1 pl日

ar団 関仇led in もhe plot of und巴r-plantation.

1!!,lj j民総裁 lぷ第一統 j~ 準 J也結;民楠Sa裁112lp直l tiZ一統棋ì\~j也
樹 e area I Sa.n> ple area [ 

C5コ 待 木 !lJi Tl'ces 務木 alil Tr・e朗 漉 オミ 鎖 S山 | 合
高凡《 Y247FL 7 8 18 28 36 4 8 25 36 13 15 16 33 35 

σ0 5EME可f 4 4 ・
音 j- 言 j- 言十

カ :J ー炉 ?< 、、、 グ :J ヌ 司、 ア ノ :J キ ￥ 

ト~甘. 
.マ カ

炉トsヨs d + P 叶ロA >

フ・ 。~ドヨ 言十ヲ

階 ナ サr
ヲ

ヅ ナ ツ-
7 Y; ブ. e. 宅J Fレ

叶~ ω e. CE E 13 
宅 チ 〉〆 ノ

グ
、‘ ‘ -• 

:? 

(川)
.>、 ラ 7 ゲ キ ラ テ" ヰ ユノ キ・ コ. る/ キ

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 1 1 

3.5 2 2 2 

4.0 1 1 2 2 

4.5 1 1 1 1 2 2 

5.0 3 1 4 4 

5.5 1 1 2 2 1 5 5 

6.0 1 1 2 1 3 3 

6.5 3 3 3 

7.0 2 1 1 4 1 1 1 

7.5 

8.0 2 2 1 1 1 

8.5 

9.0 1 1 

9.5 1 1 1 1 2 

10.0 1 1 2 2 1 

10.5 1 1 2 

11.0 1 1 1 l 1 

11.5 1 1 1 1 1 

12.0 2 2 1 1 1 1 2 

12.5 1 1 2 

13.0 1 1 1 1 l 

13.5 

14.0 1 2 1 4 

14.5 l 1 

15.0 1 1 2 

15.5 1 1 

1 
16
1 31 刊 71 

12
1 31 241 31 

Total 

Mぷlie均an i l 1 1叫1.31 7.01 5.51_~~1 |刈刈 981吋 !日I 3 い 01 5.31 5.31 

Notes: The i口dex number of each speロies corresponds to that of table 23. 

v 
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5 摘要立立結論

以上数項に亙りて記述し*Þ し鹿を要約して摘記し更に進んで結論すること次の如 し。

( 1) 本試験はず ヤキの耐陰性班、き性質を利用して経済的遁林方法を研究するを以て目的と し.

大正 6 年 ( 1917 年〉以降昨馬麟fijVJ<.郡臼)1'町大字五料字小根山園有林内陀於て施行せるも

のとす。

(2) 本試験に於ては.胸日直径 30 糎内外樹高 15 米内外のク 九カ シハ . コナ ラ . クヌギ等

を使喬木とし、 ク リ.カ シ ハ.コナ ラ .ミ ツ子、ヌ Jレデ.キハ ダ . オニクツレミ等を従喬木と

し ， 地木階は、サクラ類.カ ヘデ類. アプラチャン . キプシ 、 ノ リ ウツギ、ガマズミ . グン

コウパイ其他 20 飴置の地木類を以て占めらる L 多階多居の天然生j閲葉樹林を二分し 、 其ー

は傾斜の方向陀 10 米内外の間隔に 7 米及 9 米帽に帯!l犬に皆伐して . 其皆伐面に 1.8 米間

隔κ二列及三列にクヤキ前を植栽する列!lJ\槌栽とし‘其ごは 筒i記の1間葉樹林中上層樹冠の疎

開せる部分を選びて任意にがJ 1.8 米内外の間隔に ヲ ヤキ首を植栽ずる鮪欣植栽と して此二1/

法の比較試験を施行せり。

(3) 古íJ l\日の如き程度の柿伐印Iら植生の破壊及び下木の瓢純白P ち1'1[1生の撹両Lが如向なる程度K林

内環境に影響を及隠したるカ、陀就て， 地表植生位クヤキ植栽木の葉面積等につきてl吟l沫した

る に . 本試験の程度に稽j伏に皆伐することによりても或程度に環境を乾燥せしむることは事

宜なるも、其程度は徴弱なるものに して是を其附近に存する人工植栽のカラマツ林内の植生

に比すれば造花標準的の林内植生花近れずヤキネiE栽木陀とりでは寧ろ適澗AA態K近きもの

なることを知れり。 向本調査によりて平均常現度は 、 林業試磁報告第 31 競ク ロ マツ林の落

葉採集試験に於て知り符?とると同様， 其値犬伝るもの韓乾燥度目きことを示 し. 環境判定の

よき指標た り 得ることを確め得?とる と同時に . 本研究に於て取扱ひたるが如き程度の泊j問な

る環境に存立するクヤキの樹諜は上枚程大形なるものたることを雌むるを得た り 。

(4) 本試験に於けるが如き造林方法の相遣が植栽?にの形質に及隠す影響を . 枝j形 、 幹形. 校下

高. 校角度，校の太さ等の諸国子につきて結合的fC比絞吟味する陀 . 現在に於ては列j伏値栽

匝特に三列植匝に於て形質良好なる林木最も多きい 撫育カ-法の宜しきを得るに於ては将来

は寧ろ結-Jtk植栽匝陀於て形質良好怒る林木を多数に生産する陀至るにはあらざるなきゃの疑

あるを認むるを得たり 。

(5) 本試!践に於けるが如き迩林ノ'i法の~m主が植栽木の生長牧随t亡及隠す影響を . ヨ|式数減少. 直

悠及樹高の生長.牧1~材簡の諾鼎i l亡就て調査したるに . 受光量の多 き林分程生育良好なるニ

è , g[lち列枇植持匝は賄j伏植栽lilli tL比して造陀生育良好にして， 牧礎材債に於て植栽後 15

年を経?とる現代 fZ::於ては寅に三倍以上 を示 し， 同じく鮪j伏植栽匪中にで も上屠林冠の疎開せ
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る局部K存立するものは. 是に反するものに比して二倍内外の生長を示せり。即ち此試験林

に於て生長を支配する;最も力強き因子は光の僚件ゑることを推定するを得たり。

(6) 前項に記述せるが如< .特に思t!伏描栽応に於て受光量の不足する揚合多きを認めたるを以

て、 主として中唐木を目標とし此地方・の植生連続を一時停止せしむるが如き理論の棋擦に立

ちて、ー時t"C過度に欝閉を破ることなく植栽木に封じ適度に上方散光を照射せしむる核留意

して間伐と枝打とを併用ぜる撫育を地行し?とるに.肉眼的陀最も制手1:1的の林相を王見出せる林

分K於ては. 1 rヘクター Jレ」蛍本数は上暦木 165 本.中唐木 347 本.下唐木 4，070 本.印

1 : 2 : 25 の比とゑれり

(7) 以上記述し来りし鹿を基礎として考察するに、クヤキの人工植栽に営 h 既存の天然生i開

業樹林を利!日して造林する ことは極めて有利お:る事項陀屈し 、 天然林を狭き格j伏剛氏開して

タ ヤキ前を植栽する所謂列欣植栽法ふ林内の疎開部分を選ぴて貼j伏にクヤキ首を下木地裁

ずる所謂賠j此植栽法い共陀従来の造林法陀比して進歩したる方法友りと云ふを得べし。然

り而して生長 . Jl交穫. 1診質.治林撫育技術の平易等の各般の事項D綜合l乞重瓢を置きて見る

ときは.列j伏植栽法は貼扶植栽法陀比して有利なる遺林法主主りと云ふを得べい生長.牧臨.

技術の平易等の諸勅を犠牲と して認に将来の形質立立撫育にW.J、薪材の間 JJjc入等のみ陀重黙を

置きて見るときは.貼j伏植栽法寧ろ優れたる造林法定E りと云ふを得べし。きれば列iUç植栽法

はタヤキの造林陀営りー般的にl盗用して償値ある方法なりと云ふを得ぺく.貼j伏権栽法は集

約なる施業主許し得る特殊の経済事情の下にある林地の造林又は保安的取扱を必要とする森

林の樹極改良を目的とする造林陀、適用して有利怠る遁林法なりと云ふを得ぺし。叉一時的陀

多大の努力を嬰し，且一時的.断続的に多大のJ投入を禦ぐることを避け.常に自家持力を以

て之に充て.且連年的に牧入を皐けつ~ ~)J・数年K して不識の問陀白己所有の雑木林の樹極

を改良してクヤキ林に誘導し得る見1i より云へば.民林の作業としては却て此鞘扶植栽法に数

多の見逃すべからざる特徴あるを思はしむるものあり。

f訂本試験の結果より考察するに、 列欣植栽法陀ありでは皆伐すべき樹帯の隔は天然林の樹

高の二分の一以下とし.植栽距離は 1 米内外に短縮して、植樹列童文を三列以上とするとき

は.更tて良好・たる成績を翠 1;-得ペ< .叉鮪j伏植栽法t'C於ては. r.(. 1居以上の樹冠居の構成に参

拠する立木本数少に失するときは.クヤキ苗を密植することによりて其猷賠を柿ひ得べしと

信十。 (1934 年稿〉

以上

f、‘
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INTRODUCTION. Among the sp巴cies of broad-leaved trecs growiug in J apau nUll1e-

1'ously,“ Keyaki" (Zelkowa serrata Makino) 18 one of tbe m03t impo1'taut species for 

fore3t1'y. τh巴 timber tυ)f this sp巴【ci立i白ωs ha泊自 very good qu品叫litげy foωr woodι-fuωr叩.百n凶1tu山11'e鳥， cωros路s-\\'o口dI 

of t凶巴ele句gra乱pb pol白町， ma川L凶bω加白引I'J均凶a叫ls of laíJ.ueぽr

Uutil もtwe白印ntげy 0ωr thi1'ty years ago tbis tilllber bad b 巴en supplied almost f1"0111 n 乱tural 
forest, and l'セcently “ K巴:yaki" a1'e decrea弓ed by cutting on high speed. Tberefore, since 
about t 、，Yellty years ago もbe method for reproduction of this species has been studied. 

Th白 physiognomy of fo1'esも vegetations a.ssoci乱ting ., Keyal玉i" as a dominullt 

indicates many habits of tbis species for silvic¥llture. It is very sc乱1'cely 七o f�d the hung 

area of pure stall� of “ K日yaki 円 like the forest of beech. Mostly, this speciωstands 

as a member of mixetl fore話 in groupョ selecting the place of d巴巴P soil. It can be seen 

there are some teudency 位協七 this sp巴cies appears mor白 often aももhe site of sunsbine. 

1) Tbis experimen七 i8 now continued 1n tbe state forest s1tuating at a part of 

Gumma Prefecture. 

Advanced th1S cxpe1'il1lcnts ano七be1' experiments 18 cO l1lll1enced, anc1 aDloug many 

facts reported as results, tbe n:ost rema1'kable one is that the tree habit of ., Keyaki" 
110t 80 mucb suu-loving as ever thought. 

Starting tbe natu1'al pbysiogllomy of forest vegetation as above mellも1oncd， and the 

result of ar1vanced exper1ment, tbis eXllerimenむ was began under the follo¥¥'ing plan :ー

a) Strip-plantation in the �ci�ous for巴st ag巴ù abouも 30 years, tbe meaJl hcigbt 

of trees of ¥Yhich is abollt 15 [11. 

b) Umler-plautation in the same fo1'・白st.

c) Tb巴乱etual c1imension of tbese two methods are sho¥¥'ing in tbc Fig. 1. 
2) Tbis experimellt starts at 1917 and the first investigation was finisbed at 1931 

and after t¥W years of 七bis \\'o l'k, for getting lllode1'ate 叫110py， a weak thinning a口d

cuttillg of branches were operated for the uppe1' trees standing iu the plot of llnderｭ

plantation. 

3) The results of tb1S cxperirne凶 are investiga~ec1 for the following artides:ー

Tbe influence for vegetatio l1, of difI鑽ent kinds of forest treatm日 llt， fo1' the form 

01' qllality as timbe1' of 仕le poles of planted t1'ees, fo1' tbe crops all� gro¥¥'tb of stal化ls ，

of tbe di 飴1'ent kinds of plantation, alld some eff鐵ts of thinnillg operated fo1' the l111per 

trees standind in the plot of under-plantation. 

4) The in乱uence fo1' vegetation in the f01'est of th日正liffe1'ellt killlls of fo1'est 

treatm巴nt.

a) At tbe mid�e date of May, juω叫st the time of 0句Jl伊]沼m削e引印l口山1

F刊0飢r叫叫a叫叫t“io叩n f仏1'0仙m forest flo∞削Oωr is ab加〕川011川1凶む 3部ß%ぢ of t伽be 0句p戸巴加n gra蹴s鎚s-五h倒elc1引(seω白 Table 2勾).

b) In co川mpa似r匂011 \\'叶\'汁，']比川bはh t叫h潟e ve噌geωむ切a瓜b“ion taken as th凶1渇e sも旬andar吋.せd of the mos叫も dry a似削I口lt叫d l 

ope叩n e町凹I1 vir叩onm巴口t in 1乱似roh fores叫t， whi匂凶cb e郎st凶abl下孔lished successi vely of these experimentecl 

plots, the vegetation in the plot of umler-plantation 8hoW8 always もhe relatively bigb 
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grade of chara心teris tics of fo1'est vegetations from the points of vien's of tota1 number 

of speciω(日ωTab1es 3ーの， 0∞urrenωof sun al>d shade plallt直 (see Tab1es 5-8), 
simi1arity of vegetation (8ωTable 9), aml cODstancy of each 日pecies (see Tables 
10-11). Th日 mぬn constancy which is reported in (Kawada, M.: A study of effec旬

。f collecting fallen leave沼 in the f orest of J apanese black pﾍn8 f 01' the g1'owth of 

tr屯邸 and the forest \・ egetation includiog some notes 011 thillnings. Bulletin of the 

Imperia1 Fo1'estry Experimental Station No. 31), That is ShOW11 by next formula 
(Co Il sta口cy number of SpeJie3) 

一一ーァ一一= MC. shows the grpater valu日 fo1' the vegetation 
'otal nurnb巴r of spωJes 

in tbe p10t of strip-p1antation, nameJy in this caseω0， the va1ue of mean constancy 

indicat湖 the driness and illurninatiOlJ of en v i 1'onmenも as al1'eady repo1'ted. 

。) The mean area of a leaf “ Keyaki" domioating in upper laye1' is gl'可at芯r t.han 

tbat of 10wer layer. Tbis resu1t is observed through both ploぬかω Tab1es 16- 17, and 
Fig. 4), but whi1e the mean al唱a of a 1eaf of "Keyaki" dominating ill uppe1' layer 

in the plot of strip-plantation is gr白川町 tban tbnt of the dominating “ Keyaki" in the 
plot of ll od巴r-plantatioo ， the s乱me comparison concernec1 with the "Keyak�" standing 

in 10we1' layel' shows the result of vicゃversa.

F1'olll these above mentionec1 fa氾Ls， it can be thought tbat the envirolll11ent iu the 

p10t of unde1'-plantation is 11101'e mesic slightJy tbao th乱七 of the p10t of strip-p1aotatiou. 

On this investig乱tion auther's propose that “ The form 紅白a of 1eaf "-lellgtb of 

1eaf x leogth of maximum wic1es of 1eaf- can be taken as the number of ∞mparisoll 

of 1eaf司area (see Tables 12-15 aod Fig. 3). 

5) The infillence for the fo1'm 01' qua1ity as tjmber of poles uf “ Keyaki" of 
di丘èr唱nt killds 01' p1antation. 

乱) The fOfms of “ Keyaki " cal1 be cJassified intu n, 11., b, c and c1 (see Fig. 8). 

The number 01' tre巴s actually taking tbe form (n) in tb臼 plot of strip-p1aotation i日

greate1' tban that ill tbe p10t of unde1'-plantatioo, bllt tb日 numbe1' of trees taking form 

(a), which seem to be waiting the favou1'ab1e condition, are rathet. g閃ater in the plot 

of llnde1'-planも批iO ll (8ee Tables 30-31) , 

b) At present, in compariso11 both of form of pole and length of undc1' c1'own 

part, the reslllts of the p10む of u日der-plantatio n are in1'erior to the p10t of strip-plallｭ

tation, but from the stanc1 point of 山白 tenc1ency shown by CLll"¥'eS of trce・ heigbt， to 
assume ぬat the st1'ip-plantation is bette1' fo1' “ Keyaki " s巴ems to be too haste (see 

Tables 32-39 anc1 Figs. 9-11). 

c) 10 tbis pape1'ぬe ang1es between po1e and bl'allCb a1'e callec1 as" Brallcb-angle ", 

ー士、、

and the n14hd of measLIremen七 of ぬis aogle is sbown in Fig. 12, and the diameter -! 
of b1'anch means the diameter of b1'ancb at the point of 30 cm f1'ol11 the brancbiJlg 

poiot. Tbe tendency of 七he variation of % of c1iamete1' 01' diarnet冶r shows opposite 

10west b1'ancbes to diarneter of coresponc1ing poleョ 1'01' variation of tbe breast-height 

resuJt in different pJots (see Fig. 14), tbat is, in tbe p10t of strip-plantatioJ1 this % 

increas氾 with increase of the br巴as t heigbt diameter, bllt in tbe p10t of unc1er-p1antation 
decrease oppositically. The branch-ang1e in the p10t of lloc1�r p1aotation is greater than 

that of strip-planもation (see Tab1e 41). 

According to the above two 1'esults, iu as rnuch as the b1'ancb ∞11cerns， amoog the 

inflllellees f1'om もhe c1i凬e1'ent kinds of plantation of “ Keyaki" 1'01' the quaJity of timber, 
the inflllenc臼 f1'om もhe uoder-plan七atiol1 is supe riorωthat of strip-plantation. 

6) Infiuellce fo1' tbe α・op anc1 growth 'Jf stands of di丘erent kiJJds of p1anもation.

a) The % of dec1'easing number toωtal number of planted trees ill the p10t of 

strip-p1aotation is ollly 17.6%, but tbe number in tbe plot of under-plantation is f�36 



1.55 

% (see Table 48). 
b) The III巴an crops, ruean dialllcter and 凶eall heigbt of the plallted “ Keyaki" 

aged 15 y日乱l'B 1n the plot of' strip-plantation ar・e evidelltly gl'eater 七han Ihose in the 

plot of under-plalltation. (see Table 49 -50). 

7) SOllle e (fl日cts of thinning operated ft)l'もhe upper trees stallding in the plot of 

under.plantatioll. 

As above reported the great di民間nces of' dimensions of plantecl “ Keyaki ヘ crops，

an� growth existing between two p¥ots seems main¥y COllle frolll the insufficiency of light 

in the plot of unde1'-plantatiol1. Hcnce, for the purpose of improvement of environmellt, 
ぬinning ancl cutting of b1'al1cbes were opel'ated in 1933. This operation aims to catch 

the most favourable co吋itiol1 of light fo1' the growth of planted “ Keyヰi" b句)ヴY t仙h山inn山1

partialy by cutting of branches for Ih白 each lay巴r of CaIlOpy. The actual change of 

pbysiognomy from befor・e the ope1'ation to after, is 8hoW11 by Fig. 15 and Tables 51-51, 
and the results will be reported in next paper. 〆

8) Sllmmary. Tb巴 two methods, that is, th巴 st1'ip-plantatioll and the undcl'-planｭ

tation of “ Keyaki 円 fo1' tbe deciduous forest are boLh advautageous for rep1'oduction of 

tbe species aud improvement of forest stands, which 乱1'e composed of relative¥y inferior 

kincls of trees. But the selection for which is better 01' which must be adoptecl will be 

decicled by the actl1al condition of economy <of the promoter of for明t1'y 01' owner of 

forest. Case when it i8 necessary 七o avoid possibly tbe greaも expense a七 ol1e time, and 
to proceed gradually for the purpose of improvement of fOl'est physiognomy 01' tree-kind, 
there is 110 hesitatiol1 to 1'ecomm日nd 七be method of ul1l1er-plantation. 




